
        
            
                
            
        

    















































自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●ゲームとは違う現実社会はゲームによって支配されている






　皆さんは、こんな欺ぎ瞞まんに満ちた言葉を聞いたことがないだろうか？




『現実とゲームは違う』




　若者が大量殺人を犯したとき。

　若者が人生をリセットできると信じて自殺したとき。

　若者がエロゲに出てくるヒロインが理想だと言って生身の女と付き合おうとしないとき。

　さまざまな事件の折おりに、メディアを通じて連呼される決まり文句──




　テレビに不細工な面つらを出して訳知り顔で語る自称識しき者しやが、さも真実であるかのような落ち着いた口調で、根拠もなく適当な言葉を並べている姿を見て疑問に思った人も多いはずだ。

　こいつらは社会の何を知っているんだろう、と。

　事実、大人だろうが子どもだろうが、ひとりの人間の知識など等しく乏とぼしいものだ。

　子どもの集合知に、ひとりの大人は勝てない。

　たったひとりの識者が語る「現実とゲームは違う」という空くう虚きよな言葉よりも。

　複数人の子どもが無意識に行動に表した「現実とゲームは似たようなものだ」という世界観の方が、よっぽど本当の人間社会に寄り添っている。

　もっとも子ども達たちはそもそも現実とゲームを同一視してなどいないという意見もあり、それにはかなりの説得力があるが……それはさておき。




　──実際、この世界の裏側では、あらゆることがゲームで決定されている。

　多くの人間がそうと知らないだけで。




　核兵器、ウイルス兵器、神の杖つえ──人類が持てる兵器のすべてが投入された第三次世界大戦の後、二度と武力には頼るまいと反省した上流階級の人間達によってひそかに交わされた、人類史上初となる最大最高の平和的密約。

　それによって、




　要人の人生。

　国家の領土問題。

　兆を超える金が動く事業の利権争い。

　世界中のあらゆる重要な決定が、『裏のゲーム』の結果に委ゆだねられるようになった。




　そう。現実はまごうことなきゲームなのだ。

　そしてゲームである以上、絶対的な強者は必ず存在してしまう。




　チェスにグランドマスターがいるように。

　将棋に竜王がいるように。

　カードゲームに世界チャンピオンがいるように。

　裏のゲームの世界にも、「最強」と呼ばれる男がいた。




　五年前に突とつ如じよとして裏の世界に現れた彼の名前は、今や裏世界で知らない者はない。

　五年間、無敗の男。

　あまりにも非現実的で荒こう唐とう無む稽けいな話ゆえに、初めて彼と相対する人間は皆笑う。

　そんなこと、あるはずがない、と。

　そして彼と戦った後に、皆怯おびえる。

　何な故ぜ、こんな人間がこの世界に存在しているのか、と。

　彼が打ち立てた数々の伝説は、政財界の大富豪達の酒の肴さかなになっている。




　現世界トップのレーティングを誇るチェスプレイヤーを黒番（後手）で破った。

　イカサマを仕掛ければ、それ以上のイカサマを返される。

　表情を読もうとしても、その瞳には何の感情も映らない。

　すべての手順が意味不明にもかかわらず、ゲームが終われば勝利に向かう一本の道筋が見える。

　日本の某ぼうアプリメーカーにＡＲ産業の世界覇権を握らせた英雄。

　地球温暖化の元げん凶きよう。

　見つめられただけで妊娠した。エトセトラ、エトセトラ。

　──後半は完全に悪ふざけが含まれているが、そんなお茶ちや目めな言説も飛び交うのは、彼が裏世界に確固たる爪つめ痕あとを残していた何よりの証拠だろう。




　その存在はまさに栄光を約束するチップ。

　あらゆる国が、企業が、闇やみの存在が、彼を手に入れようと手を尽くした。

　国家予算級の報酬、類たぐいまれなる美女、舌をとろかす美食、あらゆる快楽。

　懐かい柔じゆうができぬとあらば、その存在を消そうと、暗殺者達たちが暗あん躍やくした。

　完全なるバランスブレーカーは、ゲームですべてが決まるシステムそのものに破は綻たんをきたしかねなかった。

　しかし、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

　他ならぬその人物自身の、




「俺、引退するわ」




　という無責任極まりない言葉によって！

　さんざん脅きよう威いを振りまいておきながら、嘲あざ笑わらうかのように裏世界を引退した少年──

　その名は、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。

　彼が今、どこで何をしているのか。

　そして、これからどこへ向かおうとしているのか。

　物語は、彼の『今』から始まることになる。

　さあ、『不敗の伝説』が紡つむぐ『今』には、果たしてどれほど手に汗握る死闘と、熱戦の光景がくり広げられているのか──






●ゲームですべてが決まる馬鹿らしい学園






「何なに卒とぞよろしくお願いいたします、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんさま……じゃねーっての」

　仰ぎよう々ぎようしい勧誘文句が並ぶダイレクトメッセージをめんどくさそうに削除して、砕城紅蓮はベッドに寝転がった。

「ったく、何度ＩＤを変えても半日足らずで突き止めやがって……うぜえ」

　朝。

　カーテンの隙すき間まから差し込む光が部屋の中を照らし出す。

　引っ越したばかりの学生寮の一室。

　家具屋のディスプレイを丸ごと再現したような部屋だった。

　安いパイプベッド、マットレス、学習机、ＰＣ。本棚にはベストセラーの漫画本がずらりと並び、座ざ卓たくにはジャンクフードやお菓子の袋が散らかっている。

　およそ個性というもののないその部屋で──。

　現代の伝説、不敗の五年と呼ばれた少年、砕城紅蓮は、うー、とうなる。

「ブロックするだけじゃダメなのか……？」

　手の中で再び揺れたデバイスを憎らしげに睨にらみ、そう吐き捨てて。

　新着メッセージを報しらせるバイブレーションと、さっきとは違うアカウント名に今度は舌打ち。

「またか！　今度は別のとこから……嗅かぎつけるの早すぎるだろ!?」

　ひどく大げさな伝説からは想像できないほど、その顔立ちは平凡だ。

　あちこち巻いた癖くせっ毛けに細い体、長い手足はどこか芸術家めいた繊せん細さいさを持つ。

　もう少ししゃれた格好をしていればモテるだろうが、パジャマ同然のＴシャツに短パンひとつのラフすぎる格好では、そうもいかない。

「こうなったら、デバイスごとぶっ壊すか……。今時の高校生に必ひつ須すだってオススメされて買ったばかりだけど……まあ、どうせ連絡する友達もまだいないし」

　微妙に切ないことを言いながら、スマートデバイスを操作する。

　かつての人生を捨て、一切の『遊戯ゲーム』から手を引いてから半年。

　何もかも自分でする、しなければならない生活にも慣れてきたところだが、まだわからないことも多かった。

　だがその不便さを差し引いても、喜びの気持ちが大きくて。

「あんな面倒な世界には二度と戻らないからな……金も名誉もいらない。俺は、日常ってやつを楽しみたいんだ」

　スッキリと削除されたメッセージ一覧を眺めて、きつく拳こぶしを握りしめる。

「普通の学校に通い、普通の飯を食い、普通に仕事をして、普通に結婚する！　だから、だから──」




　ピンポーン♪




　突然響いたチャイムにベッドから跳び起き、受話器を鷲わしづかみにして。

「俺にかまうな！　しつっこいんだよ、さっさと帰れ！」

「……あの、私ですけど……帰ったほうがよろしいですか？　お兄様……」

　インターホンから響いた声に、聞き覚えがあった。

「あっ、可か憐れんだったのか。わ、悪い。朝から勧誘がうざったくて、つい……」

「いいえ！　気にしていません、お兄様。ドアを開けてくださいますか？」

「ああ。それはいいんだけど……ひとつ訊きいていいか？」

「はい、何でしょう？」

「インターホンのモニターが真っ暗なんだが……」

「指でレンズを隠してしまいました。可憐の成長した姿を、お兄様の目で直接見てほしくて。ふふ♪」

　その声は、記憶の中の妹とたしかによく似ている。

　しかしさんざん面倒な目に遭あったばかりの紅ぐ蓮れんが、顔も見ずに信用できるはずもなく。

「──合言葉。『可憐に』」

「『日常を』」

「『紅蓮に』」

「『愛を』！」

「いやそこは『闘争を』なんだが」

「認めていません！　たとえお兄様のご意思だろうと、そこは『愛を』の一択です！」

「はあ……オッケー。本物だ」

　今のやりとりも含めてそう確信した紅蓮の頰ほおがわかりやすくゆるむ。

　──ああ、やっぱりかわいいな。この妹は。

　地獄の釜かまの底めいた『裏側の世界』で過ごした五年間、家族とは離れて暮らしていた。

　その間、実の妹の可憐とも顔を合わせていない。

　頭の中におぼろに残った面影から今の妹の姿を想像し、紅蓮は温かな気持ちとともに、ふと小さな罪悪感を感じた。

（……寂さびしい想おもいを、させちまったかな？）

　そう思うと胸がズキリと痛む。今まで、兄らしいことなんて何もしてやれなかったからこうして甘えられると切なく、そして何より──




　──ヤバい。ドキドキする……！




　朝、家族と挨あい拶さつして学校に行くというイベントの、なんと『日常』っぽいことか！

　ずっと憧あこがれていた新生活。これはその最初の一歩なのだ。玄関ドアを開けて、可憐と再会して、一緒に朝食を食べて、五年間の空白を埋め、それから……！

「今行くぞ、可か憐れん！　待ってろよ！」

「はい、お兄様。お待ちしております♪」

　たしかな日常の予感に浮き足立ちながら、無数に設定された防犯装置を解除する。

　銀行の大金庫めいた堅けん固ごなセキュリティロックが開き、紅ぐ蓮れんは、笑顔で玄関ドアを開け、

「おはよう、可憐。しばらく見ない間に大きく……うええっ!?」

「おはようございます、お兄様！　可憐がお世話に参りました！」

　学生寮の玄関先。

　午前七時頃。

　朝の空気にさらされて、ひとりの美少女が立っていた。

　銀色に輝く髪。

　前髪の隙すき間まからわずかに覗のぞいた青い瞳。

　どこを切り抜いても綺き麗れいな、絶ぜつ世せいの美少女。

　それなのに、少女は。

　華きや奢しやな体と、不釣り合いなほど立派に実った胸、健康的なふとももを惜おしげもなくさらした、裸エプロンの姿で。

「……ちょっと待て。その格好は何だ。しばらく見ないうちに一体何があったんだ!?」

　紅蓮は思わずツッコミを入れる。

　すると、可憐は、火ほ照てった頰ほおを両手ではさみ、もじもじと体を揺らした。

「五年ぶりの再会ですもの……お兄様にお楽しみ頂くために、工夫を凝こらしてみました」

「凝らしてみました、じゃねえよ」

「男性はこういう格好を好むんですよね。いかがでしょうか。喜んで頂けましたか？」

「喜ばない。むしろ不安でしかたない。通報されていないだろうな、今……！」

「まあ、お兄様ったらご冗談を」

　ころころと笑い、紅蓮の妹──砕さい城じよう可か憐れんは小首をかしげた。

「ほんのちょっとした、かわいい妹のイタズラです。通報なんてされません。ね？」

「首をかしげながら巧たくみに胸を強調するポーズをとるな。狙ねらってるだろ!?」

「わずかな胸のたわみに気づくとは、さすがお兄様。……お揉もみになります？」

「も、揉むわけないだろ！　いいから早く入れ！」

　ふにゅん、と形を変える胸に吸い寄せられそうな視線をはがし、可憐を部屋へ入れる。

　後ろ手にロックをかけて、ほっとひと息。これで通報は免まぬがれた。

「ふふっ、お兄様ドッキリ作戦は成功ですね。次は水着にいたしましょうか？」

「水着でも下着でも裸エプロンでも次はない！　頼むから何か着てくれ、普通にしろ！」

「残念。実はもう着てるんです。……ほら」

　ぴらり、とエプロンを両手で持ち上げ、可憐は裾すそをくわえて見せた。

　黒のニーハイソックスに包まれた、滑なめらかなふくらはぎ。

　カットミニのジーンズが形よく包んだふともも。

　くるりと回った背中には肌面積がやたらと多いチューブトップが隠れている。

「ドキドキ、してくださいました？　お兄様」

「したよ！　とことんしたわ！　性的な意味でも世間的な意味でもな！」

「あら♪　ふふっ、作戦成功ですね！」

「いたずら心で兄の社会的生命を脅おびやかすのはやめろ。殺す気か」

　きゃっ♪　と楽しげに笑う可か憐れんを見下ろし、紅ぐ蓮れんは胸を押さえて息を整えた。

　そして、

（──すっかり『女』になっちまったなあ、こいつも）

　複雑な気分で、そう思う。

　紅蓮にとって『女』は、なるべくかかわり合いになりたくない種族だ。

　すべての『女』は、生まれながらにして、男を騙だます才覚を備えている。

　自覚のある女め狐ぎつねであれば対処しようもあるが、厄介なのは無自覚の詐欺師である。

　長い人間の歴史の中で、純じゆん真しん無む垢くを装よそおった女に、一体何人の男が欺あざむかれてきたのか……。

　罠わなにかかったことは一度もないが、裏世界で数多あまたの『女』を見てきた紅蓮が苦手意識を持つのは、しかたのないことだろう。

（昔は、ただのちんちくりんだったってのに）

　十歳の可憐は小さくて、女というよりは子猫のような、純粋に愛らしい存在だった。

　今、十五歳になった彼女のそばにいると、和なごむというより苦手意識が先にくる。

（……いやいや。俺が避けたら可哀かわい想そうだろう。こいつは妹。こいつは妹）

　首を振って、心中で自己暗示のように唱えていると──

　いそいそとリビングまで上がり込んでいた可憐が、食卓に散らばったファストフードの袋を拾いながら、むっとした声をあげた。

「お兄様、ハンバーガーなど召し上がったのですか？　いけません、脂肪と炭水化物ばかり摂とっていては。お体にお肉がついてしまいますよ！」

「母親か、お前は。いいだろ、食事ぐらい好きにさせてくれ」

「ダメです。兄の健康を損ねては、妹の名が廃すたります。せめて、朝ご飯だけでも作らせて頂きますから」

「材料がない。冷蔵庫は空だ」

「ご心配なく。すでに手配済みです」

　ピンポーン♪

　待ち受けていたようなタイミングでチャイムが鳴った。

「はーい」

　可憐はぱたぱたと玄関に走っていく。玄関先で業者の人と一言、二言何かを話した後、大量の食材が詰まった段ボールとクーラーボックスを抱えて戻ってきた。

　朝食用にしては多すぎる。おそらく数日分まとめて手配したのだろう。

　段ボールとクーラーボックスに詰まった肉や野菜を見ていると、

（手料理……だと……？）

　心ときめく『日常』ワードが浮かび、それ以上、抵抗する気が失うせた。

　そんな紅ぐ蓮れんの白旗に気づいたのか、

「肝かん心じんの『転校』初日ですもの。おいしい朝食をいっぱい召し上がって頂きますから♪」

　可か憐れんは可愛かわいらしく笑って、うきうきした足取りで台所へ向かった。

「ああ、はいはい、わかったよ。……好きにしてくれ」

「はいっ、好きにします♪」

「何か、手伝えることはあるか？」

「大丈夫です、お兄様。どうか可憐を見ていてください♪」

「お、おう……」

　……それが難しいんだよなぁ。

　チューブトップにカットジーンズ、おまけにエプロン。極めてきわどい格好をした女が入居まもない部屋の台所で、こちらに尻しりを向けて料理をしている。

　卵を割る音。しゃかしゃかと小気味よくかき混ぜる箸はしの響き。

　熱したフライパンから薄く立ちのぼりはじめた煙、細こま々ごまと仕事をしている作業音。

　後ろから見た体つきが、ひどくリアルで生々しい。

　裸ではない、とわかってはいる。

　だがそのピッタリとしたラインは目の毒で、紅蓮はしばらく妹の成長を見守ってから、ぶるぶると大きく首を振って煩ぼん悩のうを追い出した。

「朝飯は頼む。……着替えて、支し度たくしてくる。お前もふざけてないで、料理が終わったら制服に着替えろよ、可憐」

「はい、お兄様！」

　打てば響く、そんな勢いで返事をする可憐。

　デニムの尻にぱたぱたと揺れる犬の尻尾しつぽが見えた気がして、ほんのすこし和なごみながらも、紅蓮は自室に引っ込んだ。




　一時間後。

「いかがですか、お兄様。腕によりをかけさせて頂きました」

「……うまい」

　妹の料理をひと口食べた紅蓮は、食卓をはさんで反対側でニコニコしている可憐に向けてそう言った。

　口調は素っ気ないが、本心からの褒ほめ言葉だ。

　テーブルに並んでいるのは、わかめと豆腐が入った味み噌そ汁しる、ソーセージと目玉焼き、プチトマトとレタスのツナサラダ。トーストかご飯かはお好みで。

　紅蓮は白米を取り、可憐はトースターで温めたパンをサクサクと食べていた。どれもできたてで温かく、うまい。口の中を熱い米が踊るたびに、紅ぐ蓮れんの目から涙があふれる。

「炊たきたての飯ってのは、うまいもんだな……」

「そんな、泣くほどのことでは」

「いいや、これは泣くね。こんな人にん情じよう味みあふれるメシは、五年ぶりだ」

「自炊はしてらっしゃらなかったのですか？」

「コンビニ飯か、接待されて外食か、のどっちかだったな」

「もうっ、いけませんよ、お兄様。栄養バランスに気をつけて頂かなくては、せっかくの素敵なスタイルが台無しになってしまいます」

「ああ。可か憐れんの飯なら、毎日だって食いたいよ」

　それはお世辞というより、ストレートな本心だった。

　が、何な故ぜか可憐の様子がおかしい。

「毎日、可憐のご飯を食べたいなんて……そんな、いきなり大胆な……」

「お前、何か勘違いしてないか？」

　紅蓮のツッコミも、夢む想そう状態の可憐の耳には入っていないようだった。

　まあいいか、と思いつつ、紅蓮は味み噌そ汁しるに口をつける。

「接待で食わされたどんな高級料理より、この味噌汁がうまい。……おかわり」

「ふふっ。お兄様はお上手ですね。でも、お世辞だとしてもうれしいです」

　素直に笑う妹は、もう裸エプロン（偽）ではない。












　紅ぐ蓮れんと同じ学校──私立獅し子し王おう学園の制服に着替えている。

　そんな彼女と差し向かいで食事をしていると、何となく気恥ずかしい。

　陽ひに映はえた白いブラウスが眩まぶしくて、紅蓮は顔を伏せたままひたすらに箸はしを動かした。

　すると、ふいに箸を動かす手を止めた可か憐れんがしみじみと目を閉じて。

「お兄様とこうして一緒に過ごせて。同じ教室に通えるなんて、夢のようです」

「……年上なのに、妹と同学年っていうのは少し恥ずかしいけどな」

　今は六月。入学式シーズンではない。

　しかし紅蓮は独自のルートを使い、二ヶ月遅れで獅子王学園の一年生として転入することになっていた。

　ひとつ年下でありながら、ひと足先に高校生になっていた可憐と、同じ教室に通うのだ。

　交渉すれば上の学年に入れてもらうこともできたかもしれない。

　だが、その手の強引なやり方が通用する世界に嫌気がさして引退した紅蓮である。

　そんなわがままなど、言う気になれるはずもなかった。

（普通の高校生活をはじめるんだ……！）

　それがどんなものなのかは、正直紅蓮にはわからない。

　連日連夜、身を削るような遊戯ゲームに駆り出され、今日も生き残ったことに安あん堵どしながら、毎日見ていた動画サイト。

　繰り返し何度もリピートして見たのは、いわゆる『日常』もののアニメだ。

　そこには他た愛あいない生活を送る学生達たちがいた。

　身をすり減らすような駆け引きも、命を狙ねらわれる危険もなく、穏おだやかに毎日をくりかえしていた。

　あんな生活をこそ、紅蓮は求めている。

　ひとりなら勝手がわからず不安だが、可憐がいれば心強い。純粋にわくわくして、先のことを想像できる。

「可憐。やっぱり転入といえば最初は自己紹介から始まるんだろう？」

「さあ……わかりません。そういうものなのでしょうか？」

「そのはずだ。最近見たアニメではだいたいそうだった」

「う、うーん。だいぶ知識が偏かたよっていそうですけれど」

「出身中学とか聞かれたら、どう答えたらいいんだろうな。俺、小卒だし。ちゃんと設定を考えておかないと後悔しそうだ」

　やりたいことが多すぎる。

　まず、友達をつくりたい。できれば女じゃなく、歳としが近くて気の許せる男友達が最高だ。一緒にバカなことができるような気のいい奴やつと一緒に、『青春』の二文字にふさわしい、さまざまなイベントを経験したい。

　他にもやりたいことは盛りだくさんで──

「転入初日。俺の高校生活三年間の行く末が、ここで決まる。しっかり対策しないと」

「まあ。素晴らしいです、お兄様！」

「もちろんだ可か憐れん。兄として、お前が恥ずかしくないようなデビューを飾ってみせる！」

　そして友達をつくったり、バイトしたり、文化祭で頑張ったり。

　できれば一生大切にできるような親友も欲しい。

　日常アニメのような、何もドラマティックな展開が起こらない、ぬるい生活を楽しむのだ。

「私のことまで考えてくださっているなんて。可憐はうれしいです、お兄様」

　可憐は、頰ほおを桜色に染めてうつむいて。

　紅ぐ蓮れんは、そんな妹の顔を微笑ほほえましく見守った。

　緩む頰を抑えようと、紅蓮はもう一度だしの利いた味み噌そ汁しるをすする。かつおだしの旨うまみをしみじみと味わっていると、

「──でも、ご心配はいりません。お兄様」

　にこっ、とたおやかな笑えみを浮かべ、可憐はそっと箸はしをそろえて置きながら。




「学園の有う象ぞう無む象ぞうなど、お兄様の圧倒的な才能の前にはゴミクズも同然ですし」




「ぶはっ!?」

　味噌汁を噴いた。

　紅蓮は信じられないものを見たような顔で可憐の顔を二度見する。

　だが、妹はまるで、当然のように。

「すぐに這はいつくばって慈じ悲ひを乞こう哀れな家畜風情ふぜいに──」

「お、おい」

「主人たるお兄様が自己紹介などなさる必要はありません。豚、と呼べば結構です♪」

「……ちょっと待て！」

　ごくあたりまえのように言う妹に、紅蓮は声を荒らげた。

　可憐は、え、と驚いたように紅蓮の顔を見返した。紅蓮は、可憐の、片方の目を隠すさらさらと輝く銀髪ごしに視線を合わせ。

「お前は何を言ってるんだ、可憐。同級生を豚呼ばわりとか……ありえないだろう！」

　そこまで言って、紅蓮はふと気づいた。

「……そうか。ヤツらの影響だな？」

「えっ」

　きょとんと首をかしげた妹の手を、がっしりとつかんで紅蓮は言った。

「砕さい城じよう家の連中に妙なこと吹き込まれたなら、今すぐ忘れろ。ヤツらは、遊戯ゲームのことしか頭にない、バカげた連中だ。お前まで、砕城の文化に染まる必要はないんだぞ」

　砕城家は、平和的密約締結当初から裏世界で暗あん躍やくしてきた遊戯の名門だ。

　紅蓮が矢や面おもてに立つかわりに、可憐には一般の教育を施ほどこすことになっていたはずだが。

　さっきの話を聞くかぎり、砕さい城じよう家の悪い感性にだいぶ毒されているのだろう。

「今ならまだ間に合う。普通になろう、可か憐れん。俺も一緒に手伝ってやる」

「て、手を握ってくださるのはうれしいのですけど……お兄様、誤解していませんか？」

「……誤解？」

　握られた手に、可憐は照れたようにはにかみながら、

「その、転入先のことです。うちの学校、私立獅し子し王おう学園はですね──」

　そこで一度言葉を切り、はっきりと言い放った。




「評価、生活、人間関係──あらゆることが、遊戯ゲームで決まる学園なんです」




「はあ!?」

　紅ぐ蓮れんはすっとんきょうな声をあげる。

　それも無理からぬことだろう。

　すべてがゲームで決まる学園だなんて、今まで身を浸ひたしていた裏世界と何も変わらないではないか。

「あのインチキ野郎……騙だましやがったな……！」

　紅蓮の脳裏に、ひとりの男の顔が浮かび上がる。日常を渇望する紅蓮に対して、獅子王学園を紹介した、元げん凶きようの顔が。

「『日常』を求めすぎて、完全に目がくもってた。くっそおおおおっ！」

「『日常』は送れますよ？　遊戯者プレイヤーとしての、ですけど」

「うああ……」

　めまいすら感じて、紅蓮は食卓に肘ひじをつき頭を抱えた。

「可憐。俺はもう嫌なんだよ……」

「またまた、そんな。お兄様、冗談がお上手ですね♪」

「冗談じゃない！　本気だ！　今からでも別の学校への転入準備を──」

「そう言われましても。無理だと思いますけれど」

　紅蓮の抵抗は、可憐の無む慈じ悲ひなひとことでばっさりと切り捨てられた。

「お兄様の頭脳は他者を圧倒しますが、学歴は小卒ですからね……。中学校すら卒業してないとなると、正規のルートではまず無理かと……」

「ぐ……それは、そうだが……」

「いいじゃありませんか。お兄様の実力があれば、あっという間に学園のトップですよ」

「いやだからそんな称号いらないんだよ……。最強とかトップとかどうでもいい、何なら一切ゲームしないで落ちこぼれの劣等生扱いされてもいい。もうあんな、人生をチップにした馬鹿げたゲームなんかしたくないんだ」

「うーん……でも、お兄様なら、たぶん入学時点でＳランクだと思いますけど」

「勘弁してくれ。どこで判定されるんだよ」

「入学後にランク決めのテストがあるんです。たぶん、今日の午前中にでもやってしまうんじゃないでしょうか」

「そういえば、理事長の奴やつに呼び出されてたな……」

「お兄様の実力でしたら、あんなテストは最高の成績で突破できるはず。入学と同時にＳランクなどという、規格外の天才が現れたら、教室の皆さんはさぞびっくりするでしょうね……ああ、有う象ぞう無む象ぞうの驚く顔が今から楽しみです」

（……勘弁してくれ）

　うっとりした眼まな差ざしを見せる可か憐れんにげっそりしながら、紅ぐ蓮れんは無言で立ち上がった。

　食べ終えた食器を軽く積み、流しへ運ぼうとすると、慌てたように可憐が手を伸ばしてくる。

「いけませんお兄様、そのような雑事は、私にお任せください」

「いいから、やらせてくれ可憐。これもまた日常なんだ……」

　汚れた食器をさっと洗いはじめる。そんなささやかな日常に触れながら、これから待つであろう、ピントのずれた『日常イジヨウ』を想像して。

「……めんどくさいことになった」

　食器洗い用のスポンジを握り、くにくにとした感触に癒いやされながら、紅蓮は息を吐いた。





　＊






　私立獅し子し王おう学園。東京都池袋の某ぼう所にある、世界最高峰の高等教育機関。

　政治、経済、数学、科学、芸術──ありとあらゆる分野における一流の教育者を集めることで実現した最高の教育環境は、生徒達たちに三年間で最高の知性と教養を与える。

　入学するのはほとんどが日本の将来を担になう選良、すなわちエリート階級に属する富裕層の子し弟ていだ。

　優れた家庭の優れた才能に優れた教育を施ほどこすことで生み出された優れた人材は、世界中の企業や大学からの注目を集め、奪い合いの対象になる。

　だが、そんな輝かしい成果などこの学園のひとつの側面でしかない。

　徹底した遊戯ゲーム教育。

　それが、他の教育機関と決定的に異なる部分だ。

　一般の人間は知らない、社会の仕組み。あらゆる重大事が遊戯の結果で決定されている事実を、獅子王学園の教育者達は理解している。

　通っている生徒達もまた、親から言い聞かせられて、実感が薄いながらも、うすうす察している。

　学業やスポーツなど、できて当然。

　ライバルと差をつけるためには、遊戯で勝てなければならない。

　それがこの社会。

　ゆえに獅し子し王おう学園では、そんな現実社会の裏側に対応できる人材を育成するため、学業や運動の成績は一切評価項目として設定されていないのだ。

　生徒達たちは学園を統括する人工知能、ＳＬＳＡＩSchool Life Support Artificial Intelligence、通称ＳＡＩサイの管理下において実戦さながらの遊戯ゲームを繰り返し、その実力に応じて配布されるポイント──ＧＰゲームポイントを仮想通貨として奪い合い、生活している。

　現代のスパルタとでも呼ぶべき、過酷極まる全寮制の閉鎖学園。

　世界で最も優秀、最も豪華な蠱こ毒どくの壺つぼ。

　曲くせ者ものどもが殺し合い、強者を送り出す場を。

　遅れてきた『最強』が、大きくかき乱そうとしていた。




「何かね。このナメた結果は？　やる気あるのかね──紅ぐ蓮れんクン？」

「ねえよ。ナメてるのはあんただろ、詐欺師野郎」

　獅子王学園、理事長室。

　日本最高の学園の最高権力者の私室と呼ぶにふさわしい豪ごう奢しやな居きよ室しつで、紅蓮と理事長の獅し子し王おう創はじ芽めは向かい合っていた。

　創芽が呆あきれたように口をひらく。

「入学時のランキングと配布ＧＰを決める『遊戯』試験。熟練ディーラーとの真剣勝負。カジノゲームであれば選ぶ種目は自由。稼いだチップの枚数によって、ＧＰとランキングが決定される、今後を占う重要な試験なのだが……」

　困った困った、と口では言いながら、創芽は楽しげに微笑ほほえんでいる。

「増やすことも減らすこともせず、失格ラインだけは割らないように、わざと勝敗を調整していただろう？」

「運ゲーなんだから、そりゃ結果がプラマイゼロになることもあるだろ」

　紅蓮はとぼけた調子でそう言った。

「運と言い張るなら、もっとうまく手を抜きたまえ。さすがにポーカーでブタ確実の手を作りにいっておきながら、『運がなかった』は無理がある」

「うるさいな。プレイヤーの勝手だろ」

「やれやれ……」

　向かい合わせにソファに座った紅蓮の前で、創芽は肩をすくめて長い脚を組み直した。

　三つ揃ぞろえの白いスーツ、シルクハットに片かた眼鏡めがね。まるでヴィクトリア朝の紳士のような古めかしい出いで立たちが、日本人離れした体格にぴったりと合っている。

　髪は染めたものとは思えない、見事なブロンド。

　三十代にさしかかったばかりか否いなか、世間的にはまだまだ若い年頃のはずだ。だが年に似合わぬ悠然たる風格は、室内の超一流の調度品すべてを圧倒し、従えてさえいた。

　そんな英国紳士然とした男に、紅蓮は鋭するどい視線を向ける。

「もともと、ガツガツ上を目指そうなんて思っちゃいない」












「キミの遊戯ゲーム試験の結果は、最低限度ポイントの１００ＧＰ。これでは最低のＦランクに設定せざるを得ないが……いいのかね？」

「べつにいい。俺はゲームにかかわらずに生きていきたいんだ。それくらいが、ちょうどいい」

「だからってわざと最低ランクになることもないだろうに」

「階級制度のもとに運営されてる学園なら、高ランク帯の生徒は注目される。そしたら、普通の生活なんて絶対に送れなくなる。そんなのは御ご免めんだ」

　紅ぐ蓮れんはそう言いながら、事前に説明されたランキングとランクの仕組みを思い出す。

　ＧＰの数値が大きい順に１位から９位はＳランク。10位から59位がＡランク──といった感じに、最低Ｆランクまで存在するらしい。

　つまり紅蓮のランクは最低だ。最低の、Ｆランクだ。

　これならば、自分が最強の遊戯者として注目されることはまずないだろう。

「勝ちたくない、目立ちたくない……か。ふーむ」

「なんだよ。言いたいことがあるなら、言えよ」

「誰かを負かして、誰かの上に立ちたいっていうのは、人間が普通に持っている欲求だと思うけどネェ」

「……俺にとっては、どうでもいいことなんだよ」

「キミ、それって女の裸を見ても興奮しない、と言っているのと同じなんだけど。もしかしてインポかい？」

「たとえが下品にも程がある。下品な学園の経営者は発言も下品だな」

　はあ、とため息をついて、紅ぐ蓮れんは続ける。

「だいたい《黒の採決ブラツクバウト》に駆り出されるような遊戯者は、一部の強者だけだ。学園でお遊びの遊戯ゲーム経験を積んだところで、実戦で使えるタマにはならない。こんな教育に、意味があるとは思えねーな」

「遊戯経験はたとえ将来遊戯者にならないとしても意味がある。学生のうちにリスクある敗北を知っておくのは、いいことだと思うよ。社会に出てからは、一度のミスが命取りになるからね」

「社会の方をもっと優しい仕組みに変えようとはしねえのな」

「それはいろいろと都合が悪いのさ。多くの人に厳しいこの世の中は、少数のだれかにとって都合が良いから生み出されたんだ」

「クソだな」

「くっくっ。奇遇奇遇。私も同意見だよ」

「だが俺を騙だましてこんな学園に入学させたお前は、もっとクソ野郎だ」

　紅蓮は、恨うらみがましく睨にらみつけた。

「たしかに言ったはずだぜ。遊戯の世界から足を洗いたいんだ、ってな。俺は普通の暮らしを始めたいんだよ。それなのに、お前が紹介した学校はココだ。何だここは？　ココのどこに『普通』が転がってるっていうんだ？」

「ふーむ。しかしネェ。普通ではない人間に普通の暮らしをする手伝いをしろと言われても、ネ」

　殺気まじりの目を向けられながら、あっけらかんと彼は笑う。

　磨みがき終えた片かた眼鏡めがねを彫りの深い眼がん窩かに合わせながら、にこやかに白い歯を見せて。

「そもそも私とキミが出会ったのは、日の当たらない闇やみの世界。あんな場所に出入りしている人間が、普通の学校の理事長だと考えたのは大きな間違いだ。こればっかりは、キミのミスだ。らしくない、とは思うがね」

「うう……学校に通えれば何でもいいと思ってた、っていうか……日常に帰りたすぎて、完全に思考停止してた……」

　憧あこがれ続けた『学校』に行ける。それだけで、完全に心奪われてしまった。

　まさか、遊戯至上主義の教育機関なんてバカげたものがあるとは。現役時代の対戦相手は外国人が中心だったし、不要な情報は家の人間に遮断されていたとはいえ──。

（浮かれすぎた……。あんなところにいる奴やつが、まともなわけないのに）

　理事長との出会いを思い出して、紅蓮は口を閉ざした。

　億単位の『見せ金』がなければ出入りすらできない非合法カジノの一室。いつものように依頼されたつまらない勝負の場で、立会人として現れたのが獅し子し王おう創はじ芽めだった。そんな彼が、自己紹介のときに口にした「高等学校理事長」というパワーワードに、紅蓮は一瞬のうちに心打たれてしまったのだ。

「フフ。まあそれだけ私のことを信頼してくれた、ということカナ？　そこまで好感度が高いなら、私の胸の中に飛び込んできてもいいんだよ？」

「うっわ……気色悪いこと言うなよ……」

「本気で嫌そうな顔をしなくてもいいじゃないか。それにキミは文句を言うけれど、この学校もなかなか捨てたもんじゃないヨ？」

「黙だまれ。遊戯ゲームと関係してる時点で言い訳なんて聞く価値なし」

「圧倒的な敷地面積、大学顔負けの教育制度、他にも──」

「だーかーらー、いくら説明されようが『ゲームですべてが決まる』って時点で、俺にとっちゃ超特大の核地雷なんだよ！　俺はのんびり、普通の、あたりまえの生活を送りたいんだ！」

　大きく体を乗り出して、声を荒らげる紅ぐ蓮れん。

　そんな紅蓮をまじまじと眺め、創はじ芽めはふーむとうなり、

「まあ、好きにしたまえ」

「……それでいいのかよ？」

「勝つも負けるもキミの自由だ。ここには文句を言う面倒な依頼主も、パトロンもいない。ここでの過ごし方は好きにするといい」

　とぼけたような顔で創芽は肩をすくめる。

　タヌキめ、と紅蓮は心の中でつぶやいた。

「でも意外だな。あんたも、俺にゲームで暴れさせたいクチかと思ってたよ」

「私はね、『強制』という言葉が嫌いなのさ」

　創芽は演技じみた所作で肩をすくめた。

「基本的に、我が校では生徒の自主性に任せているんだ。もちろんキミに対しても、勝負を強制したりしない。自主的に活躍してくれることを期待しているヨ」

「勝負そういうのは、二度と御ご免めんだ」

「まあどっちにしてもこれを渡しておくよ。我が校の生徒である以上、持たせないわけにはいかないからね」

　そう言って、創芽が上着のポケットから取り出したのは、一台のスマートデバイスだった。特注品だろうか、裏面には獅し子し王おう学園の校こう章しようが刻こく印いんされている。

「それは？」

「生徒手帳だよ」

「手帳？　あきらかに機械だぞ、これ」

「そう。電子生徒手帳だ」

「最近は何でもかんでも電子化するんだな。生徒手帳といえば、身分証明書みたいなもんだって漫画には書いてあったが」

「それ以上のものだよ。学園内にいるかぎりあらゆる決済がこれひとつで行える。ＧＰの獲得や譲渡、遊戯ゲームの受じゆ託たくや拒絶、ランキングの確認その他もろもろ。他にも、学園運営の要かなめでもある機能があってね」

「要？」

　紅ぐ蓮れんは首をかしげた。

　そんな紅蓮に、創はじ芽めはうなずいて、

「ああ。生徒達たちを管理、統とう率そつするための人工知能と直結しているんだよ」

「またずいぶんと大げさなシステムだな」

「人間である教員だけでは、独断と偏見で評価が歪ゆがんだり、教員が不当にマウントを取ったりしかねないからネ。専用の人工知能を組んでみたのさ」

「なるほどね。凝こってるなぁ」

　手元の電子生徒手帳を、紅蓮はしげしげと眺めた。

「珍しいかね？　見た目はそこらのスマートデバイスと似たようなものだと思うが」

「いや、俺の持ってるやつより性能良さそうだなって。……アカウント情報とかは極秘だろうな？」

　通常の手段で入手したデバイスのアカウントは、一瞬で突き止められてしまった。しかし一般に流通していないこの端末なら、そうかんたんに足跡をたどれないのではなかろうか。

　そんな紅蓮の予想を肯定するように、創芽はうなずいた。

「もちろんだとも。いかなる者も、キミから情報を開示しないかぎりは、コンタクト不能さ」

「そうか。……それなら、いいかもな。アプリとか、ゲームもできるのか？」

　嬉うれしげにタッチパネルをいじる紅蓮。しかしふとそんな自分をにやついた顔で見ている創芽に気づいて、紅蓮は唐突に立ち上がった。

「……ありがとな。とりあえず、こいつは貰もらっておくぜ」

「なに、かまわないとも。いつでも遊びに来てくれたまえ、紅蓮クン？」

「来ねえよ。俺は普通の友達をつくるんだ。うさんくさいオッサンと絡んでられるか」

「つれないネエ。でも、そんなところも──」

「だから気持ち悪いこと言うなっての！　俺はもう行くからな！」

　ねっとりした声を出す創芽を強い声で拒絶し、紅蓮はすばやく背を向けた。

　廊ろう下かにつながる扉へ歩き出しながら、自分自身に言い聞かせるようにつぶやく。

「俺はこの学校で何もする気はない。絶対に、だ」

　そう言い放ち、部屋を出て行く紅蓮。

　その後ろ姿を見送った創芽の口元に、冷たい笑えみが刻まれた。

「さて。念願の学園生活、せいぜい楽しんでくれたまえよ──紅蓮クン？」






●脳のう漿しよう炸さく裂れつルーレット






　試験を終えた紅ぐ蓮れんが教室に到着する頃には、もう昼休みになっていた。

『１年７組、序列２７０４位、砕さい城じよう紅蓮。入室エントリー』

　ゾンビパニックが発生しても立てこもれそうな扉にデバイスをタッチさせると、アプリが反応し、人工知能のデジタル音声が響いた。

　ロックが解除され、扉がスライドする。等間隔に並んだ机、これまでの人生で見たこともないほど大勢、同年代の少年少女が同じ制服を着てたむろしていて──

「すげえ……アニメやゲームと一緒だ！」

「何を変なところで感動なさっているのですか、お兄様？」

「うおっ!?」

　感かん慨がいにひたりかけたとたん、横からの声に驚いた。

「何だ、可か憐れんか。──もしかして、ずっと待ってたのか？」

「もちろんです、お兄様。お名前が聞こえた瞬間、即座に参りました！」

　今にも尻尾しつぽを振りそうな勢いで寄ってくる妹の姿に、紅蓮は目を細めた。

　それだけで、インチキ詐欺師の相手でささくれた心が和なごんでいく。

「そんなに楽しみにしてたのか……。まあそれはともかく、可憐。今日からクラスメイトだ、よろしく頼む」

「はい、もちろんです。お兄様、ご自分の席はお分かりになりますか？」

「そういえば、聞いてないな。……このアプリのどこかに表示できると思うんだが」

「心配ありません、すでに調べてありますから。ただ、着席は少々お待ちください」

「どうしてだ？」

「ええ、まあ、ちょっと。ですが、ご心配なく。すぐに終わりますから」

　にこり、と微笑ほほえむ可憐から目を逸そらし、アプリの画面と現実の教室を見比べる。

　生徒手帳アプリに表示された教室の上面図と座席番号、そのひとつが赤く点灯している。

　これが自分の席なのだろうと見当をつけ、紅蓮の目がそちらへ向いて──




「────────!!」




　そこに、異変があった。

　言葉にしがたい緊張感にその場全体が縛られていた。

　紅蓮の席がある教室の一角、そこに同級生らしき生徒達たちが何人も集まっており、人ひと垣がきをつくっている。外周にいる何人かは物珍しげな目でこちらを見ていたが──

　ほぼすべての視線が、人垣の中心に吸い寄せられている。

「……さあて、どうなるかな」

「なかなか面白いんじゃない？　……クククッ」

「桃もも花かさんも可哀かわい想そうに」

　交わされる囁ささやきに、覚えがある。真剣で、大切なものがかかった勝負の場にありがちな、無責任な傍ぼう観かん者しや──観衆ギヤラリーが、他人のドラマを楽しむ無責任な声。

「はあ……はぁ……!!　はぁ……んっ、うぅ、ゆぅっ……!!」

　カチャカチャと、金属音が響く。

　観衆のつくる人ひと垣がきの中心に、ふたりの少女が立っている。

　ひとりは、焦った様子で手の中の金属をいじりながら、つらそうな喘あえぎをもらす桃色の髪の少女。

「あら、どうなさいまして？　──時は有限。大切に扱っていただかなければ」

　そしてもうひとりは、そんな桃髪少女に厳しい言葉を言い放つ、金髪少女。

　豪ごう奢しやな金髪を見事にカールさせた髪型。

　日本人離れした白はく皙せきの頰ほお。

　立ち居振る舞いには優ゆう雅がささえ感じさせるが、ふくよかな香りを放つ扇で隠れた口元は、まちがいなくニヤリと笑っている。

　制服に包まれていてもハッキリとわかる足の長さ、くびれた腰、豊かな胸。制服の上着をロケットのように盛り上げたそれを組んだ両腕で支えるように立ちながら、

「あなたが挑んだこの遊戯ゲーム、やるか、やめるか。早く決めてくださいませんこと？」

「うぅっ!!」




　見ミ下クダしている。

　見ミ下クダされている。




「ちょ、ちょっと……もうちょっと、だけ待って。お願い！」

「さっさと決めてくださいまし。お昼を食べそこねてはたまりませんわ」

　あくびをかみ殺すふりまでして言い放つ金髪少女の前で、カチャカチャとせわしない音をたてながら、もうひとりの少女が手の中の金属を弄もてあそんでいる。

「おいおい、可か憐れん。何やってんだ……あいつら？」

　遠目に見てもわかる、その禍まが々まがしい金属の物体。それを見た紅ぐ蓮れんは思わず尋ねていた。

　いつのまにかすぐそばに立っていた可憐が、何でもないことのように答える。

「もちろん遊戯ですよ？　シンプルな、ロシアンルーレットです」

「……は!?」

　常軌を逸いつしているとしか思えない一言に、我が目を疑う。

　だが、その光景は現実だ。

　金髪の向かいに立つ少女が震える手で弄んでいるのは、その小さな手より遥はるかに大きなリボルバー式の大型拳けん銃じゆう。

　見たこともない型で、外見はまるでオモチャのモデルガンじみているが、黒光りする銃身は不気味なほどリアルだ。

「間違いない。動く。ズルはない。大丈夫。大丈夫だよね。うん。大丈夫……！」

　泣きそうな顔で、何度も手にした銃の動作をチェックする桃髪少女。

　綿わたあめのようにふわふわとしたツインテールに、愛らしい顔立ち。涙ぐんだその姿は、いじめられている最さ中なかの小動物のようだ。

　金髪の少女に比べれば小柄で、頭ひとつほど小さいが──胸だけは競うように大きい。きっと日向ひなたで微笑ほほえんでいればさぞ愛らしいだろう顔は、本気の恐怖に歪ゆがんでいた。

「……おい、笑って言うことかよ、可か憐れん。あの銃、本物じゃないだろうな？」

「ノーブランド……と申しますか、獅し子し王おう学園がロシアンルーレット用に特注した品です。弾丸は出ますよ」

「ああ、なるほど。どうりで見たことのない型だと思ったが……ロシアンルーレット専用の銃を作るなんて、何考えてんだこの学園は。あいつらもあいつらだ。こんな遊びに命を賭かけるとか、馬鹿だろ」

　心底呆あきれて紅ぐ蓮れんが言うと、そばに立つ可憐は小首をかしげて。

「彼女たちも、お兄様にだけは言われたくないと思いますよ？」

「俺がそうだったから言ってるんだよ。命を賭けた遊戯ゲームなんて馬鹿らしいってな」

「それなりに事情があるから賭けるんです。たとえ馬鹿なことだとしても」

　そう言うと、持ったままだった紅蓮のデバイスに手を添えて、可憐は素早く生徒手帳アプリを操作する。学園内ＳＮＳにアクセスし、ふたりの生徒のプロフィールを表示した。

「ツインテールの方が桃もも貝がい桃もも花かさん。彼女のプロフィールは真実が公開されていますね。隠す権利はとっくに売り払ってしまっていますから」

「……どういうことだ、そりゃ？」

　学内ＳＮＳの表示画面には、彼女の顔写真が載っていた。

　真っ青になって震えている今の顔ではなく、にこやかに、幸せそうに微笑んでいるのが痛々しい。

　名前は桃貝桃花、利き腕は左。出身は東北某ぼう県、家は地元の素そ封ほう家かで大地主。スリーサイズ、恋人の有無はおろか、所有している下着の色まで──

「……なるほど、な」

　すべてを『隠す権利』を、売ったとはこういうことか。

　紅蓮自身のプロフィールと比較すると、明らかに設定されていない項目がある。それもまたおそらく、遊戯に敗れて追加されたものなのだろう、と紅蓮は察した。

「生徒の基本的な権利は、チップにできます。『遊戯』の場では自分が所持するＧＰをやりとりするのですが、どうしても足りない場合に。合意の上で」

「胸くそ悪くなる話だ。──あの桃貝とかいうピンク女、見たところ、そうとう負けが込んでるらしいな」

「はい。桃花さんはすでにＧＰの大半を削られています。ご実家の援助で今まで保っていたようですが、限界でしょうね」

「なるほど。カモにしてたのは、あっちの金髪ドリル女か？」

「さすがお兄様。彼女らの関係性を一瞬で見抜いたのですね」

「だれでもわかる。あの金髪ドリルは、周囲を巻き込んででも獲物を追い込むタイプだ」

　見ているだけで痛々しい桃もも花かのプロフィールをいったん最小化して、紅ぐ蓮れんはもうひとりを検索した。

　金髪ドリル女の名前が、画面に表示される。

「楠くすの木き、楓かえで……おい、名前しか書いてないぞ。入力は義務じゃなかったのか？」

「逆パターンもあるんですよ、お兄様。ＧＰを支払って、隠いん蔽ぺい権を買ったんです。彼女はランクＣの序列２３９位──一年生の中ではトップクラスですから、安い買い物でしょう」

「ほー」

　とぼけたように感心しながら、ふたつのプロフィールを見比べる。

「相手の桃もも貝がいはランクＦ、序列２７０３位？　何だ、俺のひとつ上じゃないか」

「お兄様……やっぱりお戯たわむれになったんですね？」

「言っただろ。遊戯ゲームなんかしないって。俺は、最下位の雑ざ魚こ。それでいいんだよ」

「もう、本当はお兄様が一番なのに」

　いじけたように頰ほおをふくらませる可か憐れん。

　そんな可憐を可愛かわいいなと思いつつ、紅蓮は向かい合う二人の少女の方へと視線を戻した。

「まあ、だいたいわかった」

　片や自信に満みち溢あふれた、見下ろす目。

　片や心砕けて睨ねめ上あげる、弱者の目。

　楠木楓と桃貝桃花、二人の関係は捕食者と被食者だ。

　食ってきた側と食われてきた側が銃を手に向かい合い、対決しようとしている。

「たしかにここまでプロフィールがだだ漏もれって現状は変えたいだろうな。後もないって話だし、桃もも貝がいのほうは一発逆転狙ねらい、ってところか」

「ええ。このロシアンルーレットのルールは単純です。六発ぶん装そう塡てん可能な回転式弾倉に、一発の弾丸をこめて、順番に自分の頭に向けて引き金を引く。それだけです」

「回転式弾倉シリンダーの回し方は？」

「毎回、手番がくるたびに回すタイプです」

「なるほど。撃てば撃つほど当たりの確率が上がるんじゃなくて、毎回、純粋に六分の一を競うわけだ」

「ええ。完全なる運うん否ぷ天てん賦ぷに委ゆだねた遊戯です。桃花さんはあの通り気が小さく、頭の回転も遅いですから、駆け引きや知恵比べの要素がある遊戯には向きません。そこで──」

「純粋な運の勝負に持ち込もうと考えた、か」

「その通りです」

「運、ね」

　紅ぐ蓮れんは、ふんと鼻を鳴らした。




（──その時点で、もう、負けてんだよ）

「──その考えが、すでに負け犬なのですわ！」




　ふたつの意志が、人知れず交こう錯さする。

　紅蓮の内心の言葉を代弁した少女──楓かえでは、群衆の中心で女王のごとく君臨し、豊かな胸を反らして言った。

「運うん否ぷ天てん賦ぷに持ちこめば、このわたくしに勝てるとでも？　知恵も勇気も何もなく、このわたくしに無謀な挑戦を続け、敗れ続けてきた桃もも花かさん。あなたが──」

　芝居がかった調子で扇せん子すを畳たたみ、皮肉げに笑って。

「──わたくしを一度でも上回れると、そう思っているのですか？」

「だ……大丈夫だもん！　絶対、今度こそ、私が勝つの。だって、だって……！」

　早くもべそをかきながら、桃花はそれでも反発する。

「桃花、今までずっと負けてきた。楠くすの木きさんに勝てなかった。だから、そろそろ……！」

「あなたが勝つ番だ、とでも？」

　必死で言い募つのる桃花に対して、楓は、

「くだらない。最後の勝負と言うから、すこしはない知恵を絞ってくるかと警戒しておりましたけど──」

　フッと歯し牙がにもかけずに嘲あざ笑わらう。

「──ご存ぞん知じなくて？　勝利の女神は負け犬には微笑ほほえまない。持たざる者に、順番なんて回ってきませんのよ」

「や、やってみなくちゃ、わからないもん！」

「わからないからあなたは勝てませんのに。まあいいですわ。教えて差し上げましょう」

　いかにもつまらなそうな顔でそう言うと、楓は泣き顔の桃花の手から銃を奪い取り、熟練工のような手際でチェックしていく。

　滑なめらかな手つきで、シャッ、シャッ、と右手と左手で交互に弾倉を回して。

「つまらない細工はありませんわね。ホッとしましたわ。大富豪ブルジヨワの誇りまでは失っていなかったようで」

「……今度こそ、今度こそ、実力で、勝ってみせるんだから……！」

　そこまで言って、ぴくん！　と桃花のツインテールが跳ねた。

「も、桃花の後ろに立たないでくださいっ。下がって、下がってっ」

　桃花は観客達たちを拒絶するように手を振った。

　クス、と楓が笑う。

「あらあら。わたくしの指示で、彼らが何かするとでも思っているのかしら？」

「……っ。この勝負だけは、絶対、絶対、負けられないんです……！」

「そう。では皆さん、下がってくださいます？　わたくしも妙な難なん癖くせをつけられてはたまりませんから」

　ころころと笑い、楓かえでは群衆を追い払うように扇せん子すを振った。他の生徒達たちはお互いに顔を見合わせながらも、楓の動作に合わせて距離をあける。

「これでよろしくて？　では──遊戯ゲームを、始めましょうか」

　広くなった人ひと垣がきはまるで、古代の闘技場のようで。

「銃は桃もも花かさんが用意した備品。観衆も遠ざけ、不正はなし。勝負は運次第、ですか」

　可か憐れんのそのつぶやきに、紅ぐ蓮れんは自分の髪をくしゃりとかき乱した。

「運次第？　……バカ言うな、可憐。あのツインテール、このままだと死ぬぞ」

「えっ」

　目を見開く可憐に構うことなく遊戯は進んでいた。

　楓が銃のグリップを右手で持ち、左手で弾倉を滑すべらせる。

　シャ──ッ……!!　カチャッ。

　回転音が止やむと、楓は銃口を自分のこめかみに押し当てて。

「ではわたくしの番、いかせていただきますわ」

　眉まゆひとつ動かさず、引ひき鉄がねを引いてみせた。

　カチッ。

　乾いた音。撃鉄が空を撃った証あかしである。

「フ、フフフ……おほほほほほほっ！　まずは、一勝。次は、桃花さんですわね？」

　楓はぱらりと扇子をひらめかせると、口元を隠して笑う。

　桃花の顔が、紙のように白くなった。

「……っ！　私の番……！」

　桃花は銃を受け取り、恐る恐る銃を左手で持ち、右手で弾倉を回す。

　シャッ……と、勢いなく回転音が響いた時、紅蓮はそっと観衆の輪に踏み込んで、声をあげた。

「おい。そこのピンク色！」

「ひっ!?」

　紅蓮が声をかけると、桃花はビクッと大きく震えた。

「な、な、何ですか!?　あのっ、今、遊戯の最さい中ちゆうなんですよ!?　人生かかってる勝負で、いきなり集中を乱すとか、何考えてるんですかあっ!?」

　グーに丸めた拳こぶしで今にもぽかぽかと叩たたいてきそうだ。

　が、紅蓮にはそんな様子に和なごむ暇はない。

　周囲の観衆がざわついていた。割り込んできた紅蓮に目を留めて、クラスメイト達は、不審げに目を細める。

「何だ、お前？　教室にいるってことは、同級生なんだろうが……」

「プロフィールの検索……っと。砕さい城じよう紅蓮って名前か。砕城……？」

「なっ……！　砕さい城じよう……だと……!?」

（例の、プロフィールの検索ってやつか）

　自己紹介の手間が省けるのはいいが、いささか味気ない気もして紅ぐ蓮れんは笑う。

　すると、突然離れた彼を追って、背中に柔やわらかなものがくっついてくる。

「お兄様……人の遊戯ゲームに介入するのは、お行儀がよくありませんよ？」

「くっついて言うな、可か憐れん。兄妹きようだいとはいえ学校だぞ、ここ。離れてろよ」

「まあ。照れておられるのですか？　うれしいですっ♪」

　ごろごろと、機嫌のいい猫のように背中へ頰ほおをすり寄せるその姿に、周囲がざわつく。

「さ……砕城って、砕城可憐の、兄貴かよっ。なんで同学年にいるんだ!?」

「砕城可憐のプロフィール見ろ。『砕城紅蓮の妹です♪』って一文が追加されてるぞ！」

「わざわざ自分から個人情報を開示するのか？」

「……Ｂランクの余裕、ってことかしらね。砕城可憐、底が知れないわ……！」

　殺気混じりの囁ささやき声ごえに、紅蓮は迷惑そうに眉まゆをひそめた。

「おい、可憐。そういえば聞くの忘れてたけど、お前の序列ってどうなんだ？」

「私はランクＢ、序列98位です。……97人もの上位者を許すなど、お恥ずかしい」

「それ結構強いほうなんじゃないか？　……お前、知らない間に、ホント変わっちまったんだな……」

「いえいえ、お兄様に比べたら可憐の実力なんて、まだまだ稚ち児ごのようなものです」

「頼むからこれ以上強くならないでくれ」

「それは『俺が養う』という宣言ですか？　もう、お兄様ったら♪」

「いい加減にしてくださるかしら、可憐さん。そして、紅蓮さん。……ですわね？」

　ピシリと扇せん子すが鳴る。

　畳たたんだそれを掌てのひらに打ち合わせながら、楓かえでは殺気のこもった目で紅蓮を睨にらんでいた。

「神聖なる遊戯の最さ中なかです。いかにルールを知らない転入生とはいえ、邪魔だては──」

「まあ、してほしくないよな。あんたは」

「……どういう意味ですの？」

　わずかに、声に警戒がこもる。

　それを察しながら、紅蓮は楓を無視して桃もも花かのほうを向いた。

「桃もも貝がい、だったっけ。お前、銃を改めなくていいのか？」

「え？　い、今、三回もチェックしましたけど……。それにこれは桃花が自分で用意したんですよ。絶対に大丈夫です！」

「あー、いや、たしかにいろいろ頑張ってたけどさ。肝かん心じんなところが──」

「も、もういいじゃないですか！　邪魔しないでくださいっ！」

　紅蓮の台詞せりふを遮って、桃花は尻尾しつぽを踏まれた犬のような勢いで食ってかかる。

「おいおい……」

　押しのけられて、紅蓮は数歩、後ろに下がる。

　紅ぐ蓮れんを遠ざけると、桃もも花かはうーっと短く呻うなりつつ、銃口を自らのこめかみに押し当てた。

「邪魔しないでくださいね。桃花の番……いきます!!」

　銃じゆう把はを握る手にギュッと力をこめ、目を強く瞑つぶって。

　ぷるぷると恐怖に細かく震えた指が引ひき鉄がねにかかった。

　カキッ……と、引き鉄が引かれるその瞬間。

（しょうがねえな……ったく）

　紅蓮は、脚を軽く振り子のように動かして、つま先で桃花の膝ひざの裏を軽く突いた。

「きゃわっ!?」

　かくん、と。桃花の体が反射的に沈んだ。

　直後、銃声。持ち主がバランスを崩したことで銃口が逸それ、弾丸は天井に向けて吐き出された。

　教室に、破裂音が響き渡る。

　そして液体をぶちまける音が遅れて聞こえ、天井から赤いものが滴したたった。

「……は？」

　それを眺めて紅蓮はぽかんとする。

「インク？　いや、ケチャップかよ。仰ぎよう々ぎようしい銃を持ち出しといて、弾がコレか」

　頰ほおにかかった赤いものを指ですくって舐なめると、紅蓮は呆あきれたように言った。

「あわ……あわわわわわ……!!」

　桃花は床にうずくまり、ガチャンと音をたてて手にした銃を落とす。

　銃口から薄く立ちのぼる硝しよう煙えんが糸のようにまとわりつくのを呆ぼう然ぜんと見つめながら、ただ怯おびえたように震えている。

　めくれかけたスカートから中が垣かい間ま見みえるかと思ったとたん、後ろから伸びた手が紅蓮の目を覆った。その手の正体を尋ねるまでもなく悟って、紅蓮はさらりと言う。

「おい、可か憐れん。お前、銃は本物だって言わなかったか？」

「弾が本物だ、とは申しませんでしたよ、お兄様。いくら遊戯ゲームがすべての学園とはいえ、直接命が失われるような遊戯は、遊戯として成立いたしませんから」

　視線を塞ふさぎながらあっさりと答える可憐に、

「それを最初に言えよ。余計な真ま似ねをしちまったじゃないか、ったく……」

　天井に炸さく裂れつした銃弾。

　弾はじけたケチャップの飛沫しぶきに打たれて赤く染まった顔で、つまらなそうに紅蓮は言った。

「邪魔して悪かったな、ふたりとも。あとは好きにしてくれ」

「あ……あわわわわわ……！」

「お待ちなさい、砕さい城じよう紅蓮。弁明があるなら聞きますわよ」

　呆然とし、声も出ない桃花とは対照的に、楓かえでは不快な感情を隠そうともせず紅蓮の前に立ちはだかる。

　畳たたんだ扇せん子すの先を紅蓮の顎あごに当て、軽く押し上げながら。

「貴方あなたは、わたくしの神聖なる遊戯ゲームを二度も妨害しましたわ。許されることではありませんわよ？」

「転入そうそう自分の席で脳みそをブチ撒まけられるかと思ったんだ、そりゃ止めるだろ。いくら何でも人死にが出た場所に座って授業とか、嫌すぎるだろうが」

「貴方の、席……？　まあ」

　楓かえでが自分の電子生徒手帳をひらき、アプリを確認する。教室の端に位置するこの場所は、今まで空席だったが、いつのまにか生徒番号が設定され、紅ぐ蓮れんの名が記されている。

「なるほど、理由はわかりましたわ。ですが、貴方が遊戯の妨害をしたことは事実です。学校側に申し立てて、ペナルティを課して頂くことになりますわよ？」

「好きにしてくれ。目の前で死なれなかっただけで満足だ」

「何な故ぜ、あのタイミングでしたの？　わたくしの番では邪魔をしなかったのに」

（あーあ……早まったことをしたな……）

　なお睨にらんでくる楓を見ながら、紅蓮はひそかに思った。

　模擬弾だと知っていたら止める必要はなかった。模擬弾でも威力は相当なものだろうから、当たったら怪け我がくらいしたかもしれないが、死にはしなかったはずだ。

「絶対に死ぬと思ったから、手を出したんだよ」

「……ふぅん？」

　紅蓮はそれで終わりにするつもりだったが、不機嫌そうな楓の顔からして、そうはいかないらしい。

　やはり邪魔されたことが腹に据すえかねたのだろう。顎あごを持ち上げた扇せん子すを引きつつ、楓は吐き捨てる。

「『絶対』……ですか。聞き捨てなりませんわね。これはあくまでも遊戯、対等の条件で行われる正当な勝負。勝負は最後までわからないものでしょう？」

「対等、ね。お前が、自分で言ってたことなんだけどな──」

　あからさまな確信をこめて、紅蓮は続けた。

「──運に任せるという発想自体が、負け犬の思考。勝利の女神は負け犬には微笑ほほえまない、って」

　そんな紅蓮の言葉に、楓のポーカーフェイスが崩れる。

「言いたいことがあるなら、ハッキリ言ったらどうですの!?」

「いいのかよ？　きっちり『説明』しても」

「……ッ！」

　威い嚇かくするのではなく、ハッタリをかますわけでもなく、ただぐったりとした生気のない、まるで大人が子どもに向けて言い聞かせるような紅蓮の問いかけに、楓はうっと詰まる。

　そして、

「いいでしょう。転校初日に免じ、この場はわたくしが退ひきますわ。……桃もも花かさん？」

　逃げるように紅蓮から目を逸そらし、たった今、己が倒したばかりのか弱い存在を八つ当たり気味に睨にらみつける。

「ひっ!?」

　声をかけられ、席と席の間にへたり込んでいた桃もも花かがピクリと震えた。

　すっかり硝しよう煙えんの薄れた銃と楓かえでの顔を交互に何度も見てから、

「ちょ、ちょっと待って、楠くすの木きさん！　これ、今の勝負は、むこ──」

「無効にはなりません。勝負は成立しましたわ」

「そ、そんな！　だって、今、妨害が入ったから。あんなの、おかしいよ！」

「残念ですが、その言い訳は通りませんわ。あなたの番で、あなたが撃って弾が出たのは自明の理。管理ＡＩに裁さい定ていを委ゆだねるまでもなく、観衆が勝利を証言するでしょう」

　ざわり、と観衆がどよめく。勝ち誇ったように周囲を見渡す楓の足元で、床にへたり込んだままの桃花が助けを求めるような目を全方位、三百六十度に投げかける。

「み、みんな……！　お、お願いします、あの、だって、このＧＰは、最後の……！」

　あどけない外見の少女が懇こん願がんする姿の、その痛ましさは、かなりのものだ。だが、その場を囲む同級生達たちは、誰ひとり手を差し伸べない。眉まゆひとつ、動かさない。

　皆一様に無言のまま、少女を見捨てて席に戻る。一切の興味を失ったかのように、ただごくあたりまえの『日常』的な出来事であるかのように──。




　そして、桃花はひとりになった。




「そ、そんな……ふえっ……ふええ……」

「見苦しいですわよ、桃花さん。──すべてを賭かけ、敗れたのはあなた」

「ふ、ふえぇぇぇ……ふえぇぇぇん……」

「泣きなさい、お好きなだけ。ただし、『清算』はして頂きますわ」

　両者の電子生徒手帳から機械音声が聞こえてくる。

『──遊戯ゲームの決着を確認しました。承認』

『敗者、Ｆランク、序列２７０３位、桃もも貝がい桃花さん。１０００ＧＰを没収』

『勝者、Ｃランク、序列２３９位、楠木楓さん。１０００ＧＰを獲得』

『桃貝桃花さんはＧＰ残高ゼロにつき、遊戯者資格剝はく奪だつ、序列から除外。

　一週間以内に速やかな《契約》を行わない場合、無条件に退学となります──』

　淡々とシステムが起動し、桃花の生徒手帳アプリのアイコンが色を変える。獅し子し王おう学園の校こう章しようと同じデザインの青いシンボルマークが、赤に変わったのを見て、楓は、ニコリと残ざん忍にんな笑えみを浮かべた。

「脱落、おめでとうございます、桃花さん？」

「うっ……うえええん……ふぇぇぇ……ん……！」

　大粒の涙をぼろぼろこぼして泣きじゃくる桃花を見下ろして、楓は心の底から軽けい蔑べつしたかのように吐き捨てる。

「この期ごに及んで、泣くだけですか。──あなたには失望しましたわ。せいぜいその体を高く買ってくれる相手でも探すことですわね」

　それだけ言い残すと、楓かえでは振り返りもせず自分の席へと歩いていった。

　同じ教室。たった数歩の距離。何の隔へだてもない同じ空間に、今、勝者と敗者が存在している。ひとりは泣き崩れ、ひとりは勝ち誇る。

　──気分の悪くなる光景だ。まったくもって、本当に。だからこういうのは嫌いなんだ。

「おい、立てるか？」

　紅ぐ蓮れんはチリチリと胸を焼く罪悪感に駆られて、桃もも花かに手を差し伸べる。

「ひぐっ……！　えうっ……！　うわあああああああああああああああああん!!」

「おい、やめろ。泣くなら自分の席で泣いてくれ。……こっちか？　可か憐れん、お前も見てないで手伝え」

「お兄様、桃花さんに手を貸すのですか。やはり、かわいいからですか？　……その、私、桃花さんに比べれば胸は少々足りませんが、必ず大きくいたしますから……！」

「お前は何を言ってるんだ……」

　可憐の助けは期待できそうになかったので紅蓮は、生徒手帳アプリで参照した桃花の席へと彼女を運ぶ。

　もはや声もなく、机に突っ伏したまま背中を震わせるだけの桃花に、余計なお世話だとわかっていながら、ひとことだけ声をかけていく。












「俺が手を出そうが出すまいが結果は変わらなかった。……けど、お前ん中じゃ踏ん切りがつきにくい流れになっちまったな。悪い。余計なお節介だった」

「…………」

「じゃあ、俺は行くから」

「…………っ！」

　伏せたままの背中が、ひくっとわずかに揺れた。

　それを返事と受け取り、ようやく解放された自分の席に戻る。転校初日、最初の授業の直前に見せられるにしては、あまりにも強烈すぎる出し物だった。

　硬い椅い子すに腰かけ、やれやれ、と首を振る。想像していた明るい学校生活とはほど遠い、マイナスのインパクト。重くなった胸のうちを吐き出したくて、頰ほお杖づえをつく。

「お兄様」

「何だ、可か憐れん。──お前の席、隣だったか？」

「交換して頂きました♪　このクラスの方には、だいたい貸しがありますので」

「……そうか」

　いつのまにか隣の席に移ってきていた妹に、具体的な方法を訊きくつもりはない。

　どうせ今見せられたような、ろくでもない出来事の結果なのだろう。遠巻きに自分達たちを見るクラスメイトの目には、露ろ骨こつに警戒の色が宿っている。

「ところで、お兄様。どうして、桃もも花かさんの一発目が当たりだと分かったのですか？」

「確信はなかった。ただの偶然だ。以上」

「意地悪しないで教えてください。お兄様は、勘かんだけであんなことをなさる方ではないはずです。教えてくださるまで、おねだりし続けますが、よろしいですか？」

「それはやめろ。想像するだけで面倒くさい」

　好奇心にきらきらと輝く可憐の目を見て、紅ぐ蓮れんはため息をついた。軽く周囲を確かめて、他人に聞かれていないことを確認する。幸い、クラスメイト達は可憐と紅蓮への警戒心もあってか、声のとどく範囲には近づいてきていない。

　──なら、いいか。

「──あの銃には、細工がしてあったんだよ」

「まあ。ですが、あれは桃花さんが用意したものですよ？　ゲーム前のチェックも欠かしていませんでした」

「用意したといっても私物じゃない。学校の備品だ」

「ああ、それはたしかに」

「管理がどうなってるのか知らんが、担当の職員に申請して貸してもらう仕組みだろう。図書室に司書がいるように、遊戯ゲーム用の道具を管理している人間がいるはずだ」

「ええ。お兄様の仰おつしやる通りの仕組みになっています」

「なら簡単だ。この学園はＧＰであらゆる取り引きが行える。今さっきお前が席を譲ってもらったように、『お願い』すれば特定の生徒に対して、イカサマを仕込んだ銃を渡させることもできるはずだ」

「なるほど……たしかにＧＰは生徒だけでなく、教職員の査定にもかかわります。生徒に何らかの施ほどこしを与え、生徒がそれに価値があると認めればＧＰを支払う──より生徒に貢献し、高いＧＰを得た教職員は高く評価されるシステムです」

　そこまで言ってから、可か憐れんは、でも、と続けた。

「楠くすの木きさんが手を回していたとして……どうして桃もも花かさんがロシアンルーレットを選ぶとわかったんですか？」

「桃もも貝がいは負けが込んでたし、あの調子じゃ頭が回るほうでもない。勝負を仕掛けるなら、そりゃ運次第の遊戯ゲームを選ぶだろうさ」

「ああ、たしかに」

「運うん否ぷ天てん賦ぷの勝負。自分が選んだ競技だと安心したところに、隙すきができる。楠木は運で決まる遊戯のすべてに、あらかじめ似たような細工を施しておいたんだろう。何で挑んできても勝てる──そんな態勢をつくったからこそ勝負に応じた。そういう奴やつだ」

「初対面なのに、よくわかりますね。お兄様」

「ああいうたぐいの顔は、《黒の採決ブラツクバウト》の場にはいくらでもいたんだよ、可憐。──典型テンプレだ」

　強く、賢かしこく、そしてそれを自覚している選良エリート。

「ああいうタイプは、勝つための努力を怠おこたったりしない。運次第の勝負をするくらいなら卑ひ怯きようと言われようがルールの抜け穴を突き、陥れるだろうな」

「それが、銃への細工ですか。なら、楠木さんはどんな細工をしたとお考えですか？　桃花さんは何度も銃をチェックしたにもかかわらず、気づかなかったようですが」

「そもそも、あんな銃、専門家でもなければ異常に気づけるわけがない。ロシアンルーレット専用の銃なんて、世界中探してもこの馬鹿な学校にしかない唯一品オーダーメイドだ。存在自体がおかしな物の異常を見つけられると考えるほうがアホ」

　そこで言葉を切り、紅ぐ蓮れんはくるくると右手のひとさし指を回して見せた。

「普通、リボルバー銃の弾倉は左右どちらかにしか回転しない。メーカーによって方向はまちまちだが、遊戯に使うと意外とマヌケなもんでな」

　弾倉とは、六つ穴が開いた金属の筒だ。

　そこにはカバーなどは普通ついていないから──

「──横から穴を見りゃ、中に弾が入ってるかどうかなんて一目でわかる。弾倉の回転方向まで知ってるなら、いつ弾が出るかなんて猿でもわかっちまうんだ。けど、獅し子し王おう学園が特注した銃は、弾倉の回転方向が一定されておらず、弾のあるなしもカバーつきで見えない」

「ええ。ロシアンルーレットにふさわしい銃とは、そういう意味ですもの」

「左右両方に弾倉を回転させられる──ここが、肝きもだ」

「え？」

　ぱちぱちと瞬まばたきする可か憐れんに、紅ぐ蓮れんは低い声で続ける。

「楠くすの木きは右手で銃を持ち、左手で弾倉を回した。桃もも貝がいは、その逆。左手で銃を持ち、右手で弾倉を回した」

　右利きは右手に銃を持ち、左手で弾倉を回す。

　左利きは当然、その逆になる。

「あの自信に満ちた顔を見た瞬間、確信したね。間違いなく楠木は細工をしてるよ。まあ、大方──

　右利きの人間が左手で弾倉を回せば、弾は出ない。

　左利きの人間が右手で弾倉を回せば、必ず弾が出る。

　──ってところだろうな」

　自分で用意した道具という先入観。

　群衆の目と会話を利用して相手の集中力を削そぎ、気づかせることなくやり遂げた──。

「つまらない、イカサマだ」

「お兄様は、あの一瞬でそこまで読み切ったのですか？」

「ああ」

「ご自分の予想が、外れているとは……」

「当たるとか、外すとかじゃない。それが真実なんだ」

「根拠は？」

「勘かん、に近いのかもしれないけどな」

　困惑する妹に対して、紅蓮は頭を搔かきながら微び苦く笑しようを浮かべる。

「視みえるんだよ。思考の道筋が。相手が組み上げた勝利に向かうパズルの工程が。ぜーんぶ、まるで頭ン中に設計図が描き込まれるみたいに鮮明に浮かび上がっちまうんだ。この五年間、外れたことは一度もない」

　事もなげに言ってみせる紅蓮を見つめて、可憐の白い喉のどがごくりと鳴る。

「……さすがですね。やはりお兄様は別格です」

「くだらない。こんな汚い世界でしか使い道のない力に、価値なんかねえ。それより人と仲良くなれるコミュ力とか、普通の良い会社に就職できる学歴とか、そっちのほうがよっぽど大切だ。……可憐、お前、余計なこと言いふらすなよ？」

　小声で強く念押しする紅蓮に、可憐はくすりと笑えみをこぼした。

「はい♪　お兄様とのふたりの秘密。大切にいたします」

　可愛かわいらしい妹の笑顔を眺めながら、紅蓮は心中で深くため息をついた。

（初日から、面倒くさいことになったな）

　刺激的な遊戯ゲームの場面に遭遇し、しかも無視すればよかったものを、介入してしまった。

（頼むから、引っ込んでてくれよ）

　久々の血の香り、嘆なげきの味、獲物の気配を察して、紅蓮の心の奥底に眠る獣けものが低い呻うなり声ごえをあげ始めている。

（クソが。お前なんかに侵されてたまるかよ。あんなのは、二度と御ご免めんだ。そう、決めたんだ）

　チャイムが鳴り響く。

　溢あふれ出でるドス黒い何かを抑えるように胸を押さえ、紅ぐ蓮れんはこれから始まる授業を待ち望んだ。






●隷徒






　授業、というものに対する高校生達たちの評価は大体「退屈」のひとことで片づけられる。

　だから紅蓮も、実際のところどんなもんだと構えていたのだが──

（案外、おもしろいじゃないか）

　自己紹介も何もなく、あれだけ憧あこがれていた高校生になれた実感もなかったけれど。

　こうして授業を受けてみると、思った以上におもしろい。ゴタゴタに巻き込まれたせいで昼食を食べそこねた空腹も感じないほどだ。

（正直内容はさっぱりわからんが、雰囲気だけでも──）

　授業風景はひどくデジタルで、無機質だ。

　アニメのそれと違い、黒板の代わりに液晶パネル。講師がタッチペンでパネルをタップすれば、生徒達の机に組み込まれた端末に板書の内容が送信されるようになっている。

　もちろん、生徒手帳に移し替えたり、学園内のネットを利用してクラウド化することも簡単だ。鉛筆と消しゴムで地道にノートを取る経験ができないのはさみしいが──

（──学生してる、って感じだよな！）

　ややこしい数式に取り組みながら、紅蓮はにんまりと笑う。

　ノートまで電子化されているのか生徒のほとんどはタッチペンを使って画面上に数式を書いていたが、紅蓮は自前で用意したノートと鉛筆を使い、まずは形から入って。

（……まったくわからん。数学ってこんなにややこしいもんだったっけ？　何だこの記号、ギリシア文字か？　なんでこれ数字の横にマイナスがついてるんだ……ん？）

　苦戦していると、ふと気づいたことがある。

　端末の画面端に見慣れないアイコンが表示され、わずかに点滅していた。

「メッセージの着信？　……さては」

　隣席の可か憐れんをちらりと見る。

　考えてみるまでもなく、自分に話しかけてくる相手など、まだ妹しかいないはずだ。

（……授業は真面目まじめに受けるもんだ。さもないとチョークとか投げつけられるだろうが。いや、あの教師、チョーク持ってないな。この場合、タッチペンを投げられるのか？　いやまあ、それはどうでもいいとして）

　兄として、模も範はんを示したほうがいいだろう。ここはひとつ叱しかってやらねば。

　余裕の表情で数式に取り組んでいるように見える可憐をちらりと見てから、メッセージを開く。

　が、画面上に表示された顔写真とテキストデータは、妹とは違う人物のもので。

『はじめまして。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんくん、だよね？』

（……誰だ!?）

　美少年、とでも呼ぶべきか。

　真っ白な男が、人なつっこく微笑ほほえんでいる。

　老いた証あかしとしての白髪ではなく、自然に生み出されたような銀髪。

　それを爽さわやかなショートにまとめ、凛りんとした顔立ちを引き立てている。

　最も魅力的な瞬間を切り取ったような笑顔は見る者を和なごませ、警戒心を解きほぐす柔やわらかさを備えていた。年齢は、十四、五──紅蓮よりもやや下、可憐と同じくらいか。

「……ッ!?」

　ちょいちょい、と背中をつつかれる。

　悪寒に背中を震わせながら振り返ると、真後ろの席に、画面とまったく同じ顔が、いかにもいたずらを成功させた子どものように微笑んでいた。

（こんな奴やつ、教室にいたっけ？）

　わずかに、警戒心が頭をもたげる。

　特異な髪色はもちろん、その整った顔立ちや華はなのある気配はひどく目立つはずだ。にもかかわらず、コンタクトを取ってくるまで紅蓮は彼を認識していなかった。

（存在感ないとか、そんなレベルじゃねえぞ）

「前、前」

　紅蓮が驚きに固まっていると、銀髪の少年はにっと笑って指をたて、黒板のほうを指さした。

（やば。そうだ。飛んでくる。タッチペン！）

　反射的に前を向き、紅蓮は首をすくめて目を閉じた。

　しかしいつまで経たっても頭に衝しよう撃げきは訪れない。薄く目を開けると、教師は数式を提示したまま、苦戦する生徒をただ眺めている。出題をするだけして、それ以上生徒に構うつもりはなさそうだった。

　ふたたび紅ぐ蓮れんの端末の画面端で、新着メッセージを報しらせるアイコンが跳ねた。

『ははっ、先生に怒られると思ったのかい？　肝きもが据すわった人だと思いきや、意外と気が小さいところもあるんだね』

『……ほっとけ。慣れてないんだよ』

　学校生活に。

『ふーん。面白いね。あ、紹介遅れてごめんね。僕は白しろ王おう子じ朝あさ人と。詳しくはプロフィールを送るから、見てくれるとうれしいな。信じてもらえないかもしれないけど、噓うそは書いてないよ』

『お前みたいなタイプは、見るからに噓つきっぽいけどな』

『あはは。ひどいなぁ』

　チャットで適当に会話しつつ、紅蓮は相手のプロフィールを確認する。

　──名前、白王子朝人。年齢、15歳。所属、１年７組。男性。

　ランクＤ、序列７７７位──

（白王子……ああ、あの元財閥か）

　その名前に心当たりがある。かつて何度か遊戯ゲームの場で、敵にも、味方にもなった大勢力。

　元財閥であり現在は超巨大総合企業グループ。日本経済を牛ぎゆう耳じるいくつかの家の中のひとつだ。

　その姓を名乗るからには、経営者一族にかなり近しい立場なのだろう。

『見た。何か用か、白王子？』

『……感想はそれだけかい？』

『それだけだが、どうかしたのか？』

『へえ。僕の苗みよう字じを見てピクリとも反応しなかったのは、紅蓮くんが初めてだよ。白王子の名前、気にならない？』

『お前がどこの誰さんでも、お前はお前だろ。知ったことじゃない』

　ぷっ、と噴き出す声がした。

　振り返るまでもなく、真後ろの席。白王子朝人が肩を震わせて、笑いをこらえていた。

『……ご、ごめん。あの可か憐れんさんのお兄さんだと聞いてたから期待してたけど、思った以上だよ。席も近いことだし、仲良くしてくれるとうれしいな』

　これは。もしかして友人イベントというやつだろうか。

　期待の高まりに紅蓮の目が燃える。心許せる男友達、利害も何も関係なくつながった、何でも話せる対等の友達。欲してやまなかった存在。そのはずだったが──

（……ゾロ目、ねえ）

　大半が隠いん蔽ぺいされたプロフィール欄、胡う散さん臭くさい笑顔、７のゾロ目になっている序列に違和感があった。

『君は……２７０３位？　ふうん、もしかして遊戯ゲーム試験で手を抜いたのかな？』

『……べつに。序列のことを言うなら、お前のほうがおかしいだろ。先週も、先々週も、ここ半年間ずっと同じだ』

　過去のランキングを確認して紅ぐ蓮れんは指摘する。

　白しろ王おう子じ朝あさ人と、ランクＤ、序列７７７位。毎週月曜日に発表される週間序列、そして月間の序列においても、入学以来その場から白王子朝人が動いたことはない。

『わざとやってるだろう、お前』

『んー。何の話かな？　僕はただ一生懸命、毎日を生きているだけだよ』

『お友達に調整役でも頼もうって腹か？　だったら他を当たってくれ。俺を巻き込むな』

　白王子の人間。その情報だけでも、地雷の香りが濃厚に漂ただよう。

　二度とかかわらないと決めた裏の世界に、足首をつかまれ、引き戻されるような想像が頭をかすめる。さすがに、子どもが裏のゲームに嚙かんでいる確率は低いだろうが、近づかないに越したことはない。

　……あと、単純にこいつの性格が気に入らない。

　記念すべき初友の枠を、こんな胡う散さん臭くさい奴やつで埋めてたまるか。

『もしかして、ゲームから逃げるつもりかい？　戦ってしまえば、自分の実力がバレてしまうから……とか？』

　──こいつ、どこまで確信を持ってやがるんだ？

　紅蓮は、すこし警戒を強めながら、言葉を選んでメッセージを返す。

『ずいぶんと、高く評価してくれてるんだな？』

『今後の学生生活を天国にも地獄にもする遊戯試験で遊んだりする人間が、ただの愚か者だとは思えないんだよね。クク』

『クク、とか、笑い声までチャットで書くのかよ。気持ち悪いな、お前』

『遊戯試験で遊んだ、って部分には反論しなくていいのかい？』

『……性格悪いな、お前』

　そして、厄介だ。

　頭の回転が異様に速く、又また、勘かんも鋭するどい。そして自分の勘を信頼している。おそらく紅蓮の真の実力を引き出すまで何度でも掘ってくるつもりだろう。

　遊戯の腕も、かなりある。

　本気で遊戯でぶつかったら、紅蓮が負けることはまずないだろうが、子どもだらけのこの学園内なら突出しているかもしれない。

　──本当に、面倒な奴に目をつけられちまった。

『ところで、さっきは災難だったね』

　今も災難だよ、と紅蓮は内心でツッコミつつ、

『何が？』

　と訊きいた。

『お昼、食べそこなったんじゃない？　ここの学食は無料だし、味もいい。ランクによって出るメニューは違うけどね』

『マジかよ……そんなところまで差別されるのか』

　高ランクの名誉などクソ喰くらえだが、美う味まい昼食にありつけたのかと思うと、すこしばかり惜おしい気持ちになる。

『そんなことならもうすこし高いランクに調整しておけばよかった……とか考えてる？』

『だから、変な勘かんぐりするなよ。俺にそんな実力はないっての。つーか今は授業中だろ。邪魔するなよ』

『つれないなぁ。せっかく同じクラスになったんだ、もっと仲良くしようよ。席も近い。運命の赤い糸も見える』

『見えねえよ。今すぐ眼科に行って、その腐った目を洗ってもらえ』

『あはは。君って、ホントに口悪いねえ！』

　文字だけでなく、背後からもクククとこらえるような笑い声が聞こえる。

『これからよろしく頼むよ、紅ぐ蓮れん。なんだか楽しくなりそうだ』

　……勝手に楽しまないでくれよ、まったく。

　いつの間にか、呼び捨てに変わってるし。

　紅蓮が軽く背後を振り返ると、朝あさ人とは楽しげに微笑ほほえみながら、手を小さく振ってみせた。

　かわいこぶって嚙かみつくタイミングをうかがっている猫。

　なんとなく、紅蓮にはそんなふうに見えた。

（厄介な奴やつに目をつけられたな……。俺、このクラスで友達、できるんだろうか……）

　そう思うと胸がずっしり重くなった気がして、紅蓮は頰ほお杖づえをついたまま深々と息を吐き出した。





　＊






「この学校の授業、適当すぎないか？」

　日が暮れるよりすこし前。教室にて。

　紅蓮は隣の席の可か憐れんに向けて、呆あきれた様子で話しかける。

「そうでしょうか。一般的な高校のレベルを遥はるかに凌りよう駕がしているはずですよ？」

「カリキュラムの内容は、な。俺が言ってるのは授業態度のほうだ」

「と言いますと？」

「よく見たら授業を真面目まじめに受けてる生徒はいないし、教師も全然注意しない。そもそも空席だらけなんだが……半分以上が出席すらしてないのは破は綻たんしてるだろ」

「朝はもうすこし人数がいますよ。時間が経たつにつれてどんどん減っていき、お昼休みを過ぎれば半分以下になりますね。まあでも、問題ありません。授業内容はクラウドに保存されていますから。いつでも閲えつ覧らんできますもの」

「そういう問題じゃない。帰りのホームルームまで残ってたのが俺と可か憐れんだけって、さすがにおかしいだろ！」

「私も、お兄様がいなかったら、お昼休みには帰宅していました」

「帰りのホームルームのとき、キレてたぞ。担任」

「七なな藤ふじ先生はだいたいいつもあのような調子ですから。更年期なんじゃないですか」

「いやさすがにそんな年齢じゃないだろう。というか可憐、お前は知らない間にずいぶんと、その……」

　口が悪くなったな、という言葉を紅ぐ蓮れんは吞のみ込こんだ。

　あまり妹の悪口を言いたくはない。

「まあ、なんだ。最終学歴小卒の俺が言うのもアレだが……もっと勉強しろよ、お前ら」

「仕方ないことかと。いくら勉強ができてもこの学校では評価されませんから」

「いくら序列に関係ないったって、進学とかいろいろあるだろ？」

「序列上位、Ａランク以上なら日本国内はおろか、提携先ならどんな大学も無試験で進学可能ですよ？」

「本当にロクでもない学校だな……」

「でも、お兄様ならご存ぞん知じですよね？　社会で本当に役に立つのは、真面目まじめに勉強を頑張っただけの秀才ではなく、真に賢かしこい人間だということを」

「いや、まあ、そりゃあな。その点に異論はないんだが……ドライすぎるだろう」

「私はそうは思いませんけど。これが社会ですから」

　きっぱりと言いきる妹を見ていたら、荷物を背負った肩が重くなった気がして。

　紅蓮は、今日一日で自分がかなり疲れていることを自覚した。

「はあ……とりあえず、帰るか。何か食べながら帰ろう、可憐。おごってやる」

「まあ！　お兄様のお財布に頼るなど。空腹でしたら、部屋に帰ってから何か作りましょうか？」

「いやいや、放課後といえば寄り道と買い食いだろう。ほら、たい焼きとか、たこ焼きとか、そういう感じのアレだ」

　一度食べてみたかったんだ、としみじみ思う。

　あんこたっぷりのたい焼きや香ばしいソースのたこ焼き。これまでの裏社会での人生では、一度も出なかった。

「とにかく、行こう。すぐ行こう。このあたりに店はないのか？」

「さあ。購買部にあるかもしれませんが……なければ学園外のお店ですね。検索します」

　そんな会話をかわしながら、教室のロックを解除し、連れだって廊ろう下かへ出る。

　紅蓮が逸はやる気持ちを抑えきれず、半なかば浮き足だったように昇降口へ向かって、階段を降りようとした、そのときだった。

「あの……っ！　砕さい城じよう、くん。いえ……砕城紅蓮さま!!」

「な!?」

　突然、横から飛び出してきた人影を、紅ぐ蓮れんはあわてて避よけた。

「わきゃあっ!?」

　その人物は壁に勢いよくぶつかると、情けない悲鳴をあげてその場にへたり込んだ。

「う、うう～。避けるなんてひどいですよぅ」

　小動物のような瞳が、恨うらみがましく紅蓮を見上げる。

　小柄な体つき、ひどく泣き腫はらした顔。

　綿わたあめのようにふわふわと柔やわらかそうなツインテール、桃色の髪。

　細い体たい軀くに、しっかりと実った豊かな胸。

　桃もも貝がい桃もも花か──今日、紅蓮の前で大勝負の末に敗北した、哀れな少女がそこにいた。

「……ハッ！　と、突然、申し訳ありません！」

　桃花は素早く体勢を整えると、冷たい床に生足の膝ひざをつけ、廊ろう下かに頭突きせんばかりの勢いで土下座する。




「あの──桃花を、買ってくれませんか？」




「は？」

　いきなり難易度の高すぎるボケをぶつけられて、紅蓮はしばし思考停止してしまった。

　まず、言葉の意味が理解できない。

「えーっと……何を言い出すんだ、桃貝。そもそも、買うって、どういう意味でだ？」

　春を売る、という言葉もある。

　まさか放課後に堂々とクラスメイトにそんな誘いをかけるとも思えないが。

　追い詰められた様子の桃花を見ていると、可能性はゼロではない。

　いやむしろ、結構高い確率であり得るのでは──

「──お兄様？　どういう意味でも、許されないですからね？」

「あ、ああ。わかってる。わかってるが、可か憐れん？　どうしてそんな怖い顔をするんだ？」

「知りません」

　紅蓮がおずおずと尋ねると、可憐はふてくされたようにそっぽを向いた。

　再会したばかりの兄を取られまいと嫉しつ妬とする妹の姿、と考えると微笑ほほえましいが。それにしては殺気が真に迫っていたような。

「桃花がお願いしてるのは、隷れい徒とにしてください、っていうことです！」

「隷徒？」

「なるほど、そういうことでしたか」

　首をかしげる紅蓮に対し、可憐のほうは納得したようにうなずいていた。

　そして、紅蓮の方を向いて、

「この学園には、ルールがあるんです。ＧＰの残高がゼロになると、新しく補充できない限り、一週間以内に退学するか、あるいは、他の生徒に『隷れい属ぞく』することを選ぶ──」

「隷属……奴隷ってことか」

「奴隷というよりも、主従関係ですね。そういった生徒は隷徒と呼ばれ、一般生徒よりも一段階、立場の低い存在になります」

「高校生が、互いに主従関係を結ぶってのか？」

　理解できない思いで紅ぐ蓮れんがつぶやくと、可か憐れんは当然のように答えた。

「ええ。この学園は、社会の縮図ですもの。勝ち組は敗者の従え方を覚え、負け組は勝者に媚こびる術すべを覚える。そういうことなのでしょう」

「たしかに、実社会を見み据すえた斬ざん新しんな制度かもしれんが……うーん……」

　正直、馬鹿げた決まりに思えた。

　成功できるか否いなかというのは、時の運と、本人が真に適性のある仕事を選べるかで変わってくる。

　言語能力に乏とぼしいコミュニケーション能力が絶無の人間が、人類の進歩に不可欠な物理法則を発見したり。

　長距離走が苦手な陸上選手が砲丸投げに活路を見み出いだしたり。

　遊戯ゲームに向いていないからといって、負け組の人生を送ることが決定づけられるわけじゃない。

　まだ柔じゆう軟なんな思考を持つ学生を狭い枠に当てはめるような教育は、果たして本当に正しいといえるのだろうか？

「桃もも貝がい、だっけ？　とっとと退学してまともな学校に入り直せ。向いてないぞ、お前」

「そ、そういうわけにはいきません！」

「どうしてだよ。ここでいくら遊戯をくり返したって、お前は勝てない。人間には向き不向きってのがあるんだ」

「桃もも花かはここで頑張るって、地元の期待を背負って、お父ちゃんやお母ちゃんと別れて、東トー北ホグから出てきたんでずっ！　引き下がれまぜん！」

「そんな立場なら余計に帰るべきだろ！　今のお前を見たら親が泣くぞ！　……ああもう、くっつくな！」

　涙でぐしゃぐしゃの顔でズボンにすがりついてきた桃花から、紅蓮はうっとうしそうに身を離す。

　子どもっぽい泣き顔はどう見ても本気だ。隷徒だか何だか知らないが、そんな代しろ物ものになってまで在籍し続けたいなんて、紅蓮にはとても理解できなかった。

　だいたい──

（俺が欲しいのは男友達であって、女の隷徒とかじゃないんだよ！）

　転入早々、ツインテールで胸が大きい同級生を隷属させた男子生徒──

　ダメだ、そんな奴やつ、まともに友達がつくれるわけがない。

　良くて性欲真っ盛りの猿、悪くて調教趣味のドＳ鬼畜野郎だと思われて、全校生徒から避けられる。

「ふざけんな。俺の日常がお亡くなりになるだろうが！　頼むから他を当たってくれ！」

「ほ、他に選択肢がないからお願いしてるんですぅ!!」

「消去法かよ!?　って、ちょっと待て。クラスメイトだけでも四十人以上いるだろ。どうして俺しか候補が残ってないんだよ！」

「うちのクラスの男子には、楠くすの木きさんとグルになって桃もも花かをムシッた人か、すっごくいやらしい目で見てくる人か、完全に他人に無関心な人しか……いないんですぅ！」

「さ、最悪の三択だな、それ……！　なら女子は？　女子はどうなんだ？」

　聞いているだけでダメすぎる。

　しかし、女子を主あるじに選べば、問題はないはずで。

「うちのクラスの女子、可か憐れんさん以外だいたい楠木さんより序列が下なんですよう」

「何が問題なんだ？」

「たぶん誰を選んでも間接的に楠木さんの奴隷です。超いじめられますっ!!」

「お、おう……怖いな、女社会。いや、待て。可憐、お前が主人になれば──」

「お断りします」

「ノータイム!?　すこしは悩む素振りを見せろよ！」

「うるさい雌めす犬いぬを飼う趣味はありませんもの」

「ほら！　ほら！　もう紅ぐ蓮れんさましか残ってないんですぅ！　ふええええん！」

「くっ……。まあ、その境遇には同情するが……だが、あいにく俺もパスだ。可哀かわい想そうだけど、他を当たってくれ！」

「きゃっ」

　わずかな隙すきをついて、しがみついていた桃花を引きはがし、紅蓮は走り出した。

　一気に階段を駆け下りて、昇降口で上履きから外靴に履きかえると、並走していた可憐と目配せする。

「よし、行くぞ可憐！」

「急いでください、お兄様！　追ってきます！」

「ぐ、紅蓮さまあああああああ！　待ってくださいいいいいっ!!」

「げ」

　思わず声が出てしまった。

　可憐のすぐ後ろから、バタバタと豪快にツインテールをゆらして、ものすごい勢いで、桃花が駆けてくる。

「わ、と、なあああああっ!?」

　大号泣の桃花による猛烈な体当たりを背中に食らって、紅蓮はヘッドスライディングのように倒れ伏した。

「紅蓮さまあああああああっ！」

「お、お兄様、大丈夫ですか!?　こ、この、離れなさい、インランモモイロガイ！　くっ……何という吸着力。アワビの仲間か何かですか、あなたは!?」

「は、離しませ～んっ!!　桃もも花かが獅し子し王おう学園をＢランク以上で卒業しないと、田舎の農地が再開発にかかっちゃうんですうっ!!　従業員の生活が～、お家うちが～っ!!」

「く、苦しい……！　潰つぶれる、死ぬ……っ！」

　後ろから抱きついてきた桃花の腕が、完全に首に極きまっていた。紅ぐ蓮れんの顔が青くなっていく。

　体は小さいのに、腕力がケタ違いだ。まるで熊くまに捕まったように動けない。

「お、お前……！　素直にブン殴ってれば、楠くすの木きくらい瞬殺できたんじゃないか!?」

「道具使っていいならツキノワグマだって倒せますけど、クマはＧＰになりませぇん！」

「勝てるのかよ!?　い、いいから、離せ！　話は聞いてやるから!!　死ぬ……！」

　本気で意識が暗転しかけた紅蓮が、必死に桃花のほわほわした髪を叩たたいて、ギブアップすると、




「──ほ、ほんとですかあっ!?」




　突然ぱっと明るくなり、桃花は手を離した。

「ぐすっ……。お願いします、お願いしますぅ……。その、エッチなことは嫌ですけど、ちょっとくらいならガマンします。その、きっと覚えますから……！」

　息も絶え絶え。

　すっかり汗ばんだ紅蓮が、仰あお向むけの体勢になって、桃花を見上げると──

「ふえぇぇぇぇん……ぐす、ひっく……」

　目の前１センチの距離でぷるん、と特大の胸がゆれている。腰のあたりに馬乗りになった桃花の、汗と涙で濡ぬれた胸元にはベビーピンクのブラが透けて、大きなふたつの白桃を包み込んでいて。

　嗚咽おえつに合わせて、小刻みに動かされる腰の振動に、紅蓮は妙な居心地の悪さを感じた。

　こんな姿を第三者に見られたら、確実に変なウワサを立てられる。

「と、とりあえず、どいてくれるか？」

「……もう逃げませんか？」

「あ、ああ。逃げないよ」

　逃げても逃げきれそうにないし。

「……わかりました」

　桃花はゆっくりと紅蓮の上から降りて、ぺたんと地面に座り込む。

　紅蓮は軽く上体を起こし、ぽりぽりと頭を搔かいて、

「で、だ。田舎の農地のために卒業したい……だったか。それはどういうことだ？　意味がわからん」

「えっとですね……うちは地元でいちばんの土地持ちなんですけど、このままだと代々続いた農地が再開発の対象になっちゃうんです。うちのお米はおいしいのに、作れなくなっちゃう！」

「それでこの学園を卒業して、政治に働きかけて何とかしようとしてるのか。土地を買ってもらえるなら、いい金になるだろう。廃業して優ゆう雅がに暮らせよ」

「お、お金でお米は育ちませぇん!!」

「そりゃ、そうかもしれんが。──はっ!?」

　思わず納得しかけた時、背筋にぞくりと悪寒が走った。

「桃もも花かさん、ゲームをしませんか？　実は私も、桃花さんとロシアンルーレットがしたかったんですよ。……実弾で」

「可か憐れん!?　お前、それどこから持ってきたんだ!?」

　ガチャリ、と金属音をたてる『それ』を、桃花の頭につきつけた可憐の目は、笑っていなかった。

「ちなみにこれはセミオートの銃です。おめでとうございます。ダーウィン賞まちがいなしですよ」

「それ絶対に弾が出るやつだから。死ぬから。マジで落ち着け、可憐」

「は、はわ……桃花、死ぬんですか？　死んじゃうんですか？」

　ロシアンルーレット用の銃をつきつけられながら、震える桃花。

「あー……なんだかなー、もう……」

　桃花の、小動物じみた弱々しい姿を目の当たりにした紅ぐ蓮れんは、観念したように息を吐く。

　けっして、可愛かわいい女の子を助けたらイロイロできるかも、といったアレな欲望に駆られたわけではない。

　このまま放ほうっておいても桃花はどこまでも追いかけてくるだろうし、いちいちそれをあしらうのも面倒だ。

　──いや。何よりも、砕さい城じよう紅蓮は救いを求める手を冷たく跳ねのけられるような人間ではない。だからこそ、もうひとりの冷たい自分を忌き避ひして、冷酷な選択を善よしとする闇やみの世界を抜け出してきたわけで──

「実家が農家で体力派、無駄に明るいその性格。よく見たらお前、意外と日常力高いな」

「え？　な、何ですか、日常力って？」

「ＧＰなんぞより遥はるかに重要なパラメーターだ。桃もも貝がい、お前はヒロインとかじゃなくて、なんかこうマスコット的な立場を目指せ。絶対そのほうが似合うし、俺も気楽でいい」

「え？　えっと……がんばります！」

　今、絶対によくわかってないままうなずいただろ、こいつ。

　まあいいけど。

「だったら、形だけ、名前だけ貸してやるよ」

「ほ、ほんとですかあっ!?」

　紅蓮の言葉の意味を理解して、桃花がぱっと明るく笑う。

　一方、可か憐れんはというと、やけに暗い表情で、

「お兄様。桃もも花かさんの求愛をお受けになるのですか？　──死にますよ」

「お、俺が？」

「いえ、私がです」

「そこまで思い詰めるようなことか!?　というか、こんなの求愛なんかじゃないだろ。その場しのぎの一時的な関係だ。隷徒にしたからって、桃もも貝がいのために何かするつもりはないしな」

　冷たい言い草だ、と紅ぐ蓮れんは思った。

　しかしそれを聞いた桃花は、案外、前向きな笑顔で。

「かまいません！　退学になっちゃうより、全然マシですぅ！」

「泣き虫のくせに結構タフだよな、お前」

　そんなこんなで。

　なしくずしのまま、紅蓮の生徒手帳にひとりの隷徒が登録された。




　桃貝桃花。ランク外。契約者、砕さい城じよう紅蓮。

　管理ＡＩに認証され、学園ＳＮＳに掲載されたその情報は──

　獅し子し王おう学園、１年７組。

　比較的平穏だったクラスに、大きな波は紋もんを呼ぶことになる。






●隷徒のいる日常






「うわ、青くなってる。何なんだあいつ、ホントに人間か……？」

　翌日の朝。寮の自室に備えつけの風呂場で汗を流しながら、紅蓮はぞっとした。

　胸から下の腹筋まわり、昨日桃花に絞められたところに青あざができている。

（下へ手たに追い詰めるとヤバいタイプだな、桃貝……）

　昨日あれだけ追い込んだ楓かえでが無傷で、こっちに火ひの粉こが飛んできたのは理不尽きわまりないが……。

（可憐は、大丈夫か？）

　可憐はだいぶ桃花に風当たりが強いが、あまり追い詰めすぎて、キレられたらどうするつもりなんだろう？

　おそらくルール無用の殴り合いになったら、可憐の細腕は簡単にへし折られてしまう。破れかぶれになった人間は、手負いの獣けものより危険だという説もあるくらいだ。

　再会したばかりの可愛かわいい妹だ。できるかぎり、危ない目には遭あってほしくない。

「桃貝が暴れない程度にケアしてやる必要がありそうだな。ちょっと、いや、かなり面倒だが」

　出の悪いシャワーを止めてから、軽く頭を振って浴室を出た。

　と、横からタオルが差し出される。

「お疲れさまです、お兄様。こちらをどうぞ♪」

「ああ。すまな──いっ!?」

　何も考えずにタオルに手を伸ばしてから紅ぐ蓮れんは、それを差し出した人物を見て、声を裏返らせた。

　ニコニコと満面に笑えみをたたえた可か憐れんがそこにいた。

　当然、風呂あがりの紅蓮は、全裸なわけで。

「ぎゃーっ！　おまっ、着替えるまで脱衣所に入ってくるなよ！」

「あら。いいじゃないですか、兄妹きようだいなんですから。小さい頃はよく一緒にお風呂に入りましたよね？」

「年齢を考えろ、年齢を！　思春期からはアウトだろう！」

「あの頃のお兄様はお可愛かわいかったですが、今は……その、立派になられて……」

「筋肉の話だよな？　視線がちょっと下向きなのは気のせいだよな？」

　ポッと頰ほおを赤らめる可憐の手からタオルをひったくると、紅蓮はあわてて股こ間かんを隠した。

　可憐の背中を押して、脱衣所から追い出す。

「お兄様、そんなに照れなくても。可憐は何でもご奉仕する所存ですから」

「いらん!!　心底いらん、ほかをあたれ!!　というか、どうやって部屋に入ってきた!?」

　学生寮のセキュリティロックは極めて堅けん固ごだ。ドアは金庫などにも使われる超硬合金、自動施せ錠じようで、開錠には指紋認証と網もう膜まく認証の二段階という徹底ぶり。

　紅蓮が入居しているＦランクの施設でも、そのあたりはしっかりしていたはずだが──

「学生寮のセキュリティロックなんて、開錠方法もマスターパスワードも出回ってますよ。特にお兄様がお住まいのＦランクは常駐警備員も管理システムもありませんし……」

「マジか、それ。穴だらけじゃねえか」

「盗聴盗撮のたぐいは警戒なさっていたようですが、さすがのお兄様も、マスターが流出していたらお手上げですね♪」

「なんてこった」

　可憐が開けられないようにドアを背中で押さえながら紅蓮はうめいた。

　いくら厳重なセキュリティシステムを搭とう載さいしていても、すべてを無効化して開けてしまう『魔法のカギ』が流通していたのではまったく意味がない。

　設備のわりに家賃が安いとは思ったが……。まさか、こんな落とし穴があったとは。

「放課後、すぐに鍵屋を呼ぶぞ。交換させる」

「さすが賢明なご判断です。が、それをするにはＧＰが必要ですね」

「……マジか？」

「マジです。生徒手帳アプリにＧＰで利用可能なサービス一覧がありますよ」

　かごの一番上に放ほうり出だしてあった電子生徒手帳をあわてて拾い、紅蓮は、食い入るように画面を覗のぞき込こんだ。

「──ＧＰ消費サービス……うわ、マジだ。この、寮のセキュリティ強化パック？　ってやつを買わないと、侵入は防げないってことか……」

　生徒手帳アプリを立ち上げてサービス内容を検索すると、確かにその項目があった。

　マスターキーの交換とＤＮＡ認証による最新の本人確認システム、ＳＡＩサイ直ちよつ轄かつの警備システムがついて、月額──

「……５００ＧＰ？　おい、家賃と同額じゃないか……！」

「Ｆランクに毎月支給されるＧＰは１０００ＧＰ。お兄様の入学試験時のボーナスは１００ＧＰなので、現在所持しているのは１１００ＧＰ。家賃と両方支払えば──残り１００ＧＰ、ですか。心もとないですね」

「昼飯は無料の学食を使えるから、飢え死には避けられそうだが……」

「ＧＰはこの学園における実質通貨ですから。まったく稼ぐつもりがないとなると、文化的な最低限度の生活を送れるかどうか──」

「うわ、ホントだ。こんなもんまでＧＰで買えるのか」

　サービス一覧を眺めていた紅ぐ蓮れんが声をあげる。

　学内ＷＥＢを利用した自宅への配達サービスは、食材から雑貨、書籍まで広くカバーしていて、ＧＰさえあれば外部の商店を一切利用せずとも生活できそうだ。

「現金をＧＰに替えることもできますが……」

　ドアの向こうから、兄の様子をうかがうような、おずおずとした可か憐れんの声。

　そんな可憐に、紅蓮は静かに首を振った。

「それは、なしだ。金は、ない」

「……ですよね。すみません、お兄様の気持ちは、わかっているつもりでしたのに」

「気にしなくていい。ただ、どうしたもんかね。これからの生活……」

「あ！　では可憐に良い考えがあります！」

　一瞬、しゅんとしていた可憐は、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに弾んだ声でこう提案した。

「私がお兄様を養います！　もう喜んで！　お金の世話から下の世話まで！」

「却下」

「どうしてですか？　今こそ兄妹きようだいで助け合って生きていくべきでは」

「妹に食わせてもらうってのは、いくらなんでもダメすぎる」

「私はべつにかまいませんが……」

　良いアイデアだったのに、と、可憐が肩を落とす気配がする。

　そして、

「しかしお兄様、そうなりますと、やはり遊戯ゲームをするしかないでしょう」

「結局そうなるのか……。まあ、いいや。何か他の方法を考えるよ」

「可憐は、お兄様のご活躍をすぐ側そばで見たいです。……いえ、わがままが過ぎましたね。朝食の用意、してきます」

　ドアの前から足音が離れていく。

　去り際に聞こえた妹の切なげな声に、紅蓮は申し訳ない気持ちになる。

　裏世界の遊戯ゲームの場で活躍していると聞かされながらも、顔を合わせることも許されなかった、兄。そんな兄が、どんなふうに活躍し、どんな力を振るうのか、妹としては、純粋に知りたいのだろう。

（あまり無下にするのも可哀かわい想そうだが……すまん、可か憐れん）

　心の中だけで謝りながら紅ぐ蓮れんは立ち上がった。

　ドライヤーで髪を乾かして、きちんと制服を着てリビングに戻ると、可憐がテーブルに朝食を配はい膳ぜんしている最さ中なかだった。

　制服にエプロンをつけた姿は、何とも清せい楚そで──。

「こうして普通の妹の日常を送ってくれれば、それでいいんだけどなぁ」

「あらお兄様、何か仰おつしやいましたか？」

　味み噌そ汁しるをつぎながら微笑ほほえみかけてくる妹から目を逸そらし、紅蓮は話題を変える。

「いや……そういえば、桃もも貝がいのランキングは今どうなってるんだ？」

「ありませんよ？　隷徒に堕おちた生徒はランク外になりますから。ほら、お兄様の順位が２７０３位に上がってますよね？」

「ああ、本当だ、最初と違ってるな。だがそうなると、あいつは今どこに住んでるんだ。寮はランクに応じて決まるんだよな？　ランク外だと寮にいられないんじゃ……」

「ええ。それどころか、生活用品も与えられません」

　ふと紅蓮は、妹が何かを作っていることに気づいた。

　可憐は大きな深皿に冷めたご飯を盛って、それにさっとかつお節ぶしをのせてみそ汁をかける。

「猫まんまか？　意外と行儀悪いものが好きなんだな、可憐」

「いえ、私が食べるわけではありません」

　──じゃあ、誰が？

　質問しかけた紅蓮の脳裏に、はっと嫌な予感がよぎる。

「待て、可憐。猛烈に嫌な予感がするんだが……」

「何のお話でしょう？　……あ、少々席を外しますね、お兄様」

「お、おい、可憐」

　紅蓮の制止も聞かずに、可憐は猫まんまの入った皿を手にリビングを出て行った。

　ふと見れば、食卓には妹の手作り料理。鮭さけの塩焼きを中心に組み立てられた純和風の朝食で、炊たき立たての米から昇る湯気や口内に塩味が広がるような鮭の香りに、紅蓮の食欲がそそられる。

　それは本当に、日本人の本能に訴うつたえかけるご馳ち走そうで──

「桃もも花かさん、エサ……いえ、朝食ですよ」

「はい、うれしいです、可憐さま！　ええっと……あの、お箸はし、どこですか？」

「泥棒猫が生意気な口をきくんですね？　猫は猫らしく、黙だまってそのままお食べなさい」

「ぴぃっ!?　た、食べます！　いただきま～すっ!!」

「おおおおおおおい可か憐れんんんんんんん!!」

　玄関の方向から聞こえてきたやりとりに、紅ぐ蓮れんはたまらずツッコミを入れた。

　バン！　と箸はしをテーブルに叩たたきつけ、玄関を飛び出した紅蓮の目の前、コンクリートの廊ろう下かにその異様な光景はあった。

「何をやってるんだお前らは!?」

「もちろん……しつけです♪」

　ニコリと微笑ほほえみながら振り返った可憐の、前。下のほう。冷たいコンクリートの廊下に正座をした桃もも花かが、這はいつくばるようにして猫まんまと対たい峙じした姿のまま、目だけで紅蓮のほうを見上げた。

「あ、紅蓮さま！　おはようございますっ」

「おはようございますじゃねえよ！　お前らホント何やってんの!?」

「だからしつけですってば。私が上で、桃花さんが下。そこをしっかりと言い聞かせておかないと、ペットは飼い主に嚙かみつくものですから」

「桃花、人を嚙んだりしませんよう……」

　昨日と同じ、だがどこか薄汚れたように見える制服姿の桃花がそこにいた。

　購買部から拾ってきたらしいたたまれた段ボールが一枚転がっているが、もしかしてあれが寝ね床どこだと言わないよな？　……いや、寝床っぽいな。ちょうど頭の位置にピンク色の枕まくらが置いてあるし。

「……桃もも貝がい。まさかお前、昨日はそこで寝たんじゃないだろうな？」

「軒のき先さきのほうお借りしました！　……寒かったです」

「あたりまえだろ、バカなのか？　風邪ひいても知らんぞ」

　ぴょこん、とツインテールを揺らして頭を下げてくる桃花に、紅蓮は頭痛をこらえる。

　床に置いてある猫まんまの皿を前に四よつん這ばいになっているのは、まさか──

「それ、そのまま食べるつもりじゃないだろうな？」

「え、まさか……紅蓮さま、桃花のご飯をとりあげるつもりですか!?　ひどいです！」

「そういう意味じゃねえよ！　尊厳とかないのか、お前には!?」

「ご飯を食べられれば何でもいいです！」

「俺はよくねーんだよ！　いいから上がれ！　いくら何でも女子を玄関先につないだあげく、ペット扱いとか、ありえないだろ!?」

　……どう考えても変態の所業です。本当にありがとうございました。

「可憐も悪ふざけはよせ。こんなことやってたら、俺の評判が地の底に落ちるだろうが」

「はぁい」

　可憐はぷくりと頰ほおをふくらませて、あきらかに不服そうな顔で返事をした。

「ったく……入れ、桃貝。割り箸でよければ使え。あと、鮭さけもあるからそれも食え」

「い、いいいいいんですかぁ？　そんな贅ぜい沢たくなっ」

「……ふん。よかったですね、桃花さん。お兄様の優しさに心から感謝しておあがりなさい。けっして妙な気を起こさないように」

「はいぃ……！　あ、ありがとうございますぅ……」

　……尻尾しつぽがあったらぶんぶん振ってそうだな。

　おっかなびっくり部屋に上がってくる桃もも花かを連れて、朝食の席につく。

　大事に猫まんまの皿を持ったままの桃花が紅ぐ蓮れんの右隣に座ると、可か憐れんは、むっとした顔つきで左隣に座った。ずり、とわずかに距離を詰めてくるあたり、甘えたがりの内心が見え隠れして、可愛かわいい。

「桃もも貝がい、それ食べなくてもいいぞ。普通の飯くらい出してやるから」

　無言で居場所を主張する妹を横目に、紅蓮は言った。

「いえ。お米は大事にしないとですよ、紅蓮さま。それにこれ、ちゃんと鰹かつお節ぶしもいいのがかけてありますし、温かいですから十分立派なお食事です。おかまいなく」

「お前の家、金持ちじゃなかったのか？」

「お金があっても、食べ物を大事にするのは当然です！」

「そ、そうか。めずらしいな。いやまあ、立派な心がけだとは思うけど」

「おいひぃですぅ！」

「そ、そうか。……たくさん食え、おかわりもいいぞ」

「いいんですか!?　わ～い、さすが紅蓮さま。ご主人さま、ありがとうございま～す！」

　もっしゃもっしゃと元気に食べている桃花の姿は無む邪じや気きで、それゆえに妙にもの悲しい。

（……まあ、本人がいいなら、いいか？）

　それ以上何も言う気になれなくて、反対側で味み噌そ汁しるを優ゆう雅がに飲んでいる可憐に、紅蓮はさっき気になったことを尋ねてみた。

「なあ、可憐。もしかして桃貝が野宿してるの、気づいてたのか？」

「ええ。ＧＰがゼロになった時点で、学生寮は追い出されますもの。主人であるお兄様に代わって、僭せん越えつながら、私がお世話をと思いまして」

「段ボールって一枚でも意外と暖かいんですねぇ。枕まくらも取り戻してもらえましたし、可憐さまには感謝してます。吹きさらしよりは、屋根があるぶんマシですからっ」

　……幸せそうに笑うなぁ。そんな顔されると、良心がチクチク痛むんだけど。

「なあ、可憐。もしかして桃貝のこと、怒って……ないか？」

「いいえ？　どうして私が怒るんですか？　私の反対も聞かずに桃花さんを隷徒にしたことにすねてなんかいませんよ。だって、そんなのお兄様の自由ですもの。ええ。すねてなどいませんとも」

「すねてるじゃないか。……まったく、面倒なことになったな。さすがに玄関先に桃貝を置いとくわけにはいかないし、別に部屋を借りるしかないか……」

「そんなＧＰ、どこにあるんです？」

　つん、としながら可憐が言う。

「Ｆランクの寮でも家賃は月額５００ＧＰ。１１００ＧＰしか持っていないお兄様が、お部屋をもうひとつ借りられるとは思えませんが」

「う……」

　しばしの間、食卓に沈黙が落ちる。

　ぱくぱくと元気に食べる桃もも花か。粛々と上品に食べる可か憐れんに挟まれて、

「なあ、可憐。ＧＰをすこし貸し──」

「お断りします。桃花さんを養おうとするからいけないのであって、段ボールに詰めて、東北へ送り返してしまえば、万事解決です」

「うう……桃花、いらないお歳せい暮ぼ扱いされてますぅ。ペットでも何でもいいですけど、せめて生物扱いしてくださぁい！」

「それはそれで望みが低すぎるだろ、お前……」

　……正直、頭痛がする。

　とことん冷たく、つんと顎あごを反らして言う妹と、横で震える桃花。

　何だろう、この構図は。食べたばかりなのに、胃が痛くなるような感覚さえある。

（可憐に謝るのは、何か違う気がするしなあ……）

　自分が怒られているわけではないのだ。ないのだが、それでも同じ食卓を囲む相手が、こうも不機嫌そうでは気が重い。

（もしかして、これが三角関係ラブコメ……じゃ、ないな。うん）

　どちらかといえば、勝手に猫を拾ってきて困った的な日常エピソードだ。

　とはいえ、桃花を段ボールに詰め直して捨ててくるわけにもいかないわけで。

（この部屋に一緒に住まわせるのは、どう考えてもナシだ。生活空間に他人を入れるとか、悪夢以外の何でもないぞ。となると、もうひと部屋借りるしかないが……）

　しかし、それには先立つものがまったく足りない。

「他の皆は、ＧＰが足りなくなったらどうしてるんだ？」

　ふと浮かんだ素そ朴ぼくな疑問を紅ぐ蓮れんは口にする。

「足りない人は、『遊戯ゲーム』をしかけて奪います。勝てなければ、脱落するだけです」

「うぅ……厳しい現実ですぅ……」

「だけど、桃貝。お前、ＧＰを実家の援助で何とかしてたって言ってなかったか？」

「はい。けど、負けて負けて負け続けてたら、もう無理だってお父さんが泣いて……」

「……そ、そうか。……変なこと訊きいて悪かったな。せめて、たくさん食べろ……！」

「はい。朝ご飯は久しぶりなのですっごくおいしいです！　ありがとうございますっ！」

　眩まぶしい笑顔が痛すぎて、紅蓮は顔を背ける。

　可憐はさっきまでの不機嫌さが噓うそのような、爽さわやかな笑えみで。

「先立つものがないなら仕方ありませんね、お兄様。ここはやはり──」

「『遊戯』はしないぞ。どうにかこうにか、節約すればいい」

「……もう、頑固なんですから」

「昼飯は学食で無料で食えるし、朝と夜はＧＰを使わずに常識的な範囲で現金を使おう。桃もも貝がいは、どうする？」

「ちょっと寒いので、せめて壁が欲しいです」

「よし、段ボールを追加でもらってこよう。壁を作れば世間体もギリギリ保てるだろう」

「あの、お兄様……桃もも花かさんも。本気で言っておられます？」

「桃花は本気ですよ？　犬からホームレスには進化できそうですし！」

　どう見ても本気にしか見えない真剣な表情に、今度は可か憐れんが頭痛をこらえるような顔になった。

「桃貝。……いいな、それ。いいじゃないか、それ」

「そうでしょうか？　そうですよね、えへへ♪」

「ああ。噂うわさに聞く文化祭みたいでちょっと楽しそうだ。まさか廊ろう下かに家賃を取るとは言わんだろうし、巣を作っても大丈夫だろう。俺も帰りに手伝ってやる」

　生徒手帳アプリを操作して段ボールが手に入りそうな場所を探しはじめた紅ぐ蓮れんに、可憐は大きく首を振った。呆あきれた目で紅蓮を見ると、

「そこまで意地を張らなくても、『遊戯ゲーム』をなさればいいのに」

　ふくれ面の妹に、紅蓮は、

「──それじゃ、つまらないだろ？　こういうふうに知恵を絞るほうが何倍も楽しいもんだ」

　あどけない少年のような顔でそう返した。

　結果がわかりきった遊戯などより、未知の体験の方がずっと楽しい。

　そんなことを思いながら、うきうきと思いついたことを口にする。

「とりあえず、ダクトテープを注文するか！　ＧＰじゃなくて現金で。それぐらいなら、常識の範囲内の出費でどうにかなるし。前に知り合いのアメリカ人から、こいつがあればたいがいのものは作れると聞いた。段ボールに貼はれば水も弾はじくぞ」

「いいですね！　銀色でピカピカしてますから、金属みたいでカッコいいですう！」

「はぁ……もうっ。いい加減にしてください、ふたりとも！」

　桃花と盛り上がる紅蓮にすっかりへそを曲げて、可憐は問う。

「どこまで本気なんですか？　お兄様」

「もちろん、全部だ」

　薄く笑って、「ごちそうさま」と、紅蓮は一礼した。





　＊






「ところで、桃貝。──寮を追い出されたとは聞いたが、荷物は他にないのか？」

「制服と最低限の身の回り品だけを残して、あとはみーんな処分されちゃいました。……ご存じですか紅蓮さま、この学園の借金取りさん、下着まで差し押さえるんですよ？」

「何……？　じゃあお前、今……」

「見ますか？」

「いや、いらん！　頼むからそのスカートの裾すそをつまんだ手を離してくれ！」

　そんなくだらないやりとりを桃もも花かとしながら、紅ぐ蓮れんは指紋認証型の靴箱のロックを解除し、上履きに履き替えた。

　異様に設備が整っていることをのぞけば、この奇妙な学園も朝の風景だけは日常らしく、紅蓮が知っているあたりまえの登校風景と変わりないようだ。

　挨あい拶さつをしながら行き交う生徒達たち。

　仲なか睦むつまじくおしゃべりしながら通り過ぎる女生徒。

　くだらない悪ふざけをしながら歩く男子と──

「おい、可か憐れん」

「はい、お兄様？　──何でしょうか？」

　わざわざ紅蓮の前に立ち、ふとももを見せつけるように振り向きながら上履きを履き替えていた可憐が微笑ほほえむ。短めのスカートから盛大にのぞくふとももから目を逸そらしつつ、

「あっちこっちで立ち止まってる連中がいるけど、何やってるんだ、ありゃ？」

「簡単な『遊戯ゲーム』のたぐいです。１ポイントから５ポイント程度のごくわずかなＧＰを賭かけ、電子生徒手帳の簡易対戦ゲームをプレイしているんですよ」

「朝っぱらから、貪どん欲よくなこったな……」

「ＧＰ限度額が低いとはいえ、管理ＡＩであるＳＡＩサイが公平性を保障している遊戯ですからね。ジャンルも多様ですし、この学園ではよくある風景です」

　デバイスを向け合いながら一いつ喜き一いち憂ゆうしているグループを横目に歩きながら、紅蓮は思考する。

（そんな少額のお子様遊びをいくらくり返しても話にならないと思うが……遊戯に対する意識のハードルを下げようって魂こん胆たんか？）

　本質的に、長期間安定して運営されている遊戯というものは、プレイヤーに稼がせるために存在しているわけではない。

　むしろ逆。プレイヤーから搾さく取しゆし、運営側が利を貪むさぼるためにある。

　だからこそ、長期的な、安定した運営を実現できるのだ。

　学園側に用意されたミニゲームでいくら遊んだところでプラスにはならない。その明確な事実に気づけるかどうかは、初歩の初歩。こんなことにも思い至れない彼らは、きっと遠からず脱落していくのだろう。

「……ん？」

　そんなことを考えている紅蓮の後ろを、三歩ほど離れて可憐がついてくるのだが──

「何やってるんだ？」

　時折、可憐の体が、さっさっ、と左右に動いている。

　よく見ると、紅蓮達の後ろを桃花が歩いており、ときどき紅蓮の横へ出ようとしていた。どうやらそのたびに可憐が進路をふさいでブロックしているらしい。

「……可か憐れん。別にいいだろ？　一緒に歩くくらい」

「いえ。隷徒風情ふぜいがお兄様の隣を歩くなど──桃もも花かさん、ステイ！　お待ちなさい！」

「桃花は犬じゃないんですけど……。ああ、お金がないってホント、つらいです……」

　しゅんと肩を落とす桃花。

　その姿はまぎれもなく負け犬だったが、しかし、彼女は勝利を諦あきらめているわけでもない。何もかもなくして素す寒かん貧ぴんになり、奴隷とほぼ変わらない地位に転落しても、いまだ逆転の時を信じている。だからこそ、紅ぐ蓮れんの隷徒になってでも退学だけは免まぬがれようとしたのだ。

「なあ、桃もも貝がい。お前、これからどうするんだ？」

「え？　それはもちろん、紅蓮さまのお世話をしますけど」

「そんなものはべつにいい、俺はお前を買ったが、あくまで形式だけだ。一応在籍できるように名前は貸すが、お前の地位を買い戻すのに協力するつもりはないし、見返りも求めない」

　冷たいとも言える言葉だが、桃花はきょとん、と首をかしげた。

「え？　あ、はい。昨日もそうおっしゃってましたよね、紅蓮さま」

「……ちょっとはショックを受けるところじゃないのか？　実質、お前がここから這はいあがるチャンスはないってことだぞ。Ｂランク以上の序列で卒業するのは不可能に近い」

　何といっても、『遊戯ゲーム』に賭かけて一発逆転すら狙ねらえないのだ。

　ＧＰは無一文、唯一の供給源である紅蓮が出さなければ１％の可能性もない。

「それはそうなんですけど……桃花、諦めは悪いんですよー」

　のほほん、と笑いながら彼女は続ける。

「まだ三年ありますもん。紅蓮さんに拾ってもらえなかったら本当にダメでしたけど……学園にいられれば可能性はあると思ってますから」

「……タフな奴やつだな、見かけによらず」

　──負けて凹へこんで、ヤケになる奴は何百人も見てきた。

　大事なものを賭け、失い、くるってしまった人間を腐るほど目の当たりにしてきた。

　桃花は家族と自分自身の未来を抱えてこの学園にいる。彼女が賭け、そして失ったのは、想像を絶するほど重く、大切なものだ。

　にもかかわらず、負けて負け続けて、底辺まで落ちてもなお、いつか勝てると信じていて──。

「諦めの悪い奴ってのは、たいてい夢を見たままドン底に落ちて死んじまうんだが」

「ひ、ひどい！　ひどいですよ紅蓮さま、桃花がせっかく前向きになってるのに！」

「事実だよ。──けど、まあ、好きだよ。……諦めの悪い奴は」

　と、紅蓮は笑ってみせた。

　するとそのとき、紅蓮の背中にぞわりとした悪寒が走る。

　ハッと振り向くと、隣を歩いていた可憐が、笑顔のまま世にも怖おそろしい空気を発していた。

「お兄様。……それはどういう意味の『好き』ですか？」

「な、なんでドスのきいた声を出すんだ？　別に、何か特別な意味とかじゃないが」

　紅ぐ蓮れんは、やや気け圧おされるようにそう言った。そもそも妹に弁解する必要はないはずなのだが、何な故ぜかそうしなければならないような気がした。

「と、とにかく、好きなようにやってみろ、桃もも貝がい。可か憐れんも、口出しはしないでやれ」

「かまいませんが……桃もも花かさんが負ければ、お兄様に迷惑がかかると思いますよ？」

「致命的な迷惑をかけられたら、隷徒を辞めてもらうだけだ」

　そうこうしているうちに紅蓮たちは教室にたどり着いた。

　生徒手帳を押し当てて入室した、そのとき、ひとりの女子生徒が立ちはだかった。




「あら、桃花さん？　──昨夜、わたくしのところへ来るかと思っておりましたけれど。無事、殿方のところへもぐりこめたようで。何よりですわね？」




「……楠くすの木きさん!?」

　ぴょこん、とツインテールを跳ねあげて桃花が言った。

　威圧的に腕を組み、豊かな胸を見せつけるように大きく反らし、楠木楓かえでは不敵に笑えむ。

「昨夜は驚きましたわ。砕さい城じよう紅蓮、入学早々隷徒を手に入れるなんて。──いやらしい」

「そうだな。まったくその通りだ。反論の余地もないよ」

「……それだけですの？」

　叩たたきつけるような侮ぶ蔑べつを、あっさりと紅蓮はいなした。

　肩すかしのような態度に、楠木楓は戦意を削そがれるどころかますます猛たけり、

「気に入りませんわね。クソみたいな序列のくせに、大物ぶったその態度。初日から他人の勝負を邪魔する無神経さ。──妹が妹なら、兄も兄ですわ」

「おい、可憐。お前、この金髪ドリルに嫌われてるぞ？」

「はい。お兄様とおそろいだと思うと、ちょっとうれしいです。ふふっ♪」

「何を和なごんでおりますの、砕城可憐!!　もうっ、兄妹きようだい揃そろって腹立たしい！」

「お前こそ落ち着け、イライラしすぎだろ、楠木。用件はそれだけか？　席に着いて予習のひとつもしたいんだが」

「それだけのはずがないでしょう!!　いいですこと、砕城紅蓮。このわたくし──獅し子し王おう学園、ランクＣ、序列２３９位……楠木楓が、『遊戯ゲーム』を申請しますわ！」

　掲げたスマートデバイスが音声を認識し、自動的に生徒手帳アプリが起動する。

『獅子王学園１年７組所属、ランクＣ、序列２３９位、楠木楓。遊戯申請、受理』

『対象確認。学園同クラス所属、ランクＦ、序列２７０３位、砕城紅蓮──』

『【遊戯】申請が申し込まれています。受理エントリーしますか？』

　青い校こう章しようが表示され、統括ＡＩの無機質な音声が響く。

　それと同時に紅蓮の電子生徒手帳にも同じシンボルが浮かび、イエス・ノーの選択肢が現れる。勝ち誇ったような表情でこちらを睨にらむ楓かえでを面倒くさそうに見て、紅ぐ蓮れんは迷わず。












「ノー。申請拒否、と」

『申請が拒否されました』

「……ちょっ!?」

　あっさりと【拒否】をタップした紅蓮に、楓が食らいつく。

「ど、どういう事ですの!?　遊戯ゲームを挑まれておきながら、逃げるおつもり!?」

「ああ。俺はこの学校に勉強しに来てるんだ。くだらん遊びにつきあう気はない」

「……は？　貴方あなた、何を言ってますの？」

　面食らったように楓が言うと、成り行きを見守っていた生徒達たちがざわつく。

「勉強って……何だそりゃ？　そんな奴やつ聞いたこともないぜ……」

「設備が整ってるから、研究者とかで志望する人もいるって聞いたことはあるけど」

「まさか……。あの砕さい城じよう可か憐れんの兄貴だぜ？」

　最後のひとことを耳にして紅蓮は、はぁ、と息をついた。

「嫌われてるぞ、可憐。兄としてはちょっと悲しい」

「お兄様以外の有う象ぞう無む象ぞうにどう思われようが、私はまったく気にしません」

「そう言うなよ。面倒ごとに巻き込まれないようにするには、目立たないのが一番だ」

「失礼ですが、お兄様。それでしたら、もう遅いのではないでしょうか？」

　ごもっとも。心の中で独りごちて、紅蓮はあたりを観察した。

　ざわついている観衆。目の前に立つ人物、楠くすの木き楓かえではとても引きさがりそうにない。場の『空気』とでも言うべきものを味方につけて高こう慢まんに笑うその姿に、直感する。

（……この様子からして、どうやら俺が狙ねらわれるのは既定路線か）

　思った以上に、ここの生徒はＧＰに飢えている。

　それこそわずかな額ですら目の色を変え、奪い合うほどに。と、なれば──あとは簡単。強い奴やつとやるよりは、弱い奴を狙うのが定石だ。今まで、その役は桃もも花かだったが。

（次の狙いは、俺ってわけだ）

　紅ぐ蓮れん自身からむしれるＧＰは少ない。序列最下位である以上、当然だ。

　しかし、紅蓮には妹がいる。クラスで大きな顔をしているＣランクの楠木楓より上位の、ＧＰをたっぷり持っていそうな人物が。

　つまり、こいつらの目的は。

（俺を通して、可か憐れんからＧＰを吸い取ろうって魂こん胆たんか。──面倒くさい奴らだ）

　楠木楓は、砕さい城じよう紅蓮を見ていない。

　背後にいる、砕城可憐を見ている。

　紅蓮を負かし、ＧＰを吸い上げる。

　退学を免まぬがれるため、生活のため、紅蓮は妹に援助を求めることになるだろう。つまり、それは間接的に可憐のＧＰを削るのと同じだ。それも、格上の可憐と勝負せずに。

（時間をかけて可憐を蹴け落おとし、上位の座を奪うつもりか）

　となると、かなり事態は面倒だ。単純なＧＰ目的ではない以上、この場をうまく逃れたとしても、後日似たような言いがかりをつけてくるのは間違いない。

「……つまらんことを考えてないで、やりたいなら可憐に直接申し込んだらどうだ？」

「あら。何をおっしゃっているのかしら。さっぱりですわね」

「腹の探り合いはよそう、面倒なだけだ。俺はお前らの『遊戯ゲーム』に興味はないし、せこい上下関係もどうだっていい。むしろ代わってくれると助かるんだが──」

　言いながら、紅蓮はちらりと後ろに視線を送る。

「──かといって、兄貴が妹に災難を押しつけるのもサマにならない。つらいところだ」

「お兄様がお望みなら、もちろん喜んでお引き受けしますよ？」

「そう思ったよ。カナリアを目の前にした猫みたいな顔してるからな、お前」

　はぁ、と息をつき、紅蓮はふたたび楓を見る。

　カナリアを前にした猫がもう一匹。舌なめずりせんばかりに、そこにいて。

「つまらん序列争いに興味はないんだ。もう一度言うが、放ほうっといてくれ」

「信用できませんわね。本当に嫌だと言うのなら──わたくしに、服従なさい？」

　獲物を捉とらえた猛もう禽きんの目で、楠木楓は言い放つ。

　ぱっ、と手品のような手さばきで風ふう雅がな扇せん子すを広げると、邪悪に笑えむ唇を隠して。

「半端なところで終わらせるつもりなど、ありません。必ずや追い詰め、仕留めますわ。逃がすようなぬるい真ま似ねをすれば、次に潰つぶされるのはわたくしですから」

「どうしても、勝負しろと？」

「ええ。──わたくしも鬼ではありませんわ。クラス内の序列を決めるため、勝負は一度。それも賭かけるＧＰは最小限でかまいません。そう、たったの５ＧＰ。いかがかしら？」

　言いながら、ふたたび楓かえでは生徒手帳アプリを操作した。

　先ほどと同じく統括ＡＩが反応し、紅ぐ蓮れんの側に選択肢が現れる。

『【遊戯ゲーム】申請が申し込まれています。受理エントリーしますか？』

　さっきはすぐに『拒否』を選んだため、すぐに閉じたウィンドウ。

　よく見ると、選択肢の下にいくつかの条件が追記されていた。

「遊戯種目──『ＮＧワードゲーム』？」

「ええ。統括ＡＩ管理下の、簡易ながら公平性が保証されたゲームですわ」

「やったことないな」

「ご心配なく。プレイ方法はとても簡単ですわ」

　言いながら、楓は画面端の『ＨＥＬＰ』ボタンをタップする。




『遊戯種目【ＮＧワードゲーム】について、説明を開始いたします──

　参加者は、互いに相手の【ＮＧワード】を設定し、

　統括ＡＩに申請してください。その後、ランダムに先手・後手が決定されます。

　先手は後手に対して質問をしてください。

　後手は先手に対し、何らかの返答をしなければなりません。

　内容については虚偽でも問題ありませんが、答えない場合は敗北となります。

　後手の回答に【ＮＧワード】が含まれていた場合、先手の勝利となります。

　含まれていなかった場合、次は後手の質問に対して先手が答えるターンに移行します』




　素っ気ないＡＩの説明を補うように、楓は微笑ほほえみながら言葉を重ねた。

「交互に質問と返答を繰り返していき、対戦相手を誘導して『ＮＧワード』を口にさせる。言ってしまえば、それだけのこと。ごくごく簡単なパーティゲームですわ」

「……ロシアンルーレットに比べりゃ、ずいぶんと平和だな」

「このゲームに不正の余地はありません。ＮＧワードを知るのはわたくしども参加者か、申請を受けたＡＩのみ」

　胸を張ってそう言いきる楓に、紅蓮は、ん、と眉まゆをひそめた。

「ＡＩから情報を抜いてる可能性は？　ハッキングなり何なり、方法はありそうなもんだが」

「それは不可能ですわ。獅し子し王おう学園のシステムは、世界で最も堅けん牢ろうなセキュリティに守られていますもの。不正を試みたことが発覚すれば即座に永久除籍処分。犯すリスクのわりに、旨うまみがそれでは──」

「やってられない、か」

「その通りですわ！　さあ、わたくしと勝負なさい？　それともたかだか５ＧＰの勝負に怖おじ気けづくような男なのかしら。だとすれば妹の可か憐れんさんの底も知れたものですわね」

「……わかった。勝負しようか」

「紅ぐ蓮れんさまっ!?」

　それまでの拒絶が噓うそのようにあっけなく、紅蓮はうなずいた。

　ひたすら耐えるように成り行きを見守っていた桃もも花かが、悲鳴じみた声をあげた。そのまま首根っこにしがみつき、耳元にかじりつきそうな勢いで囁ささやいてくる。

「どうしてですかっ。さっきまで嫌がってたのに！」

「いや、だってこいつ、絶対しつこいタイプだぜ。俺が首を振るまで何度でも迫ってきそうだ……一回テキトーに相手してやれば、満足するだろ」

「だ、ダメですっ!!　桃花も最初、安い勝負に誘われて。それで負けて、取り返そうとして、何度も……！」

「ふぅん。お得意の搾さく取しゆパターン、ってわけだ」

　互いの吐息がまじりあうほど近くに、桃花の顔がある。ホームレスみたいな生活なのにフローラルに香る髪の匂いを楽しみながら、紅蓮はちらりと妹の様子をうかがった。

「止めないのか、可憐？」

「まさか。──お兄様のなさることに異論など、ありえません♪」

「顔が笑ってるぞ。……ったく、つくづく砕さい城じようの教育はろくでもないな」

　言いながら、ごくあっさりと紅蓮の指が選択肢をタップする。

　生徒手帳アプリが反応し、淡々とした機械音声が開戦を告げた。

『参加者の承諾を確認しました。両者、ＮＧワードを設定してください』





　＊






　入力ウィンドウは、ごく簡単なものだった。

　どこのウェブサイトにもあるような、文字を入力すると記号に変換されて見えなくなる、あたりまえのパスワード入力画面。文字数は三文字以上であれば上限はなく、自由に設定できる。

　さして悩むこともなく、ウィンドウをタップする。滑なめらかに指を滑すべらせてＮＧワードを入力しはじめると、ふたたび桃花が顔をくっつけてきた。

「ぐ、紅蓮さまっ！　そんなあっさり決めちゃって、大丈夫なんですか!?」

「心配するな。何とかなるさ」

「でも……」

　ポーカーフェイスでこちらを睨にらみつけている楓かえでをちらりと見てから、桃花は続けた。

「でも、楠くすの木きさんには不思議な力があるんです！」

「不思議な力？」

「誰も知らないはずの桃もも花かのＮＧワードを、いつもあっさり見破るんです！」

「……それ、桃もも貝がいがわかりやすすぎるだけじゃないのか？」

「うう……そ、それはそうなんですけど……」

　ぴょこん、と桃花が頭を下げる。その拍子にふと気づいて、紅ぐ蓮れんは尋ねた。

「桃貝、おまえ昨日は風呂に入ったのか？」

「ふぇっ!?　……あ、はい。その、可か憐れんさまにシャワーをお借りしましたけど」

「その状況で段ボール一枚で放ほうり出だされたのか。優しいのか厳しいのかわからんな……」

「お言葉ですがお兄様、泥棒猫への対応としては極限まで優しいほうだと思いますよ」

　むくれる可憐をよそに、紅蓮はそっと桃花に手を伸ばした。

「──ふぇっ!?」

「なぁっ!?」

　桃花のすっとんきょうな声と、可憐の悲鳴じみた叫びが同時に発せられた。

　紅蓮が、優しい手つきで桃花を抱き寄せ、シャンプーが香るツインテールに顔を寄せたがために。

　わなわなと怒りに震える可憐に目もくれず、桃花の柔やわらかな髪を弄もてあそびながら、紅蓮はその耳元でごく小さく、囁ささやいた。

「心配するな。俺は勝つ。俺が設定するＮＧワードは『わたくし』だ」

「え!?」

「あいつの喋しやべり方かたは独特だからな。質問の内容も凝こらなくていい、そのうちポロリと出すだろう。そうなってしまえば、放っておいても俺が勝つさ」

「ぐ、紅蓮さん。頭いいです、それなら勝てますよ！　桃花は『バナナ』とか『稲刈り』とかそんな感じのことしか思いつきませんでしたから！」

「……お前はどういう状況であいつにそれを言わせるつもりだったんだ……」

　勝てないのは、不思議な力とかイカサマとか以前の問題ではなかろうか。

　疑問に囚とらわれかけた時、こほん、と小さな咳せき払ばらいがした。

「いちゃつくのはそこまでにして頂けません？　それとも、桃花さんの抱き心地はそんなによかったのかしら。まったく……いやらしい男ですわね」

「……別に。なら、ちゃっちゃと初めてちゃっちゃと終ろう。入力、終わったぜ」

「よろしくてよ。では──」

　紅蓮がウィンドウにＮＧワードを設定すると、ＡＩの機械音声が響いた。




『獅し子し王おう学園１年７組所属、ランクＣ、序列２３９位……楠くすの木き楓かえで。同学園１年７組所属、ランクＦ、序列２７０３位、砕さい城じよう紅蓮。遊戯ゲーム申請、受理いたしました』




「ありがとう、ＳＡＩサイ。でも、遊戯開始は少々お待ちなさい？」

「は？」

　水を差され、きょとんと目を見開く紅ぐ蓮れんを無視して、楠くすの木き楓かえでは。

　紅蓮の後ろに控え、事態を見守っていた人物に、真の敵意を向けた。

「さて──では、可か憐れんさん？　紅蓮さんとの勝負が成立したところで、提案があります」

「あら。何でしょうか、楠木さん。私にできることなら伺いますよ？」

「なら話は早いですわね。勝負いたしません？　古い賭博用語で言うなら、外ウマ──。貴方あなたは紅蓮さんに賭かけ、こちらは自分自身に賭けます。金額は、そうですわね……」

　その刹せつ那な、麗うるわしい顔に走った狡こう猾かつな光を、紅蓮は見逃さなかった。

「お互い、素人ではありませんもの。──五千万ＧＰ。いかがかしら、可憐さん？」

「……ははあ。なーるほど。そうくるのか」

「今更怖おじ気けづいても遅いですわよ、砕さい城じよう紅蓮？　貴方、言いましたわよね？　面倒なことをせずに、直接可憐さんに挑めと……。その言葉通りにしただけですわ！」

　……オ～ホホホ、とでも高笑いをつなげれば完かん璧ぺきだな。

　そんなふうに紅蓮は思う。

　おそらく楠木楓にとって、この勝負が可憐に受け入れられるかどうかは重要ではない。

　断られれば、紅蓮から小銭を搾さく取しゆし続ける。

　勝負が成立すれば、可憐と戦わずに可憐を蹴け落おとし、序列を逆転できる。

　クラス最強に勝たずしてクラスの頂点に立つ──ローリスク、ハイリターンの提案。

　だが──

「おい、楠木。可憐もだ、妙な気を起こすなよ」

　紅蓮本人は、大勝負のたぐいをするつもりはない。

「５ＧＰのやりとりで満足しておけ。いくら持ってるのか知らんが、こんな遊びなんかに馬鹿みたいな額を賭けることはないだろう。な？」

　言いながら、紅蓮はあたりを見渡した。

　周囲の観衆が、こんな勝負は馬鹿げていると止めることをほんのわずかに期待して。

　だが、彼らは動かない。ニヤニヤと、あるいはごくりと唾つばを飲み、手に汗を握りながら、じっと沈黙を守り続ける可憐へ熱いまなざしを送りつづけていた。

「誰も止めたりはしませんよ、お兄様。──ここでは、これが日常なのですから」

「……ああ、そうかい。まったく……砕城の家にお前を残したのは失敗だったよ」

　笑えみを絶やさない妹に、紅蓮は顔を覆って深くため息をついた。

　そして可憐は天使のような軽やかな声で言う。

「ふふっ、承りました、楠木さん。五千万の勝負、お受けします♪」

『おおおおおおおおおっ!!』

　教室が熱狂に包まれた。

　少年少女達たちが輪になり、突然発生した大勝負を見逃すまいと詰めかける。人ひと垣がきの中心に巻き込まれながら、にこにこと微笑ほほえむ妹を、紅蓮は恨うらめしげに見た。

「……可憐。お前は俺のことが嫌いだったんだな。知らなかったよ」

「とんでもありません。むしろ愛しています♪」

「そりゃ本当に愛なのか？　俺がこんなに遊戯ゲームを嫌がってるってのに」

「私はただ、その才能にふさわしい地位へ昇って頂きたいだけです。愛ゆえに♪」

　す、と生徒手帳アプリの序列を指でなぞって流しながら、可か憐れんは笑う。

「序列で一気に抜き去られて絶望する愚ぐ民みんのみなさまと、彼らの頂点に君臨するお兄様のお姿を想像するだけで、胸が躍おどりますもの。見せてください、可憐のお兄様が、一番なのだということを」

「……ホント、くだらねーな」

　不満そうな紅ぐ蓮れんを、楓かえでが嘲あざ笑わらった。

「あらあら。その無気力さ。貴方あなた、まさに庶民の若者の典型ですわね」

「……そうか？」

「ええ。選び抜かれたエリートは、己の為なすべきことを知っている──目指すべき道も、知っている。無気力に無為な時間を過ごすのは凡百の庶民の証あかし。貴方からは、庶民特有の怠惰の匂いを感じますわ」

「そうかい。そいつは光栄だ。俺はその『庶民』ってやつを目指してるからな」

「……減らず口を」

　ぎり、と歯を鳴らして紅蓮を睨にらみつけると、楓は言葉を続ける。

「獅し子し王おう学園に通う数多あまたのエリート達たちを従えて、やがて財界をも牛ぎゆう耳じる者──それこそが、わたくし、楠くすの木き楓。ナメた口をきけなくなるよう、たっぷり調教して差し上げますわ！」

「クソ……そんな目を向けやがって。バカが……」

　紅蓮の声が、震える。

　どくん、どくん、と。心臓の鼓動が、加速する。体中の血液が沸騰せんばかりに熱を発し、上半身へと集まっていく。

　黒かった紅蓮の瞳が、血を塗りたくったような朱に染まる。

　伝説に語られる不死の血族ヴアンパイアのように。

　あるいは血に飢えた肉食獣ビーストのように。

　それと同時に、紅蓮に視みえている世界が一変した。

　目の前にいる楠木楓という人物の姿が、声が、思考が、色を帯び、形として視えてくる。

　それは、赤く、黄色く、とがっている。

（クソが……もうお前なんか、二度と見たくなかったってのに……！）

　紅蓮は自分の中でもうひとりの自分があくびをもらすのを自覚した。

　二重人格、とはすこし違う。紅蓮はもうひとりの自分が、他ならぬ自分自身であることを自覚している。

　──ただ、制御できない。

　自分に敵意を向け、遊戯を仕掛けてくる人間の存在を脳が感知すると、自動的にそうなってしまう。まるで精密機械のように。

　これは紅ぐ蓮れんが持つ特別な才能──共感覚シナスタジアの副作用。

　共感覚にはさまざまな種類が存在するが、彼のそれは、他人の声や感情、思考等を色や形を「視みる」ように認識する、一種の超能力のようなもの。

　それは、他人の心を読むような万能の力ではない。ただイカサマの有無を瞬時に見抜き、思考回路を非常に高い精度で看破するだけ。

　しかしそれは、紅蓮自身のゲームセンスと組み合わさることで、ゲームを支配する絶対の力へと昇華する。

　一方で、脳を超高速回転させ、酷使するため、共感覚モードのときにはわずかに人格の歪ゆがみが生じてしまう。

「調教、か。ふうん。ずいぶん優しいんだな」

　紅蓮の声から、温度が消えていた。

「俺だったら、敗者に首輪をつけて飼ったりしない。負け犬は、どうせすぐに死ぬ。俺はべつに葬儀屋じゃないんでね」

「……ッ」

　感情を一切感じさせない紅蓮の声に、楓かえでは絶句した。

　さっきまでの紅蓮とはあきらかに様子が違っていた。まだしも他人を思いやる姿勢を見せていた彼とは違い、今の砕さい城じよう紅蓮からはおよそ人情というものが感じられない。

　己の発言が傍かたわらの桃もも花かを傷つける可能性があるものだとも、今の紅蓮はまったく考えていない。燃えるような朱の瞳と相反して、紅蓮の言動は氷ひよう霧むのように冷たかった。

「そんな優しい首輪で、俺を縛れるとは思えないな」

「……Ｆランクの底辺が、偉そうな口を！」

　楓が激げき昂こうし、肩を震わせる。

　一方で、可か憐れんは頰ほおを赤らめて、類たぐいまれな美術品を眺めるようにうっとりとした目で紅蓮を見つめていた。

「お兄様……♪　ようやくお目覚めですね。可憐はお待ちしていました」

「くっ……わたくしなど眼中になし、と？　いいですわ、砕城可憐、砕城紅蓮。その余裕ぶった顔に、風穴を開けて差し上げます！」

　激昂した楓が叫ぶと、二人の電子生徒手帳が同時に電子音声を発した。




『先手、砕城紅蓮。後手、楠くすの木き楓。種目、ＮＧワードゲーム──開始します』






●ＮＧワードゲーム






「俺が先手か。さて、どうするかな」

「何でも質問なさい。過度に性的な質問や挑発は管理ＡＩが判断して却下しますが、それ以外は基本的に自由ですわ」

「なるほどね」

　紅ぐ蓮れんは抑揚のない声でそう言った。

　ゲームに対する興味さえ感じさせない無機質な反応に、楠くすの木き楓かえではぶるりと背筋に震えが走るのを自覚した。首をもたげたわずかな恐怖心を、扇せん子すで口元を隠すことでどうにか抑える。

（……ふん。この男の雰囲気は、ハッタリに過ぎませんわ。狩人かりゆうどはわたくし、罠わなにかかったのはこの男ですのよ）

　楓にとって、昨日から今日までの流れはほぼ完全に想定内だ。

　これまで、楠木楓は徹底して弱者を狙ねらうことでＧＰを積みあげてきた。目端が利かない者、情報に疎うとい者、心の弱い者に狙いをつけて、徹底して食らいつく。最初は少額の勝負を挑み、すこしずつ生活を困こん窮きゆうさせ、時にはあえて敗北してみせることで、相手の遊戯ゲームに対する感覚をしだいに麻ま痺ひさせていく。

　優美なるハイエナ──それが楠木楓という遊戯者の本質である。

（卑ひ怯きようと笑いたければ笑えばいい。ですが、この学園にひしめく強者に対抗するには、力が必要。圧倒的な資本力、すなわちＧＰ。いつか訪れるチャンスを逃さないために、弱者から奪うことでＧＰを貯めてきた！）

　そして、その時が訪れたのだ。




　砕さい城じよう可か憐れんという大物を仕留める、絶好機が！




　搾さく取しゆし続けていた餌えさ、桃もも貝がい桃もも花かが潰つぶれると同時に紅蓮が転入してきたのは幸運だった。

　桃花を喰くうために、楓は複数の生徒と共謀している。

　桃花はクラス内で完全に孤立し、頼る者など誰もいない。明らかな敵にすがるよりは、いまだ何者でもない転入生に頼る──それは賭かけだが、桃花なら選ぶと確信していた。

（わたくしは、桃花さんのことなら何でも知っていますもの）

　獅し子しは兎うさぎを狩るのにも全力を尽くすというが、ハイエナは弱者を狩ることにこそ全力を尽くすのだ。

　桃花を食らい尽くすために、楓は、ありとあらゆる手段をもって桃花を知り尽くす努力をした。今や桃花自身よりも桃花について熟知しているといっても過言ではないだろう。

（桃花さんは、ほんとうに美お味いしい餌でした）

　優美なハイエナは嗜し虐ぎやく的に笑う。

　桃もも花かが砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの隷徒になったことで、この遊戯ゲームにおける楓かえでの勝利が約束されたのだ。

（ああ……桃花さん。本当にお馬鹿な子）

　心配そうな顔で紅蓮の背中を見つめている桃花へ、楓は哀れみの目を向ける。味方のような顔で右往左往している彼女は、まさか自分が致命的な情報を楓に流してしまったことに気づいていないだろう。

（なんて愛らしい道化ぶり！　勝利した暁には、ご褒美に手元で飼ってあげましょう♪）

　楓は桃花を嫌っているわけではない。むしろ愛あい玩がん物ぶつとして見るなら、一級品の可愛かわいさがあるとさえ思う。

　だからこそ性的な目を向けたがる同級生をコントロールし、いまだ身ぎれいなまま無事に保ってきていたのだから。

　勝負に勝ち、五千万ＧＰを奪って可か憐れんとの序列を逆転したなら、名実ともにこのクラスのトップは自分になる。すべてを支配下に置いた暁には、あの可愛らしい愛玩動物をたっぷりと苛いじめて愛めでてやろう。

「質問ねえ。何を訊きいたもんだかな」

　紅蓮は顎あごを撫でながら迷っている。その素人くささにますます勝利を確信して、楓はニヤリと笑った。

（悩んでも無駄ですわ。あなたが決めたＮＧワードを、わたくしはすでに知っているのだから）

　だからこその、五千万ＧＰの追加条件。桃もも貝がい桃花から偶然にもたらされた情報ゆえに、彼女はこの勝負の絶対的な勝利を確信していた。

　１００％の勝利──ならば、この機会にむしれるだけむしるべきだ。

（ＮＧワードが『わたくし』だなんて。……ふざけているようですが、確かに嫌なところを突いてきますわね。知らなければ敗北の可能性もわずかにあったでしょうか）

　学園統括ＡＩであるＳＡＩサイが管理している以上、システムに介入した不正は不可能だ。

　ゆえに楓は、盗聴、盗撮、追跡を駆使して相手を丸裸にし、徹底的に趣味、嗜し好こう、生活、動作、癖くせなどあらゆる情報を集めることにした。

　そのために桃花に向けた『仕掛け』──それは、

「じゃあ最初の質問といくか。同級生に仕掛けた盗聴器、いくらかかった？　髪かみ留どめに仕込んでも気づかれないほどの小型盗聴器だと、結構値が張ると思うんだけどな」

「はっ!?」

　まるで当然のような口調で語られた言葉に、楓は目を丸くした。

「な、何のことでしょうか？　わた──」

　とっさに言い訳をしようと開いた口を、楓はあわてて閉じる。

　危ない。突然核心を突かれたことに動揺し、思わず素の口調を出してしまうところだった。

　こんな素人じみた失敗を犯してはたまらない。

　自分は獅し子し王おう学園の頂点に立ち、将来、財界を牛ぎゆう耳じる人間なのだから。

「こ、この楠くすの木き楓かえでが、そのような行為をしたと？　証拠もなしに人の悪い風評を流すなんて、下げ劣れつな真ま似ねをしますのね？」

「クク。風評、ね。じゃあどうしてあんたは今、わざわざ言い直したんだろうな。いつもは自分のことを『わたくし』と呼ぶのに、頑かたくなに一人称を使わない。まるで俺が設定したＮＧワードを知ってるみたいだ」

「ふっ。くだらないことを言いますのね」

　紅ぐ蓮れんの追及を、ふっと楓は笑い飛ばして、

「一人称をＮＧワードに指定するのは、このゲームの定石。うっかり口に出す可能性が高いワードですもの。当然ですわ」

「なるほどね。そういうふうに言い逃れるわけか」

　淡々と言う紅蓮の冷たい瞳を見て、楓は背筋を震わせた。

（この男……確信していますわ。わたくしが桃もも花かさんに盗聴器を仕掛けていたことを。だとすると、非常にまずい）

　もし紅蓮がゲーム開始時点で盗聴器の存在に気づいていたのだとしたら、彼が桃花に伝えたＮＧワードはブラフである可能性が高い。『わたくし』だけでなく、他にも警戒しなければならない単語が増えた。

「……では、質問は以上ですわね？　こちらの手番でよろしいかしら」

「ああ。かまわない」

「なら、伺いましょう。──盗聴器の話なんて、いったい誰に吹き込まれたのです？」

　最底辺の遊戯者である紅蓮本人の発想とは思えない。

　だとすれば、盗聴されている可能性に思い至れるのは、砕さい城じよう可か憐れんだ。彼女のアドバイスを受けているに違いない。

（そして、その名前を口にしたとき、わたくしの勝利が決まるのですわ）

　楓が紅蓮に設定したＮＧワードは──『かれん』だ。

　自然な流れで紅蓮が口にする可能性も高く、質問の答えとしても出やすい存在。

　ハッタリで凄すご味みを出しているが、基本的にぼんやりした顔をしたＦランクの遊戯者など、この簡単な誘導であっさりとＮＧワードを踏むはずだ。

　さあ、言え。妹の名を口にしろ──

「ベンゾーさん」

「──誰ですの、それ!?」

「俺の頭の中にいる非実在青少年ってことで」

「意味がわかりませんわ！」

「質問はすべてＮＧワードに誘導する意図があるんだ。素直に答えるわけがない。あんた、まさかこんなことで釣れるとでも思ったのか？」

「……！」

　冷静な紅ぐ蓮れんの態度に、楓かえでは己の考えを改めた。

　砕さい城じよう可か憐れんの兄──目の前にいるこの男は、ただのＦランカーではない。この凄すご味みのある雰囲気は、ハッタリではなかったのだ。

（ですが、それもまた計算のうち）

　楠くすの木き楓は慎重な女である。絶対に勝てる算段が立たない限りは動き出さない。彼女が動いたということは、その時点で、勝利のためのピースは組み上がっている。

　万が一、紅蓮が砕城可憐の血縁者としてふさわしい強者だった場合に備えて楓は、絶対に妹の名を呼びたくなるイベントを仕掛けていた。

　楓は、バチン、と音をたてて扇せん子すを閉じ、その先端を天井に向ける。

　それを合図に、観衆の中から三、四人ほどの男子が動き出し、可憐を取り囲んだ。

「きゃっ!?　何ですか、あなた達たち!?」

「へへ。わりぃな、砕城可憐。暴力にならない程度の盤外戦術ってやつだ」

　可憐の手首をつかんだ男子が笑う。

　あきらかにただならぬ雰囲気の男数人に囲まれる妹を目の当たりにして、冷静さを保っていられる兄はいない。

　ましてや楓のリサーチの結果、紅蓮と可憐の兄妹きようだい仲はかなり良い。言葉を選ばなければ、ブラコンとシスコンと呼べる関係である。

　ならば叫ぶはずだ。ピンチの妹に対して、その名を──

「お兄様の私への愛を利用するなんて……卑ひ怯きよう者もの！」

「フフ。この世は弱肉強食。優秀なボディーガードをつけていない貴女あなたが悪いんですのよ。せめて、男たちに可愛かわいがってもらいなさいな、可憐さん」

　悲痛な声で罵ののしってくる可憐に、楓は勝ち誇った笑えみとともにそう言った。

　その瞬間、




『ＮＧワードが検出されました。ＮＧワードが検出されました』




　軽快なメロディとともに、楓の電子生徒手帳からそんな音声が流れてきた。




『勝者、砕城紅蓮！』




「……へ？」

　状況が理解できない、とばかりに楓は口をぽかんと開け、手元の端末に目を落とす。

　画面に映るのは、敗北を意味する赤い校こう章しよう。

「な……な……なんで!?　どうして……？」

　狼ろう狽ばいする楓。あたりを取り巻く観衆も言葉を失い、棒切れのように動かない。

　耳が痛いような沈黙の中、どこまでもつまらなそうに、紅蓮は。

「──桃もも貝がいもそうだけど。お前も遊戯ゲームに向いてないぞ、楠くすの木き」

「……ッ!?」

「向上心は結構だが、可か憐れんを意識しすぎだ。クラスのトップに君臨する可憐が、よっぽど憎くて仕方なかったんだろうけど。俺に言わせれば感情と戦略を切り離せない時点で三流だ」

「まったくですね。私の悲痛な声（笑）を本物だと信じてしまうあたりがとても間抜けです」

　紅ぐ蓮れんの言葉に続けて、可憐も余裕の声音でそう言った。

　先ほどまでの暴ぼう漢かんに襲われそうな弱々しい少女の雰囲気はまるでなく、手首をつかまれたままだというのに平然としている。

「確実に勝利するためにああいう茶番を仕込んでくることはわかってた。だからこっちも、茶番の最さ中なかにうっかり口にするだろう単語をＮＧワードに設定しておいたんだよ」

「ま、まさか……貴方あなたが設定した、わたくしの本当のＮＧワードは……」

「『かれん』。あんたが俺に設定した単語と、まったく同じだよ」

「そん、な……」

　楓かえではその場に崩れ落ちた。戦略も、ＮＧワードも、すべてを見抜かれ、逆手に取られた。完全敗北である。

「でも、わかりませんわ……貴方は妹を大事にしているはず。可憐さんに危害が加えられると知りながら、どうしてこの場から彼女を遠ざけておかなかったのですか」

「ああ、それについてなんだが、あんたは一個勘違いしてる」

「え？」

「可憐には、優秀なボディーガードがついてるんだよ」

　紅蓮の言葉とほぼ同時、

「いつまでそうしてるんですかっ！　可憐さまに乱暴するのはダメなんですからぁ！」

　桃もも花かは叫びながら可憐の手首をつかんでいた男子の腕を引きはがすと、そのまま一本背負いで投げ飛ばした。

「ぎゃふっ!?」

「て、てめえ！　何しやがる！」

「それはこっちのセリフです！　可憐さまは桃花に良くしてくれた人なんです。そんな人に乱暴なんて、絶対に許しません！」

　普段のぽわぽわした雰囲気からは想像もできないほど強い声で、桃花は主張した。

　その堂々とした瞳と、男子高校生を投げ飛ばす力を目の当たりにした生徒達たちは、怖おそれるように後ずさりしていく。

「あんたが侮あなどった桃貝のおかげで、俺は安心して可憐を餌えさにできたんだよ。弱者か強者かの二元論でしか語れない視野の狭いお子様には、良い勉強になったんじゃないか？」

「ぐ……！」

　楓は屈辱に唇を嚙かむ。

　教室中を見回し、声を荒らげた。

「納得できませんわ！　わたくしの戦略がすべて筒抜けだったなんて、ありえない！　誰かがこの男に情報を売ったに違いありません！　誰!?　裏切者は前に出なさい！　わたくしが踏み潰つぶしてあげますわ！」

　ざわり、と教室中に異様なざわめきが生じる。取り巻いていた生徒達たちは互いに顔を見合わせ、首を横に振っている。

　当然だ。裏切者なんてどこにも存在しない。楠くすの木き楓かえでは敗北が認められずにヒステリーを起こしているに過ぎないのだから。

「クク。裏切者なんてモンがいるんだとしたら、それはあんた自身だろうな」

「はあ!?　意味がわかりませんわ。何を──」

「あれだけ自分でヒントをばらまいておいて、筒抜けにならないわけがない、って言ってるんだよ」

「……えっ？」

　楓がきょとんとする。

　紅ぐ蓮れんは呆あきれたように続けた。

「昨日あれだけ運うん否ぷ天てん賦ぷを否定していたあんたが、転校二日目の俺に挑んできた。ここがもうヒントだ。いくら優れた情報網があっても、一日二日で俺のことをそうそう調べきれるはずがない。──だからよっぽど特別な方法で俺の情報を仕入れていたと考えられる」

「！」

「可か憐れんが俺の不利益になることをするはずがないから、可憐から漏もれた可能性は薄い」

「ええ。たとえこの命を捨てようと、ありえない事ですわ。……お兄様♪」

「おいよせ。熱い、なつくな、くっつくな」

「もう、お照れにならなくってもいいのに♪」

「……まあ、この馬鹿はさておいて。あとはもう、情報漏れの『穴』はひとつ。桃もも貝がいしかない。こいつは底の抜けた桶おけみたいなもんだからな」

「ひ、ひどいです、紅蓮さま!?」

　むくれる妹と同級生を両側にはべらせ、砕さい城じよう紅蓮はなおも、つまらなそうで。

「桃貝に盗聴器が仕掛けられているのはほぼ確実。いくら可憐にそそのかされても遊戯ゲームから逃げようとする俺は、あんたにとっちゃただの弱者にしか見えなかったんだろうな。だからこそ、狩れると確信した」

「……ッ」

　恐るべきことだった。昨日の楓の思考が順番に紐ひもとかれていく。それは違う、という言葉が口から出ない。何な故ぜなら、すべて合っているから。

「あとはあんたが盗聴器を通して手に入れたはずの情報を考えて、設定するであろうＮＧワードと、それを吐かせるために仕掛けてくる茶番の内容を導き出せばいいだけ。ここからは拍子抜けするほど、かんたんだった」

「ま、待ちなさい！　黙だまって聞いていれば、好き放題……！　そんなの、推測ばかりではありませんか！　外れている可能性は考えませんでしたの!?」

　悲鳴にも似た声で食ってかかる楓かえで。

　紅ぐ蓮れんは口元に冷笑を浮かべると、

「当たるとか、外すとかじゃないんだよ。それが真実なんだ。だいたい──」

　赤子を諭さとすようにこう言った。




「自分の『眼め』と心中できない奴やつに、チップを賭かける権利はない」




　そのひとことは見えない手となって楓の心臓を握りつぶした。己がこれまで積み重ねてきた勝利を児じ戯ぎだと断じられて、楓の膝ひざから力が抜けその場にくずおれる。

「５ＧＰ程度なら、くれてやってもよかった。ときどき負けてやるくらい、平穏な日常の対価と考えれば高くもない。だが──」

「ひっ……」

　ぺたんと座り込んだ楓は、紅蓮の冷たい目に見下ろされて震えあがる。

「──あんたは可憐を巻き込んだ」

　呆ぼう然ぜんとする楓の前髪を鷲わしづかみにし、あごをクイッと持ちあげて。

　キスを迫るように顔を近づけて、低い声で言い放つ。




「俺の大切なモノを奪うつもりなら、容赦はしない。ゲームは人を殺せるんだってことを、身をもって教えてやる」




「……ッ」

　突きつけられた断罪の剣に、楓は戦せん慄りつした。

　積みあげてきたものが崩れていく音が聞こえる。

　入学以来、朝も昼も夜も、すべての時間を費やして遊戯ゲームに充あてた。

　すべての知性を総動員し、細心の注意を払ってひとつでも序列を上げてきた。

　そのためなら何でもした。

　コツコツと。コツコツと。搾さく取しゆし続けてきた、血のかたまりのようなＧＰ。




　その、すべてが──。




『──遊戯決着を承認します』

『敗者、Ｃランク、序列２３９位、楠くすの木き楓さん。５００００００５ＧＰを没収』

『勝者、Ｆランク、序列２７０３位、砕さい城じよう紅蓮さん。５ＧＰを獲得』

『勝者、Ｂランク、序列98位、砕城可か憐れんさん。５０００００００ＧＰを獲得』

『楠くすの木き楓かえでさん、ＧＰ残高減につき、序列を降格します──』




　失われた。どこまでも無機質な機械音と共に。




「ああああああああああああああああああああああああああああああ……!!」




　楠木楓は血を吐くように叫びながら、床を叩たたいた。

　涙が点々と散るその場所を見下ろして、




「──失って後悔するものなら、賭かけるなよ」




　そうつぶやくと、紅ぐ蓮れんは伏した女の横をすり抜けて席へと向かう。

　何事もなかったように。教室の片隅に取り残された楠木楓に、手をさしのべる者はない。敗れた者にかける言葉など、この学園の生徒にはない。あるとしたら、それは。

「……うわ、だせえ。あれじゃ、楠木も終わりだな」

「転入生にも勝てないんじゃね……。やっぱ７組のトップは、砕さい城じよう可か憐れんか」

　聞こえよがしの陰口が届くたびに、楓の背中がビクビクと震える。嗚咽おえつが乱れ、苦しみをあらわす。

　泣いている彼女をよそに、紅蓮は席についた。憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべている。紅蓮にとって、事後の空気は不快でしかなかった。

　隣の席に座った可憐が、何かに酔ったかのようなとろけた瞳で言う。

「さすがです。……切れ味は、衰おとろえておられないようですね。うふふ♪」

　そんな可憐の無む邪じや気きな微笑ほほえみから顔を背けて、紅蓮は机に伏した。

　耳をふさぎ、目をふさぎ、居眠りするように──




　この日、獅し子し王おう学園遊戯者序列は大きく変動する。




　──Ｃランク、楠木楓の転落。




　五千万ＧＰを妹に譲り、自らは序列に躍おどり出でることなく最下位に留とどまった転入生。

　その情報は学内ＳＮＳを駆けめぐり、声なき電子の噂うわさ話ばなしが囁ささやかれる。

　ある者は新たな才能の出現に歓喜し、ある者はそれでもなおＦランクのビギナーズラックだと侮あなどり、ある者は自分にも下げ剋こく上じようの機会があるのではと期待した。

　しかし、当の砕城紅蓮がそれを名誉に感じることはない。

　逆だ。最大限の後悔に苛さいなまれていた。

　──やってしまった。同級生を遊戯ゲームで叩き潰つぶすとか、完全に失敗だろ、これは。





　＊






　５ＧＰを賭かけた遊びと、五千万ＧＰを賭けた大勝負が決着してから半日ほど。

「……あー、しまった。やりすぎた……」

　夕ゆう陽ひの赤に染まる人ひと気けのない教室で、紅ぐ蓮れんは席に突っ伏して潰つぶれていた。

　そんな紅蓮を左右から挟み、可か憐れんと桃もも花かが笑顔で言う。

「やりすぎだなんて、とんでもありません、お兄様。その才能の片へん鱗りんを見ることができて、可憐は感激です♪」

「そうですよ！　桃花が全然勝てなかった楠くすの木きさんをあっさりやっつけちゃって！」

「やっつけたから問題なんだ。楠木の奴やつ、授業の間ずっと泣きながら睨にらんできたぞ……」

　しかも、それだけではなく。

「白しろ王おう子じの奴も、さっきまで五分間隔でメッセージを送ってきやがって……。うざすぎる。徹底的に無視したが、あいつ、しつこいなんてもんじゃないぞ」

「白王子朝あさ人とですか。……私も、あの人のことはあまり知りませんね。白王子グループの人間というだけで警戒対象ですし、近づかないようにしていましたから」

「正解だ。今後もそうしろ、可憐。ストーカーには近づくな」

「ご心配なく。私が近づくのはお兄様だけですから♪」

　それはそれで心配だな。将来とかいろいろ。

　そう思いながら紅蓮は、ふたたび頭をもたげてきた自己嫌悪にため息をついた。

「はあ……勝負の匂いを嗅かぎつけただけで目覚めちまうとか、敏感にも程がある」

　おまけに楓かえでを完膚なきまでに叩たたきのめしてしまった。あれでは、実力が知れ渡ってしまう可能性がある。

（正直、あんなに弱いとは思わなかった）

　まさにワンサイドゲーム。楓にもうすこし実力があれば、勝負は拮きつ抗こうし、紅蓮は僅きん差さの運で勝利できただけだと他の生徒達たちに印象づけられた。

　だけどこれは無理だ。いくらなんでも一方的すぎる。紅蓮が圧倒的な実力差で楓をボコボコにしたようにしか見えない。

　実際、中堅どころの楓が事実上序列争いから転落した事実は学内ＳＮＳで拡散し、今や祭り状態となっている。授業中もすさまじい勢いで自分に対する話題が飛び交っているのを見て、猛烈に胃が痛くなってきた。

（そもそも、こんな真ま似ねは二度とするつもりはなかったってのに……！）

　ほとんど中毒みたいなものだ。

　勝負の匂いを感じると体が勝手に共感覚シナスタジアモードになり、性格もねじ曲がる。人を騙だまし、傷つけ、大切なものを奪うことに、紅蓮の体はあまりにも慣れすぎていた。理性の部分でやめろと考えても、まったく言うことを聞いてくれない。

（そんな自分が嫌だから、足を洗いたいってのに）

　首を振って、紅ぐ蓮れんは嫌な思考を振り払った。

「やっちまったものはしょうがない……が！　今回だけだ。もう二度と遊戯ゲームはやらんぞ」

「そんな！　お兄様の才能を世に示さないのは日本の……いえ、世界の損失です！」

「そうですよ、紅蓮さま！　あのっ、ぜひ、勝ち方のコツとか教えてくれませんか!?」

　勢いよく、ほとんど抱きつくように訴うつたえてくる可か憐れんと桃もも花か。

　可愛かわいい同級生女子ふたりの顔が間近に迫る中、さして喜びを感じた様子もなく、紅蓮は素っ気なく言う。

「いやだ。というより、教えて身につくようなもんじゃねえし、お前には向いてない」

「わからないじゃないですかぁ！　コツさえ、コツさえわかれば！」

　抱きつかれ、桃花の豊かな胸が紅蓮の二の腕を挟んでいた。

　谷間をふっくらと挟むぬくもりも、乾ききった心にはただそれだけのものとしか感じず、紅蓮はうっとうしげに引き離そうとした。

「そうですよ、桃花さん。──お兄様はこれから学園の頂点に君臨するお方なのですから、あなたの相手をしている時間などありません。そうですよね、お兄様？」

「だから、それも御ご免めんなんだよ！　俺はもう引退した！　おしまい！　バイトしたり友達つくったりしながら、平和な学園生活を楽しみたいんだ。頼むから俺を巻き込まないでくれ、可憐！」

　反対側から引っ張ってくる可憐のぬくもり。

　こちらは圧倒的なボリューム感こそないものの、しなやかで純粋にさわり心地がいい。ゴムのような弾力があって、抱きつかれた腕に心地よさがあった。けど。

「生活費のたぐいは働いて稼ぐぞ。桃もも貝がいも夢みたいなこと言ってないでバイトでもしろ、家賃は成り行き上払っておくが、できるもんならお前も働け」

「そ、そんなこと言わないでくださいよう、紅蓮さま！　桃花の序列に、みんなの期待がかかってるんですう!!　駅に親しん戚せき総出で万ばん歳ざい三さん唱しようで送り出されたんですよ!?」

「……まじか。田舎ってすげえな……」

　駅に集う桃貝家の親戚一同を想像し、わずかに紅蓮が考え込む。

　チャンスとばかりに目を輝かせた桃花に、

「だが、俺には関係ない」

　とりつくしまもないひとことを返す。桃花は、「はうぅ……」と情けなくうなりながらへなへなとへたり込んだ。

　反対側の可憐は対照的にガッと立ち上がると、天を仰いで踊るように言う。

「でしたら、ぜひ私と学園の頂点に駆け上がりましょう！　お兄様の凄すごさを学校の愚ぐ民みんどもに見せつけ、真の支配者とは誰なのかを教育すべきです！」

「やらないって言ってるだろ!?」

「……お兄様、つれないです。私はただ、皆にお兄様の実力を認めさせたいだけなのに」

「自分の価値は自分で決める。余計なお世話だ」

　──そう。

「他人が俺にどれだけ高い値をつけようが、自分で認められなきゃ何の意味もない。

　──ただ、面倒くさいだけなんだよ、可か憐れん」

「え……!?」

　何気ないその言葉に深い悲しみを感じて、ふたりの女子は耳を疑った。

　あれほど力を示した彼が、紅ぐ蓮れんが、ひどく疲れたような顔をしている。ただのポーズやアピールではなく、心から自分がしたことを悔いているような、その顔に。

「……帰るぞ、ふたりとも。今日は疲れた」

「は、はいっ！」

「わかりました……」

　それ以上は何も言えず、立った紅蓮のあとについていきながら、

「う～……！」

　諦あきらめきれない桃もも花かと。

「ふふっ……♪」

　ほくそ笑えむ可憐。

　ふたりの気配を背中で察して、紅蓮は深く肩を落として言った。

「全然わかってないだろ、お前ら……」

　そうして、波乱万丈の学園生活。

　紅蓮の希望とは正反対の日々──二日目が、幕を閉じたのだった。






●日常、終了のお知らせ






　晴れた青空の下で、ひとりの少女が爪つめを嚙かんでいる。

　その高こう慢まんさを示すようにキッチリと整えた制服姿。

　押し殺した苛いら立だちをぶつけ続けた右手の爪だけがぼろぼろで、ほのかに血がにじんでさえいて──。

「……何とか……何とかしなければ。何とか……!!」

　ぎり、と奥歯を嚙みしめながら、楠くすの木き楓かえでは自問自答を繰り返す。

　早朝七時。昇降口のセキュリティが解除され、登校可能となるギリギリの時間。

　朝あさ陽ひのさす廊ろう下かを他の生徒の目を盗むように歩きながら、楓は悩み続けていた。

「このままでは……堕おちる。地の底……泥の中……底辺までっ……!!」

　それは、楓自身がこれまで食いものにしてきた数多あまたの雑ざ魚こどもと同じ末路だ。

　楠木楓は選良である。自分を選ばれた人間であり、優秀な人材であると信じて疑わず、弱者敗者を軽けい蔑べつしていた。

（わたくしが、敗者……？　あの雑魚どもと同じ存在……？　そんな、そんな……!!）

　それだけは──断じて認められない。

　序列上位に食い込むため、楓はあらゆる手て管くだを使ってきた。

　自分自身の手を汚さず、情報とＧＰを活用して──汚い手段で陥れ、利益を餌えさに懐かい柔じゆうし、時には同盟を結んだと見せかけて土壇場で裏切り、順位を上げてきた。

　それなのに。

（砕さい城じよう、紅ぐ蓮れんっっ……!!）

　あの男さえいなければ。あの男さえ転校してこなければ。

（……必ずや、復ふく讐しゆうを。必ずや、あの男に、報復を……!!）

　今、楓を支えているのは、そんな薄暗い感情だけだった。

（そのためにはまず這はいあがらなくては！　悪魔のシステムを利用してでも！）

　そのとき、楓の戦意の間かん隙げきを縫って、少女の甘たるい声が聞こえてきた。

「あら？　──何、あんた。一般生徒がこんなところに何の用？」

　獅し子し王おう学園の敷地は非常に広い。遊戯ゲームを中心に成り立つとはいえさまざまな部活や研究室、あるいは同好会などが乱立し、そのすべてを統括する組織として生徒会がある。

　生徒会管理棟──本校舎と渡り廊下でつながった近代ビル。

　ひとつ丸ごと、すべてが生徒会の持ち物だ。学園統括ＡＩ、ＳＡＩサイのサーバーが設置され、その巨大な演算力でしか処理できない最新設備と、歴代生徒会が遊戯を通じて蓄たくわえた、小国の国家予算を遥はるかに超える資産のすべてを詰め込んだ、究極の宝箱──。

「あなたは……」

「獅子王学園生徒会、会計。──時とき任とうミミよ。で、あんた誰」

　校舎と生徒会管理棟をつなぐ渡り廊下の入り口。

　そこに足を踏み入れようとしていた楓かえでの前に、ひとりの少女が立ちはだかっている。

　身長、１４０センチ。中学生どころか発育のいい小学生と言っても通じそうなあどけなさ。睨にらむような半目とぶっきらぼうな物腰さえも、その愛らしさを損ねてはいない。

　ウサミミのフードで頭をすっぽりと覆っているのがまた幼さを助長している。

　時とき任とうミミ。生徒会の幼蛇イノセントバイパーと呼ばれる実力者だ。

「楠くすの木き楓と、申します。時任先輩。あなたが毎週開催しているという『遊戯会』。学年にかかわらず生徒同士の交流を目的とした──」

「ああ、『格付け審査会』の参加希望ね。オッケーオッケー♪」

　ミミはころりと表情を明るいものに変えた。

「賭かけ金は、最低５００万ＧＰからだけど──平気よね？」

　ふざけるな、と言いたくなる気持ちをぐっとこらえて、楓は深く頭を下げた。

「ええ。……問題ありませんわ。手続きの方、お願いします」

「じゃ、そこで待っていなさい！　すぐに手続きしてあげるから」

　子犬のような足取りで生徒会管理棟へ駆けていく『先輩』を睨みつけ、楠木楓は震えている。

　資金は正直心もとない。今の手持ち、５００万ＧＰでは話にならないのはわかっていた。

　恐らくミミにとっては思わぬ獲物が飛びこんできた、程度の感覚だろう。

　だが、それが勘違いだと思い知らせてやる。なぜなら、自分にはまだ切り札があるのだから。












（──ＧＰに換算していない、わたくしの個人資産）

　およそ……一億円。

　楠くすの木き家が一族で経営する日本有数の建築会社、楠木建設の株式。獅し子し王おう学園入学にあたり生前贈ぞう与よされたそれを抵てい当とうに、切り札として温めてきた虎とらの子の現金がある。

　本来なら手をつけるつもりはなかった。学園序列上位に至るまでの資産は自力で稼ぐ、そう考えていたからだ。

　その、あくまで保険であり、将来の布石だったはずの切り札を。あえて、この場で切る理由は。

（待っていなさい、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん……!!）

　ひたすらに、この屈辱を晴らすため。

　傷つけられた誇りを取り戻すために、楠木楓かえでは虎こ口こうへ飛び込む。
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　一方、そんな不穏な空気をよそに、その日の紅蓮は──

「おい、桃もも貝がい。──俺の上履きに何をしてるんだ、お前は」

「おはようございます、紅蓮さま。おみ足寒くないように、桃もも花かが温めておきました！」

「……木きの下した藤とう吉きち郎ろうか、お前は」

　朝、ブラウスに上履きを入れて温めていた桃貝桃花にツッコミを入れ。

「何だ、この砂糖まみれの小枝は？」

「小枝じゃないですよ、パンの耳ですっ。ひと袋50円、近所のパン屋さんで買いました。揚あげてお砂糖をまぶしてありますから、おいしいですよ？」

「……甘すぎる……」

　昼、ビニール袋いっぱいのパンの耳を牛乳と共にポリポリかじり。

「お帰りですか、紅蓮さま。では、桃花がお送りいたしますっ！　さあ、どうぞ！」

「待て。落ち着け、桃貝。……何だ、その猫ねこ車ぐるまは。そんなもん、どこから持ってきた!?」

「そこで道路工事をやっていたのでおじさんに頼んで借りてきました」

「借りるな!!　って言うか、まさかお前それで俺を運ぶつもりじゃないだろうな!?」

　放課後、猫車を玄関に押してきた桃花を追い返し。

「おい、桃貝。何だ、この泥の山は!?」

「泥じゃないですよう、紅蓮さま。桃花の実家から送ってもらったおイモです。朝掘ったばかりですから泥つき、新鮮なのでおいしいですよ？」

「……そういうもんなのかもしれんが、なぁ……」

　帰宅したなら、玄関先の大荷物にびっくり仰天して──。

「お兄様。そろそろひとこと言わないとどうにもならないと思いますけれど」

「そう思うならお前が言ってくれてもいいと思うんだが……可か憐れん」

「桃もも花かさんの主人はお兄様ですもの。……決して嫉しつ妬としているとかそういう話ではなく、私の反対を押し切って主あるじとなったお兄様の役目です、それは」

「……そうかもしれんが、なあ」

　泥まみれの玄関先で、紅ぐ蓮れんはほとほと困り果てたように肩を落とした。

　宅配便で送られてきた大量の農産物。素っ気ない紙袋にギッシリ詰まった泥と芋いもの重さに負けて、落っことした結果がこの惨さん事じである。我ながら、驚くほど腕力がない。

「大丈夫ですよう。すぐ片付けますから、このくらい。袋はガムテで補修します」

「お、おう……」

　手慣れた様子で玄関を片付けはじめている桃花を眺め、紅蓮は嘆たん息そくした。

「今日一日、朝からずっとくっついてきやがって……。おかげでバカみたいに目立つわ、学内ＳＮＳに晒さらされるわ、隷徒って皆こうなのか？」

　生徒手帳アプリに書かれた規則によれば、隷徒とはＧＰを失い破産した生徒を保護するために設けられた制度ということになっている。

　主となった生徒は隷徒の生活を保証し、衣食住を与え適切に管理する義務を負い、隷徒はその対価として主に絶対服従しなければならない。

『命令』の範囲は自己裁量に任せられており、ほとんど奴隷制度だ。

　しかし隷徒に対する過度な虐待や暴力は生徒会の処罰対象となることもあり、表立ってひどい扱いをすることもなく、そのほとんどは──

「──もてない男が強引に恋人がわりにしたり、その逆だったりですね」

「ちょっと待て、可憐！　じゃあ、俺も同級生からそんなふうに見られてるのか？」

「ご安心ください、お兄様。私は違うと理解していますから」

「お前にだけ理解されてもしかたないだろーが！」

　まずい、と叫んだ姿勢のまま紅蓮は思った。

「このままじゃ俺はとんだ鬼畜野郎じゃないか……。楠くすの木きが今日来なかったのも、何だか俺のせいみたいに学内ＳＮＳに書かれてるし。俺の立場はどうなる……！」

「お兄様、エゴサーチはほどほどにしておいたほうが心安らかでいられますよ？」

「お前らがそうさせてるってことを自覚しろ！　……これだから情報化社会は……」

　放課後、学校から帰ったばかりの玄関先。泥まみれの玄関に突っ伏した姿で今日一日を思い出す。ひそひそ囁ささやかれるネットとリアルの噂うわさ話ばなし、その渦中にあるプレッシャー。

「今日なんかクラスのグループメッセージに俺だけ登録されてなかったぞ……。いじめか。これはいじめってやつなのか。ちゃんと代表者に申請出したぞ、俺！」

「あれは基本的に、楠木さんをはじめとする序列低めの方々が、さらに底辺の方々を食いものにするための連絡網ですから。頭を潰つぶしたお兄様を入れるはずがないでしょう」

「修羅の国か、この腐れ学校は……。おい、桃もも貝がい」

「はい？」

　可か憐れんと紅ぐ蓮れんの会話をよそに黙もく々もくと芋いもを片付けていた桃もも花かに話しかけると、彼女は両手に芋を持ったまま首をかしげた。芋がやけに似合う奴やつだ、と頭を搔かきながら、

「お前も頼むから普通にしろよ。名目だけとはいえ、お前は俺の隷徒だ。命令には従え。頼むから俺を放ほうっておいてくれ。普通に接しろ。媚こびるような真ま似ねは不愉快だ」

「そ、そんなこと言われても！　桃花は、紅蓮さまにぜひ気に入っていただきたくって、精一杯お仕えしてるだけなんです。どうか、お許しください！」

「それが迷惑だと言ってるんだ。自分のことは自分でやるし、人肌に温められた上履きや猫ねこ車ぐるまタクシーなんぞいらん。……ほぼ嫌がらせだぞ、あれ」

「そんなぁ……」

　芋を両手にがっかりする桃花。そんな姿に多少罪悪感を誘われ、紅蓮は尋ねた。

「そもそもお前、何で俺に気に入られたいんだ？」

「はい。……桃花、紅蓮さまにぜひ、教えていただきたいことがあるんです！」

「何だそりゃ。勉強なら俺よりお前の方が成績はいいだろう」

　かなり意外だったが、桃もも貝がい桃花は頭がいい。というより、勉強ができる。

　やはりそこはエリート揃ぞろいの獅し子し王おう学園生だということだろう。基礎教養を学びはしても、きちんと授業を受けたことのない紅蓮では到底敵かなわないほど、桃花は優秀だった。

　だが、そんな穏便な憶測は、次の言葉で吹っ飛ぶことになる。

「桃花は、強くなりたいんですっ!!　遊戯ゲームに勝って、隷徒の身分を抜けて、もっともっと序列を上げて帰らないと、うちの農場が潰つぶれちゃうんですからっ!!」

「……あー、確かに前もそんな話をしてたな。確か農地開発にかかってたんだっけか？」

「はいっ。それだけじゃありません。高ランクで獅子王学園を卒業すれば、そのあと事業をしていくのにすごく有利になるんです。桃花には、ビッグな夢がありまして……！」

　ふんす、と鼻を鳴らし、瞳を輝かせて桃花は叫ぶ。

「これからの農業はグローバルで、アクセラレーションされてなければいけません。そう、日本のみならず世界のニーズに従って、おいしい作物を売る！　コレですよ、コレ！」

「思いっきりカタカナ発音なのはともかく、単語の意味わかってるのか、桃貝……？」

「なんかこうグワーッといく感じだと理解してます！」

「ダメだ、こいつ……」

　わかっちゃいたがやっぱりバカだ、と紅蓮は思った。

「つまり、実家のピンチを救いつつ、実家の農場をでかくしたいってことか？」

「はいっ!!　そのためには、国際的なビジネス感覚を磨みがける獅子王学園を卒業して、将来ビッグになる準備をしなきゃだめだって、お父さんが言ってました！」

「しかも受け売りかよ……」

　思わず頭痛を覚えて、紅蓮はこめかみを押さえた。どこまでもまっすぐキラキラした目で玄関先からこっちを見上げてくる桃花を、じっと見つめる。

　たぶんこいつは純粋なのだ、と理解した。親に言われた言葉、親に求められた期待に、心から応えようとしている。きっとそれは、こいつ自身の夢でもあるのだろう。

（が、無意味だ）

　頭の中の、もうひとりの紅ぐ蓮れんが。

　誰よりも冷たく、誰よりも頑かたくなに──断言する。

「何かと思えば、本気でくだらないこと考えてやがるな……。そんなことのためにリスクを踏んで『遊戯ゲーム』なんぞやってたのかよ、桃もも貝がいは」

「そ、そんなことってひどいですよ！　これは桃もも花かたち一家の夢で……！」

「お前んちの夢は否定しないさ。だが、手段が思いっきりバカだろう。農園を続けたい、経営を拡大したいってのはわかるが、なぜそれでこんな学校に入るんだ」

　遊戯にハマり、財産を賭かけてリスクを踏むより、遥はるかに効率のいい方法があるはずだ。

　たとえばまともな農業学校に通ってしっかり農業について学んだり、経済や経営に強い高校や大学だっていくらでもある。獅し子し王おう学園を高ランクで卒業することは、夢を叶かなえる大きな力にはなるだろうが、決して必要不可欠な条件とは思えない。

「──農地を売れば金が入るんだろう？　別の土地に移転して続ければいい。経営を拡大するにしたって、普通にビジネスを勉強してやればいいだろ。そのあたりの過程を、全部『遊戯』なんてバクチで吹っ飛ばして、楽しようとしてるようにしか見えないぜ」

「も、桃花は、そんなつもりじゃ……！」

「勘違いするな、俺はお前の夢を否定してるわけじゃない」

　それどころか、応援したいとさえ思っている。

　わかりやすい夢、目的、家族と一緒に求める人生の目標。それは自分にはないものだ。望めば何でも手に入る、ダイスをころがしカードをめくって奪ってばかりの人生は。

（……つまんねえんだよ）

　勝って奪ってねじ伏せて、自分は大して欲しくもないけれど、誰かにとって大事なものをいくら手に入れたところで、何も楽しくなんかない、と──知っているから。

「地に足をつけて、苦労しながら普通にやれよ。そのほうが絶対うまくいくぞ」

「う～……!!」

　そう言うと、桃貝桃花は黙だまりこみ、瞳に大粒の涙さえ浮かべて紅蓮を見上げた。

　悔しいのはわかる。夢を否定されて気分のいい奴やつなどいない。自分でもいやな奴だと、いやなことをしているとわかっている。何かフォローすべきだろうか、と考える。

　だが、噓うそをついたつもりはない。慰めの言葉なんて思いつかない。だから結局何も言えず、ばつの悪い思いでしばし紅蓮は黙ったまま、じっと桃花と見つめ合って。

「……それでも」

「何？」

「それでも……諦あきらめたく、ないですっ!!」

　ぶった斬ぎるように言いきられ、紅蓮は面食らったようにまばたきした。

「あの……。確かに、桃花は弱いです。頭だってよくありませんし、すぐ目の前のことに夢中になって、細かいことを忘れて熱くなります。けど、けど……！」

「それがわかってるなら、止やめとけよ……」

「でも、諦あきらめたくないんです！　ずっと育ってきた家や土地を捨てたくない。もうこんな思いをせずにすむように、農場を大きくしたい。──どっちか、じゃなくって」

　すさまじく、虫のいいひとこと。

　どうしようもない欲にまみれた──けれど、だからこそ強い言葉で。

「どっちも、桃もも花かは欲しいんですっ!!」

「……桃もも貝がい。お前、人の言うこと聞くようで、まったく聞いてないだろ……」

「いえ、聞いてます。あの楠くすの木きさんを倒した紅ぐ蓮れんさまは、すっごく遊戯ゲームが強いです。なら、紅蓮さまの強さを学べば、きっと桃花も強くなれるって……そう思うんです!!」

「……もしかして、そのために俺のあとをつけ回してたのか？」

「はいっ！　ものごとの秘ひ訣けつは、間近で見て盗むのが基本ですから！」

「つくづく、いつの時代の人間だよ、お前は……」

　世の中がどんどんマニュアル化していく流れに全力で逆行するような考えだ。

　しかし桃花は、本気だ。彼女の目には、赤々と炎が灯ともっているようで──自分の選択を微み塵じんも疑っていない。子どもがヒーローを見るように紅蓮を信じて、そして。

（……強くなれる自分を、信じてる）

　それだけはこいつのいいところだな、と紅蓮は思う。

「諦めるつもりはないのか？」

「ありません！」

「なら、俺につきまとうのをやめるつもりは？」

「それも、ありません！」

「……絶対服従って規則はどこ行ったんだよ……」

「そう思われるのでしたら、容赦なく契約を破は棄きなさればいいではありませんか」

　ずむっ、とそれまで沈黙を守ってきた可か憐れんが脇わき腹ばらを突いてきた。

　長い指で肋ろつ骨こつの隙すき間まをつつかれ、微妙に痛い。

「いたっ、いてっ！　可憐、お前まだ桃貝のことを根に持って……いてっ!?」

「しーりーまーせーんーっ！　……えい、えいっ」

「すねるな、つつくな！　契約破棄か。まあ、それも考えんでもないが……」

「はうっ!?」

　脇腹をガードしながら桃花に視線を向けると、彼女は派手に震えた。

「そ、それだけは許してください、紅蓮さま！　何でしたら、明日は朝からもっと過激なご奉仕をさせて頂きますから。その、いやらしいことも我慢しますし……！」

「いらん！　やめろ！　お前がそういうことを口にするたびに、俺の求める日常路線が、変な方向にずれていくんだ。まったく……」

「とはいえ、このままでは話が平行線のままですよ、お兄様？」

　可か憐れんの指摘はもっともだ。スパッと契約を破は棄きしないかぎり、桃もも花かは媚こびるというか、尽くすというか、微妙にピントのずれた奉仕を続けるだろう。

　いつか紅ぐ蓮れんが音を上げて譲歩するまで。それを計算でやっているなら立派な悪女だが、彼女の場合は純粋な善意も少なからず混じっているのが厄介だった。

（打算ずくなら、さっさと追っ払ってやるところだが……）

　奉仕という対価を払い、自分から譲歩を引き出そうとしている。彼女が紅蓮に渡せるものなど、労働力以外は体ぐらいしか残っていないのだから、当然の結論だろう。

　もしここで契約を破棄して追い払えば、桃花はたぶん失望しつつも諦あきらめきれないまま、他の生徒の隷徒になる。そして、おそらく、近い将来また破は滅めつするのだ。

「……かかわりを持った奴やつに目の前で露ろ骨こつに破滅されると困るんだよ。鬱うつ展開とか寝ざめが悪いなんてもんじゃないぞ。ちくしょう」

「バッドエンドはお嫌いなのですね、お兄様」

「あたりまえだ。物語はハッピーに終わるべきだろ。傍はたから見てるだけならともかく、当事者ならなおさらだ。ああまったく、面倒くさい──」

　しみじみと息を吐き、芋いもを持って立つ桃花に視線を合わせて。

「……わかった。教えてもいい、ただし条件がある」

「ほ、ほんとですかあっ!?」

「こんなつまらんことで噓うそなんかつかねえよ。……一日一回だけ、『遊び』で相手をしてやる。賭かけは一切なしだ。一度でも俺に勝ったら何でも教えてやるさ」

「ふえっ!?　か、勝たなきゃだめなんですかあっ!?」

「あたりまえだ。俺だって何の見込みもない奴を相手に無駄な時間を使いたくないからな。できなきゃすっぱり諦めて、田舎に帰れ」

「は、はいっ!!　帰りませんけど、がんばりますっ!!」

　にっこり。

「っ!!」

「お兄様、何を身み悶もだえしていらっしゃるのですか？」

「わかってて訊きいてるだろ、可憐……!!」

　意地悪な奴め。そんな妹に育てた覚えはないぞ。……実際、育ててないわけだが。

（少しは頭を使えよ桃もも貝がい……。俺に勝てりゃ、教えることなんざ何もねえよ）

　無理難題以前に、達成不可能な命題だ。紅蓮の情報を知らないが故ゆえとも言えるが、この恐れも疑いもほとんどない、純粋すぎて抜けた少女に負ける確率は──ゼロだ。

　もし可能性が１％でもあるのなら、自分はとっくに敗れていた。そんなことも知らずに、桃花はうれしそうに目をキラキラさせて、玄関の土を片付けている。

（……あの目で見られると、弱いな）

　なけなしの良心がチクチク痛む。

「……ちゃんとつきあってやるから、明日から妙なつきまとい方はやめろ。クラスメイトとして普通に接してくれ。わかったな。できないならこの話はなしだぞ」

「は、はいっ!!　紅ぐ蓮れんさまっ!!」

「ほんとにわかってるんだろうな、まったく……」

　肩を落として、紅蓮は玄関先に桃もも花かを置いて部屋に向かう。

　……今日は本当に疲れた。さっさと休みたい。





　＊






『日常』という言葉に、砕さい城じよう紅蓮は憧あこがれてやまない。

　国語辞典的な意味ではなく、娯楽作品のジャンル的な意味の『日常』だ。

　派手なアクション。血なまぐさいバトル。意地と誇りが激突する熱い展開。──知るか、そんなもの。毎日見てんだ慣れてんだ、もうとっくに飽きている。

「平穏無事に過ごす一日だ。何のストレスもなく、可愛かわいい女の子やいい男達たちが、健やかに、毎日を楽しそうに暮らしてる、ただそれだけのやつだ。わかるか、可か憐れん」

「はあ」

「俺は、ようやくそれを手に入れた気がする。──相変わらずぼっちだが、そこは妥協だ。憧れの学校生活に加えて友達とか、もう贅ぜい沢たくすぎる願いだからな」

　──何言ってやがるこの野郎、と聴いていた同級生達から殺意が湧わいた。

　桃花との『話し合い』から三日が過ぎた朝の教室。

　当然ながら、三度の挑戦はすべて、紅蓮の圧倒的な勝利に終わっていた。その間、妙なつきまといも過剰な接待もなく、昼を一緒に食べるとか、宿題をやるとか、可憐も交えてごくあたりまえの同級生らしい『つき合い方』ができていて、うれしい。

（やっぱり、『日常』はこうじゃないとな）

　しみじみ思う。ストレスのない生活、すばらしい。

「転入初日から妙なのに絡まれ、席をケチャップまみれにされて……正直最悪の学園だと思ったが、住めば都みやこというやつだな。はっはっは！」

　機嫌よく笑う紅蓮だった。学内ＳＮＳの炎上も三日も経たてばずいぶん収まり、自分の名が知らないところで噂うわさ話ばなしのタネになることも減ってきた。

「お兄様がそんなに世間の目を気になさるなんて、不思議ですね。ご不快でしたら、力でねじ伏せてしまわれるかと思っていました」

「俺はどこの世紀末覇者だ。いちいちそんな面倒くさいこと、やってられるか」

　そもそも、そんな生活に疲れたからここにいるのだ。

　だらしなく席に座り、隣席で相あい槌づちを打つ可憐を眺めてぼうっとしていられる心地よさ。ようやく手に入れたのんびりした日常を、二度と手放す気にはなれない。

（あと一週間もしたら、完全にほとぼりが冷めるだろう……）

　もともと、獅し子し王おう学園はそういうところだ。毎日のように何かが起きている。華はな々ばなしいデビューを飾ろうとも、何事もなく一週間も過ごせば話題は風化し、忘れ去られるはず。

　そうなってしまえば、完全に待ち望んだ平和な日常が手に入る。遊戯ゲームや序列にガツガツしていない、気の合いそうな男友達を探すなり。妹と親睦を深めるなり。

　なりゆきとはいえ主従となった桃もも花かの人生がうまくいくよう、『遊戯』とは関係ないところで多少相談に乗ってやってもいいだろう。たとえば大学受験とか、就職とかだ。

「なあ可か憐れん。サラリーマンになるためには何が必要だろうな。やはり覚悟と根性か？」

「さあ……。ですが、世に氾はん濫らんする社畜という言葉から、忍耐も必要なのでは」

「やはりそうか。別に大企業に就職する気はないし、働きすぎて過労死とか論外極まる。できればほどほどに楽で、給料と有給がそれなりにある暮らしがしたいんだが」

　やはり公務員か、と真剣に紅ぐ蓮れんは思った。何と言っても親方日の丸。田舎町の市役所で戸こ籍せき係とか庶務課とかすぐやる課とか、そんな感じの適当な部署に配置されたい。

　そして美人でなくてもいい、性格のいい妻と高校時代につくった気安い友達、生意気でも腕わん白ぱくでもいい、可愛かわいい子どもに恵まれて──そんな人生設計を可憐に語ると、

「……どこか遠くの街で、兄妹きようだい水入らずの二人暮らし、という選択肢はありませんか？」

「はは、可憐は甘えん坊だな。ま、それも悪くないとは思うが」

　答えつつ、正直ないな、とは思う。

　可憐は美人すぎて目立つし、何より不慣れな今はともかく成人した後ならば、味わってみたいではないか。自由気ままな独身生活というやつを。保護者もお目付けもない生活は、不健康そうではあるが魅力的だ。「……よっしゃ」と小声でガッツポーズを決める可憐を微笑ほほえましげに見守りながら、そんな将来に想おもいを馳はせていると──

「おい、あれ……!!」

　──弛し緩かんした思考を叩たたき切るように、嫌な空気が流れてきた。

「ん？」

　同級生達たちのざわめき。席についたまま紅蓮は眉まゆをひそめ、その源に目をやった。教室のロックを認証して開け、扉をくぐって現れたのは──

「……楠くすの木き、か？」

　言葉尻じりに疑問符がついたのは、紅蓮が我が目を疑ったからだ。

　楠木楓かえでという少女の初対面の印象、豪ごう奢しやなドリルの金髪、自信に満みちあふれた物腰態度、一分の隙すきもない制服、セレブという言葉が似つかわしい節制された肉体。

「……ううっ……くっ……ううううううっ……!!」

　彼女は、そのすべてを失いかけていた。

　制服は着ている。ただし、上着だけだ。ネクタイもブラウスも、柔やわ肌はだを隠すものが何もない──裸に制服の上着を羽織り、辛うじて伸ばした裾すそで身を隠している。

　泥と擦すり傷きずにまみれた貌かお。薔ば薇ら色いろに輝いていた頰ほおは青ざめ、金髪には煤すすけたような汚れがしみついて、まるで燃え尽きた抜け殻か、焼け出されたようなありさまだ。

　──明らかにおかしな格好の中、さらに異常なものがある。

「……首輪？」

　それも、犬用の首輪だ。

　引き綱を結ぶための金具がついた堅けん牢ろうなつくりのそれには獅し子し王おう学園の校こう章しようが燦さん然ぜんと輝き、それを目にした生徒達たちは──いやらしい目を向けていた男子生徒まで、目を逸そらす。




　楠くすの木き楓かえで。




　紅ぐ蓮れんに敗れた翌日から教室に現れないまま、三日ほど経たっていた彼女は──今まさに、売り飛ばされる寸前の奴隷といったありさまに、変わり果てていた。

　ふらふらと、幽霊のような足取りで彼女は教室に入ってくる。

　進路上にいた生徒が避ける中、自分の席に向かい……スカートすら穿はいていない、大切な部分がぎりぎり見えそうな醜しゆう態たいを晒さらしながら、崩れるように座り込んだ。

「……おい、楠木。お前」

　彼女を直視しないよう目を細めつつ、声をかける。

　すると、楓は力ない動きで紅蓮を見る。ぼうっとした、生気のない目。

　ピントのずれた瞳が紅蓮を映したとき、初めてそれはわずかにぶれて──

「何でも、ありませんわ」

「何でもないってことはないだろう。何だ、その格好。制服はどうし──」

「……っ!!　貴方あなたには、関係ありませんわ。砕さい城じよう紅蓮!!」

　嚙かみつくような叫びと共に、こらえていた涙があふれる。バネが弾はじけるような勢いで、薄汚れきった姿でありながら、精一杯の虚勢をこめて胸を張る。

　下着のない胸がまろび出そうになりながら、それでもできるだけ強く。

「勘違いなさらないで。これはわたくし自身の過ちです。安い同情など必要ありません！　わたくしは……わたくしは、ただ……ただ……!!」

　血を吐くような言葉だった。

　そしてそれは──

（……聞き慣れた）

　二度と聞きたくないと紅蓮が思っていた、遊戯ゲームによって破は滅めつした者の叫び。

「わたくしは……ただ、敗まけた。それだけのことなのですから……!!」

　それが限界だったのだろう。彼女はそこで息を詰まらせ、席に伏した。

　せめて泣き顔を見せまいと、最後の意地を張ったのだろう。辛うじて残った上着の袖そでで顔を隠し、泥だらけの背中を震わせる。押し殺した嗚咽おえつが、静まり返った教室に響く。

「……」

　それなのに、同級生達は──何も言わない。

　同情と哀れみの目で楠木楓を囲みながら、まるでそれが『日常』のごとく。

　何も言わぬまま、皆が無言でデバイスをいじる。今さら確認するまでもなく、学内ＳＮＳのホットワードに楠くすの木き楓かえでが現れたのはすぐにわかった。

　言葉ではない、電子の網の中で活発に響く噂うわさ話ばなし。楠木楓は、丸めた背中に見えない無数の石をぶつけられているのだ。

「彼女は、敗まけたんだよ」

「……ッ」

　唐突にかけられた声に、紅ぐ蓮れんは振り向く。

　ここ数日空席だった背後にいつのまにか、白しろ王おう子じ朝あさ人とが座っていた。銀髪を揺らして、静かに震える楓を見ながらふるふると首を左右に振り。

「乾けん坤こん一いつ擲てき、復権を賭かけた大勝負。生徒会会計、時とき任とう先輩主催の『格付け審査会』でね」

「……何だ、そりゃ。バラエティ番組の企画か何かか？」

「似たようなものさ。要は学年やクラスの壁に阻はばまれて自由に遊戯ゲームができない生徒のため、生徒会が主催して開く遊戯会だよ。非常にレベルが高く──当然、レートも高い」

　楓の無む残ざんなありさまは、そこで負けたせいか。

　納得すると共に、胸に苦いものがこみ上げてくる。

「……旧時代じゃあるまいに。今時、マジで身ぐるみ剝はがすこともないだろう」

「しかたないね。彼女の首輪を見ただろう？　校こう章しよう入りの首輪……あれは生徒会を主人に選んだ『隷徒』の証あかしだ。彼女は売ったんだよ、生徒会に、何もかもね」

「……何もかも？」

「ヒトとしての尊厳をさ。行動の自由。服を着る自由。情報を隠す自由……君のところの桃もも花かさんもしていたよね。それより、ちょっとキツめに抵てい当とうに入れたみたいだけど」

　言いながら、白王子朝人はデバイスに触れた。

　数度のフリック操作と共に紅蓮のデバイスに着信が現れ、いくつかの動画ファイルや文字データが表示される。わずかに迷ったもののそれを開いてみると──

「……何だこりゃ。生命保険屋の書類か何かか？」

「似たようなものかな？　校内ＳＮＳの発言権、削除依頼権や制服を着る権利……学校内でその人に設定された『権利』、そのすべてに値段をつけて売るサービスだよ」

　そんな奉仕サービスがどこにある。

　そう言いたい気持ちをぐっとこらえ、一見無機質でデジタルな──しかし、あまりにも細かく設定された設問の量に粘つく邪気をにじませた書類を、紅蓮は眺めた。

（悪魔の契約書ってものが実在するなら、こういう代しろ物ものだろうな……）

　救いの手のふりをして、喰くらう獲物を値踏みするシステム。

　それは、数字に換えられた──デジタルな悪意そのものに思えた。

「……最悪のシステムだ。学校ぐるみで人身売買までやってるのか？」

「外の法律はこの学園には関係ない。次代の遊戯者を育成することが最優先事項、強い者は生き、弱い者はその餌え食じきとなる。獅し子しの王を育てる。だからこその──」

「獅し子し王おう学園、ですよ。お兄様」

　決めるはずの台詞せりふを横から可か憐れんに奪われ、朝あさ人とはおやっ、と声をあげた。

「可憐さん、聞いてたのかい？　なら黙だまってないで、会話に交ざってくれてもいいのに」

「聞いていました。あなたのような男色趣味と本来口はききたくないのですが、これ以上お兄様に色目を使われるのも気持ちが悪いので、止やむを得えず」

「その言い方はガチの人にすごく失礼だと思うよ。僕は強い人が好きなだけだし。男でも、女でも、性別なんかどうだっていいさ。楽しませてくれるなら、ね？」

「お前の性癖はともかく──とんでもない連中らしいな、生徒会ってのは」

　人身売買めいたサービスの存在だけでもおぞましいが、それを組織的に運営し、かつ何の咎とがめもないあたり、そうとしか表現できない。

「獅し子し王おう学園生徒会は、全員が学内序列10位圏内──いわゆるＳランク遊戯者のみで結成された、文字通りの最強集団です。序列、権限、地位、すべてにおいて敵はいません」

「やりたい放題、ってことか」

「ええ──たとえば、通貨をＧＰに換算するシステムは生徒会の管理下にあります。その手数料やレートの操作だけでも天文学的な利益を生みますから」

　生徒会入りした者達たちに与えられる巨大な特権。現代日本を──いや、世界を動かすトップエリートの多くは獅子王学園のＯＢ、元生徒会メンバーだ。

　創立以来脈々と蓄たくわえられてきた人脈は、文字通り法を捻ねじ曲まげ、経済を操る。獅子王学園の上位序列に食いこめば、その巨大な派閥に加わるチケットを手に入れたと言える。

「桃もも花かさんが狙ねらっていたのも、それでしょう。Ｂランク圏内なら十分に国政を動かし得る人脈が手に入りますから。地方の再開発計画などたやすく潰つぶせますわ」

「呆あきれるな。民主主義とか法律とか、そういうものはガン無視か？」

「建前は本音を隠すオブラートに過ぎませんから。権力者がそれを望むなら、民衆の目が届かない裏で利益を独占するなど、たやすいことです」

　──ああ、その通りだよ、可憐。

　淡々と感情を交えず諭さとしてくる妹に、胸中で紅ぐ蓮れんはそう答える。

　胸むな糞くその悪くなるシステム。数字で、チップで、札束で──積み上げた数字だけを拠より所どころに勝者と敗者を選別し、勝者はすべてを手に入れ、敗者はすべてを失う冷酷な構造。

（……ショックを受けるほど、初う心ぶじゃない）

　社会の裏、汚らしい面は飽きるほど見てきた。

　だからこそ、離れたかった。

　腐り果てた世界を出て、まっとうで綺き麗れいな世界に行きたかった。

　そしてたどり着いた、この教室で──。

「ううっ……ふぐっ……うううう……くぅぅぅっ……!!」

　押し殺した楓かえでの悲鳴。嗚咽おえつ。歯を食いしばり、精一杯顔を上げて、彼女は耐えていた。

　頰ほおをつたい落ちる涙を拭ぬぐいもせず、羞しゆう恥ちに震えながらもまろび出そうになる体を隠さずに、できるだけ胸を張ろうと頑張っていた。

　不思議と、それが気になって──

（ばかなことを、するからだ）

　そう思いながらも、紅ぐ蓮れんは目が離せなかった。






●悪の巣






　──クオリアシステム。

　獅し子し王おう学園が遊戯者の教育機関として最高峰たる理由は、全世界でただひとつ、それを学校として所有しているが故ゆえである。

　あらゆる戦争が過去のものとなり果てた時代。しかし、人々はあらゆる軋あつ轢れきを解消するため擬似的な戦争、競争の術すべを求めていた。武力を用いず、血を流さず──かつ、不正の可能性を完全に消し去った、平等かつ堅けん牢ろうな裁さい定てい装置、全闘争の審判。

　ひとりの天才によって基礎システムが構築され、彼の死を以もつて完全にブラックボックスと化した機構。外部からの干渉を受け付けず、今や整備技術者すら不正は不可能。３Ｄ映像と物理演算、そしてＶＲ技術やＡＲ技術の粋すいを凝こらしてありとあらゆる特殊環境を擬似的に再現する装置。

　それを有するのは国家かそれに準ずる機関、特別な認定を受けた大企業のみ。そして、教育機関として初にして唯一の『分枝』を受けたのが、獅子王学園なのだ。

「──だからこそ、この学園の卒業生は即戦力となります。いかなる『遊戯ゲーム』においても、クオリアシステムに熟練している者とそれ以外では、歴然たる差がありますから」

　放課後。誇らしげにそう語る可か憐れんに、紅蓮は胸中でつぶやいた。

（いや、知ってるし、腐るほど使ったっつーの……）

　学園統括ＡＩ、ＳＬＳSchool Life SupportＡＩ──ＳＡＩサイもまた、その副産物に過ぎない。超高速処理能力を必要とするクオリアシステム、その維持に用いられるコンピュータの余剰出力を以もつて、小都市に匹敵するこの学園すべての機能が維持されているのだから。

「まさかとは思ったけどな。日本政府にどんなコネがあったら、クオリアシステムの分枝なんぞ引っ張ってこれるんだよ、あのオッサン。総理に枕まくら営業でもしてんのか」

　楠くすの木き楓かえでの凋ちよう落らくを目撃したのと同じ日の放課後。

　さっさと帰ろうとした紅ぐ蓮れんを強引に連れ、可か憐れんが案内してくれたのが、ここだ。学園教室棟から渡り廊ろう下かでつながった建物、体育館のような巨大施設。

　その外観は、古代ローマの闘技場に似ている。すり鉢に似た形をした競技場の地下には、最新鋭のシステムが巨人の脳のう髄ずいのように詰め込まれ、その神経系は学園全体を覆っている。

「──クオリアネスト。教室や廊下で細こま々ごまと行われる遊戯ゲームなど、これを使って行われる真の遊戯に比べれば、お遊びとしか言いようがありません」

　高い天井に声が響く。どこまでも続く白いタイルに覆われた、真っ白な巨大空間。

　ちょっとした野球場くらいの大きさがあるだろう。窓ひとつなく、完全な空調のおかげで息苦しさこそないものの、雪せつ原げんめいた色に包まれた密閉感は相当なものだ。

「ほえ～……。意外と広いんですねえ」

「ちょっと待て、桃もも貝がい。なぜお前が感心する。使ったことないのかよ？」

「ないですよう！　クオリアを使えるのは、序列上位の人か……よほど大きな勝負をする時くらいですもん。まさか、一回５ＧＰの遊戯とかでいちいち使うわけにも」

　そりゃそうか、と紅蓮は思う。街の喧けん嘩かに戦車を持ち出すようなものだ。少額の賭かけは生徒手帳アプリを通した遠隔処理で問題ない。本来、数億──数十、数百億。国家規模の争いを調停するために使われる巨大システムなのだから。

「たかが学校の遊びにこんな代しろ物ものを持ち出すなんてな。背伸びしたい年頃なのかね」

「桃もも花かさんの言う通り、序列が低いうちはあまり利用する機会はありません。が、学校行事などで生徒会役員がホストを務める特殊遊戯がありますから、そのときは低ランカーも使いますね」

「……マジかよ。弱っちいなら、じゃんけんでもやってりゃいいだろうに」

　クオリアシステムの表現力は、『無限』だ。

　国家予算規模の分枝設置費用と莫ばく大だいな維持費を代償として。ヒトのそれに匹敵する柔じゆう軟なんなＡＩの対応力、自動的に生成される音、映像、３Ｄ処理──それらを駆使して、この白い空間にありとあらゆるものを創造できるのだ。

　発想次第で現実には実現し得ないあらゆる遊戯を演出可能。古典的な遊戯を面白おかしく演出したり、まったく新しい遊戯を実現したり。

　既存の遊戯に飽き飽きした人間にとって、まさに夢のような装置である。

「生徒会役員は全員がＳランクですもの。ありきたりの遊戯で勝負したのでは、あらゆる遊戯に精通した彼らの圧勝で終わってしまいますから」

「それでクオリアを使うってわけだ。──オリジナルゲームならフェアだ、と？」

「そうなります。生徒会の『格付け審査会』も、ここで毎回執り行われていますね」

「……」

　その言葉に、苦いものがこみ上げる。

　楠くすの木き楓かえでの無む残ざんな姿は、冗談の種にすることすら憚はばかられるものだった。

　あの日、登校したばかりの数時間は涙を見せたものの──すぐさま立ち直り、あの姿で胸を張りながら、最後まで授業を受けてみせた。

（……どいつも、こいつも）

　学内ＳＮＳにあふれた画像のおぞましさに、紅ぐ蓮れんは反へ吐どが出そうになった。

　楓は紅蓮に敗れるまで勝ち続けていた──すなわち、彼女に敗まけた者は数多くいる。

　生徒会を主人とする『隷徒』に対して直接危害を加える者こそいなかったが──

「……さすがに、あれはちょっと。ひどすぎると思います」

　悄しよう然ぜんと肩を落とし、桃もも花かがつぶやいた。その手には学内ＳＮＳが起動中のデバイスがあり、タイムラインをさまざまな画像や、見たくもない罵ば詈り雑ぞう言ごんが埋め尽くしていた。

「敗者は泥にまみれる。あたりまえのことですが──お行儀はよくありませんね」

「ああ。正直、見てて気分のいいもんじゃないな」

　可か憐れんも眉まゆをひそめ、紅蓮もまた同じ感想を抱いだいている。

　タイムラインを染め上げる楓の姿。きわどいアングルで撮影された画像。性的な罵倒や、汚らしく加工された画像。十八歳未満しかいないはずなのに、卑ひ猥わいさが目に余あまる。

　そうした書き込みはただちにＡＩが削除するのだが、消しても消しても次から次へと、無数にアップされ続けている。全校生徒で、今や楓の醜しゆう態たいを知らない者はいないだろう。

「とはいえ、そいつはお前をハメた相手なわけだが。それでも同情するのか、桃もも貝がい？」

　その無残なありさまを痛ましげに眺める桃花に、紅蓮は尋ねた。

「確かにひどい目に遭あいましたけど、トリックを見抜けなかったのは桃花ですから……。それとこれとは別じゃないかな、って思います。……何もここまでしなくても、って」

「……ま、そうだな」

　頰ほおを膨らませる桃花の意見もわかる。

「そういうものでしょうか？　──少々人がよすぎるのでは、お兄様。桃花さんも」

「まあな。敵は敵だ、俺にとっても桃貝にとっても、楠木楓は味方だったことはないしな。ましてや友達でもないんだ。同情する方が間違ってるよ」

　だが、それはそれとして不愉快だ──

　そう、紅蓮が口にしかけた時だった。

「ネストの使用申請は出ていなかったはずだが。そこの三人……何か用か？」

「!?」

　低い声に振り向くと、気密された扉の前にひとりの男が立っていた。長身瘦そう軀くの肉体、わずかにラフに崩した制服姿だが、決してだらしない様子には見えない。

　その顔には、見覚えがあった。

「……白しろ王おう子じ、朝あさ人と……？」

「それは、弟だ」

　──コイツは、かなり、やる。

　短く答えた目の光に、紅ぐ蓮れんは直感した。

　１８０センチ超えの長身といい、日本人離れした長さを誇る手足といい、大まかな特徴は白王子朝人によく似ていた。しかし、決定的に目が違う。鋭するどさの質が、まったく違う。

　穏おだやかな笑顔の合間、突き刺すような瞬間を混ぜてくる朝人が針なら、この男は剃刀かみそりだ。霜しもがおりた刃のような鋭さと冷たさを秘めた目が前髪から覗のぞくたび、肌を切り裂かれるような感覚が皮膚に走る。痛みさえ感じさせる、刃の視線。

「せ、生徒会長……白王子、透とう夜や先輩……!?」

　怯おびえきった声がした。桃もも花かが細かく震えながら、腰を抜かしそうな面持ちで言っている。

　震える指が紅蓮の袖そでを摑つかみ、すがるように抱きついてくるが、突き放す気にはなれない。あいつを前にしてはあたりまえだ。

　獅し子し王おう学園生徒会──あらゆる獅し子し達たちの長おさにふさわしく、たてがみのように伸ばした白髪が広がり、獣けものじみた眼光が桃花を、可か憐れんを、そして紅蓮を貫いていく。

（……今の世の中で、こんな気配を撒まき散ちらす奴やつが学生やってるとはね……）












　視線が交差する。高みの獅し子しが見下ろす目と、地べたを這はうヒトの目が。

　闘争のにおいがする男だ。とうの昔に駆逐された血と硝しよう煙えんと暴力のにおい。誰かを叩たたき潰つぶし、踏みにじり、喰くらいつくして生きるしかない──天性の肉食獣ビースト。

「あんたみたいな顔をした奴やつを、ちょくちょく見かけたよ」

「ほう？」

　紅ぐ蓮れんのつぶやきに、白しろ王おう子じ透とう夜やは愉たのしげに答えた。

「それは僥ぎよう倖こうだ。俺は俺に似た奴など、他に見たことがないが」

「だろうな。あんたみたいなのがそこらじゅうにいたんじゃ物騒でしかたない。──そう、テロリストとか、殺し屋とか──時代遅れの化け物の貌かおだよ、あんたは」

　ニッ、と──白い王子は裂くように笑った。

　口を閉ざして立っていたなら高貴な顔立ちが、そうするとおぞましい相そう貌ぼうに変化する。それは飢えた者の貌だ。どこかがずれて、何かが壊れている人間の貌だった。

「おもしろい表現だな。貴様こそ、なかなかにおもしろい。──貴様からは、香りがする。喰らいつきたくなるほどの美味な香りだ。俺の好きな香りだ。闘争の香り。血の香り。久々に……そそる……！」

「腹が減ってるんだろう。昼飯が足りなかったんじゃないか？　喰ってこいよ」

「そうとも。俺は常に飢えている。もう何年も。食指が動かされるような相手に出会っていない。どいつもこいつも貧弱で……退屈だ」

　言いながら、さも落胆したかのように肩をすくめてみせる。

　その芝居がかった仕草は、この男以外がしたならさぞ滑こつ稽けいに思えるだろう。しかし、今この凍りついた空気の中では誰ひとり笑えない。

　ただ震える桃もも花かはもちろん、可か憐れんもまた紅蓮の背中に隠れるようにして、その視線から逃げていた。それは恥じるべきではない。猛獣から逃げるのは、当然のことだ。

「なら、俺は雑ざ魚こ以下だ。あんたと争うつもりもかかわるつもりもない、最底辺だよ」

「そうは見えんがな。俺とまともに話せる奴など、生徒会にも数えるほどだぞ？」

　──コミュ症を自慢するのはどうかと思うぞ。ぼっちかよ。

　紅蓮は頭でそうつぶやいたが、声に出せなかった。からかうような言葉が吐けない。

　今、冗談でもそれを口にする覚悟はない。もしこの男とやり合うはめになったら。そう思うと、可能性が１％でもあるのなら絶対にそんな真ま似ねはしたくない。そう思えた。

　──コイツとぶつかったら本気でやり合うことになる。そうなれば、もう二度と自分は元に戻れなくなる。この肉食獣の同類になり下がってしまう。

「整備中なのに入って悪かった。俺は転入してきたばかりだから、見学させてもらってたんだ」

「ああ……そんな報告が確かにあったな。理事長の肝きも入いりと聞いた。そうか、お前か」

　男は笑えみ、紅蓮を見てくる。

　喉のど元もとにいやな気配がこみ上げてきた。内臓が蹴けり飛とばされるような威圧感。こっそりと唾つばを吞のみ、意識を強く持ち直してから、手汗のにじんだ掌てのひらをポケットの中で拭ぬぐった。

「偶然入れてもらっただけだ。俺は……ッ!?」

　弁解が途中で止まる。

　のしかかるように、長身の男が迫っていた。

　美しい彫刻めいた貌かおに、ネジが吹き飛んだような狂きよう相そう。暗くら闇やみのライオンめいた眼光が、ぴったりと紅ぐ蓮れんのそれに重なって外れない。息がまじるほど、顔が近い。

「お前からは、やはり香る。──たまらない」

「……毎日風呂にはちゃんと入ってるし、歯も磨みがいてるんだけどな」

　減らず口に笑うでもなく、目を見開いて透とう夜やはつぶやく。

「ワインのように芳ほう醇じゆんで、腐敗したように馥ふく郁いくたる──死の香り。よほどの修羅場をくぐってきた奴やつにしか醸かもせない、俺を惹ひきつけてやまない香りだ」

「勘違いだろ。……下級生に絡むなよ、生徒会長。勘弁してくれないか？」

「したくないな。ぜひとも、もう少し追い詰めてみたいところなんだが……」

　細い指先が顎あごに触れかかる。

　尖とがった爪つめが氷のように冷たく感じて、紅蓮は透夜を睨にらみつける。その様子にますます、興味深げに男が目をすがめた時──唐突に、パン!!　と、手を叩たたく音がした。

「ちょっと会長ぉ。いつまで下級生をからかってんの。時は金なり、スケジュール詰め詰めでクソ忙しいってのに！」

「時とき任とうか。……無粋な奴め。せっかくの逢おう瀬せを邪魔する気か？」

「そいつって、たしかＦラン雑ざ魚この砕さい城じよう兄でしょ。砕城可か憐れんじゃなくて、そっちなんだ。前からそうじゃないかと思ってたけど、男ソツチが趣味なワケ？」

　透夜が入ってきたのと同じ、クオリアネストの入り口に現れたのは小柄な女生徒だ。

　中学生、場合によっては小学生にも見えるだろうあどけない容姿。大きなノートを小こ脇わきに抱え、腰から算盤そろばん入りの巾きん着ちやく袋を下げているのが小学生っぽさを強めている原因だろう。

　ウサミミ付きのフードをかぶっていて子どもっぽいが、それら外見の要素すべてをギラつく目の鋭するどさ、陽気な毒をにじませる喋しやべり方かたが吹き飛ばしている。

「Ｆラン、繰り上がって２７０２位。隷徒を除けば、全校生徒の中でもぶっちぎりの雑魚でしょ。大物喰ぐいでちょっと話題になったけど、相手が間抜けだっただけよ、アレは？」

　ハッ、と鼻で笑いながら肩をすくめる。その人物が誰なのか、紅蓮は知らない。

（どんだけ馬鹿にされたところで、まあいいが。こいつ……誰だ？）

　そんな困惑を察したか、小柄な少女は皮肉に笑いながら名乗った。

「Ｓランク７位、生徒会会計──時任ミミよ。あんたみたいな雑魚に、無料で個人情報を開示してあげるあたしの優しさに感謝して土下座でもしなさい。ま、どうでもいいけど」

「関心もないのに服従はさせるのかよ。どこのお殿との様さまだ、あんた」

「わかってないわね……。あたしは明確にあんたの『上』よ？　ひとつ、序列。ふたつ、ＧＰ残高。みっつ、顔。ぜーんぶあたしのほうが上だもの」

　薄い胸を張り、誇らしげに言うしぐさは小学生っぽい。かわいげさえ感じる。

「たまたまＣランクに勝ったくらいで序列上位を甘く見られちゃ、迷惑なのよね。どうせ妹とつるんで上に行くつもりなんでしょうけど、庶民は庶民らしく身の程をわきまえて、生ゴミでも食べながらみじめに這はいつくばってなさい。そしたら見逃してあげるわ！」

　──が、中身は全然かわいくなかった。

　偉そうに言い放ち、てとてとと長身の生徒会長の隣まで歩いて並び立つ。会長の沈黙をいいことに、その舌は滑なめらかな罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き出し続けた。

「あんたが勝ったのはしょせん、栄養が脳のかわりにおっぱいに流れたダメ牛ドリルよ。男に搾られるのがお似合いなのに勘違いしてモーモー言ってた女をこらしめたのは評価してあげてもいいけど、だからって上に行けるとか勘違いしないことね！」

　時とき任とうミミは機嫌よく喋しやべりつづけ、血の気の薄い頰ほおに赤みがさした。自分の言葉で自分を鼓舞するタイプ──感情的になりやすい反面、調子に乗せると手におえないタイプか。

　紅ぐ蓮れんは胸中でそう考え、この場をどう逃れようか考えはじめていた。この娘がこちらの事情にくわしいのは、別にこちらを意識していたせいではあるまい。

　可か憐れんはともかく、紅蓮はＦランクの最底辺だ。Ｓランクの生徒達たちとは住む世界すら違う。時任ミミに見下されたところで腹さえ立たない、あたりまえの事実だ。

「変な気を起こすつもりはない。まだ学校に慣れてないんで、いろいろな場所を見学してただけだ」

「ハッ、そうなの？　ま、ならいいわ。あんたみたいな貧乏人にかまってるヒマはないし、尻尾しつぽを巻いてさっさと帰りなさい。ほらほら、早く！」

「言われなくてもそうするよ。──行くぞ、可憐、桃もも貝がい」

「へえ、思ったより素直じゃない。そうそう、底辺は底辺らしくすることよ」

　紅蓮が素直に頭を下げると、さらに嵩かさにかかったように時任ミミは胸を張る。すると、

「時任。──喋りすぎだ」

「うきゅっ!?」

　生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やに襟えり首くびをつまみあげられ、子猫のように身を丸める。

「ちょっ！　何すんのよ、かい──……っ」

　暴れだそうとした矢先、透夜を見上げた顔が一瞬で凍った。

「せっかくの興が削そがれた。点取り遊びや金集めはお前の領分だ、好きにやれ。が……」

　重く、鋭するどく、冷徹な声だった。有無を言わさず反論を封じ、弁解を許さない威厳がある。襟首をつまんで持ち上げられながら、先ほどまで調子に乗っていた時任ミミが青くなって、ふるふると細かく震え出す。とどめを刺すように、支配者は短く。

「俺の『遊戯ゲーム』を邪魔する権利をくれてやった覚えはない。──二度目は、ないぞ？」

「ひ……ひゃっいっ!!」

　時任ミミは涙目だ。声を上うわ擦ずらせ、舌を嚙かむような発音で答えると、白王子透夜はその小さな体を真っ白な床にポイと捨て、幼女に見える高校二年生は尻しりもちをついた。

「とはいえ、お前の資質は面白い。好きにするがいい、時とき任とう。俺の領分を侵さない限り、金集めも隷徒狩りも調教のたぐいも、とがめる気はない。俺にはどうでもいいことだ」

「……ごめんなさい。調子に乗りました、会長。……って、何見てるのよ!?」

　床に捨てられた拍子にはだけたスカートの裾すそを押さえて時任ミミが叫ぶ。白に小さなピンクのリボンがワンポイントでついた定番の柄が見えたが、心底どうでもよくて。

「あんたの下着なんか見たくて見たわけじゃないっす。文句は会長に言ってくれませんかねー、先輩」

「くっ!!　そのテキトーな敬語が百倍腹立つわ!!　とっとと失うせなさい、雑ざ魚こ！」

「はいよ」

　行くぞ、と紅ぐ蓮れんは後ろのふたりに手で合図して、会計と生徒会長の横をすり抜ける。

　背中を丸めて縮こまり、ひょこひょこと紅蓮のあとをついてくる桃もも花か。軽く会釈する余裕を見せた可か憐れんの様子を確認しながら、クオリアネストから出ようとした時。

「クオリアは俺が使う。お前も失せろ、時任。──邪魔だ」

「また練習？　……わ、わかったわよ。じゃ、承認事項の方はメッセしておくから」

「気が向いたら見ておこう。用件はそれだけか？」

「それだけ。はぁ……まったく、つまらない恥をかいたわ。この鬱うつ憤ぷんはあのダメ牛にぶつけてやりましょう。あのドリル、なかなかしぶといから調教のし甲が斐いがあるのよね」

「お前の趣味など知らん。指導室を使うのはかまわんが、後片付けはしろ」

「わ、わかってるわよ……。ふん、だ」

　──音もなく扉が閉まり、不穏な会話はそこで途切れた。

「ダメ牛、というのはもしかして、楠くすの木きさんのこと……でしょうか？」

　閉まるのを遅らせていた手を引っ込めて可憐がつぶやく。

　すると、怯おびえきって震えていた桃花がビクリと盛大に反応する。

「き、きっとそうですよ！　ダメ牛だけならともかく、ドリルなんてそういません！」

「……ふぅん。じゃあ、楠木はあいつを主人にしたってことなのか？」

「隷徒契約を結んでいるのは確かですね。……お兄様が寛大すぎるんですよ。教師や他生徒の目の届かないところであれば、本来、何をされても文句の言えない立場ですから」

　ひどい話だ、と思う。まともに服を着ることすらできず、貶おとしめられた楓かえでの姿。

　鼻の下を伸ばして喜んでいる奴やつらもいたが、紅蓮としては不快なだけだ。正直に言えば、自分と何の関係もないところで楠木楓が転落したのなら、どうでもよかっただろうが。

（あいつから五千万巻き上げたのは、俺達たちだからな）

　負けた時──人間は、バカになる。

　敗北を認められずに損を取り戻そうとして無む茶ちやをして、傷口を広げる。自業自得であり、頭がよほど煮えていたのだと自己弁護したところで、時計の針は巻き戻せない。

　だが……。

「……あの格好で授業中ずっと泣かれたら、気分最悪なんだよなあ……」

　女の泣き声を間近で延々と聞かされ続けて平然とできるほど、冷酷にはなれなかった。

　暴力は才能だ。時とき任とうミミ、あの子どものような上級生が示したのはそれに違いない。

　大昔、世界が奴隷の労働力で回っていた時代。人間を道具として扱い、躊ちゆう躇ちよなく鞭むち打うつことができる者だけが彼らを売り、買い、財をなすことができた。

　この学園で行われているのが、それなのか──？

（直接見てみなきゃ、結論は出せないか）

　生徒手帳アプリから地図を呼び出し、『指導室』とやらの場所をチェックする。

　広大な敷地内にその名で登録されている部屋はいくつかあるが、そのひとつが生徒会の管理棟にあることを確認して、紅ぐ蓮れんはそれをポケットにしまう。

　……行ったところで何もわからない可能性は高い。そもそも、関係のない話に首を突っ込むのは面倒だ。だが、そうするべきだと直感が告げていた。

「可か憐れん、今日は桃もも貝がいを連れて、ふたりで先に帰っててくれ」

「それは、かまいませんが……お兄様。何か学校にご用事でもあるのですか？」

「あー。まあな……」

　まったく、何でこんなことをする気になったのか、自分でもわからないが。

　そんな気分で癖くせのある髪をガシガシとかき回しながら、紅蓮は今しがた確認したばかりの指導室へ足を向けた。可憐や桃もも花かに背を向けたまま軽く手を振り、先を急ぐ。

（──時任ミミが楠くすの木きを呼び出す前に、先回りしないとな）

　鍵が開いているかどうか、忍び込めるかどうかはかなり怪しいが……。

「わかりました。では、お夕飯を作って待っていますね、お兄様♪」

　手を振る可憐に見送られながら、紅蓮はナビに従って生徒指導室へ向かう。とてとてとその後ろへついていこうと小さな影が前に出たとき、可憐の指がその襟えりをつまんだ。

「お待ちなさい、桃花さん。お兄様の邪魔をしてはいけません」

「で、でも……いいんですか？　紅蓮さまを、ひとりにして」

「ええ。お兄様は、私達たちの助けなど必要のない方ですから。とはいえ──」

　そこで言葉を切ると、いたずらっぽく可憐は笑い。

「お手伝いの方法は、おそばに侍はべること以外にもあるものですよ？」

「……ふぇっ？」

　可憐の指がタッチパネルを滑すべる。

　それは生徒手帳アプリの機能のひとつ。学園統括ＡＩに向けた陳ちん情じようメッセージは直ただちに受理され、彼女が求めた答えが返ってくると、可憐は機嫌よく歩きはじめる。

　ふぇ、と小さくつぶやき、桃花はそのあとを追う。主人に捨てられまいとする小犬のように同級生のあとをついていきながら、彼女は小首をかしげて尋ねた。

「特別教室の使用許可って……紅蓮さま、補習でもするんですか？」

「ええ、そのようなものです♪」

　デバイスで笑えむ口元を隠して、可憐は桃花にぱちりと片目をつぶってみせた。





　＊






「……開いてやがるし」

　生徒指導室のパネルにデバイスをかざすと、扉は呆あつ気けなく開いて──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、途方に暮れたような面持ちで、室内の様子をうかがった。

「しかし……何だ、こりゃ？」

　その名前から紅蓮が想像していたのは、意味のわからない書類が詰まったキャビネット、教師と生徒がマンツーマンで話し合うためのデスクや観葉植物といったところだ。

　彼が愛好する日常ものに、指導室はあまり縁がない。だが三者面談とか進路相談とかで、将来を真剣に考える展開があったとき、たまに出てくることもある。

「何だ、このわけのわからん道具。何を指導するつもりなんだよ……おい」

　そうした断片的な知識をもとに想像していた風景と、その光景はあまりに違った。

　殺風景な白一色の床と壁。がらんとした空間に置いてあるのは家具ではなく、何に使うのか用途もよくわからない、しかしおぞましく禍まが々まがしい道具の数々だ。

「……生徒指導室ってのは、職員棟にもあるのか。こっちは生徒会の専用？」

　ごくりと唾つばを吞のみこみ、からからの喉のどに送り込む。

　明らかに人間を固定するとおぼしき巨大なローラーめいた道具や、鋭するどく辺が尖とがった三角形の木馬。掃除はされているものの、生々しい使用の痕跡があるそれらは、グロテスクでしかも卑ひ猥わいなものに映る。

　さらに、壁に直接つながれた鎖と首輪。ライオンでもつなぎとめられそうな極太の鎖に、鉄の鋲びようが植え込まれたトゲつきのベルトに、道具かけにかけられた数種類の鞭むち──

（どこをどう見ても、拷問部屋じゃねえか!!）

　このろくでもない学園の、さらにろくでもない面を知ってしまった。苦味が口に広がり、拷問部屋を見渡していたとき──コツコツと、規則的な靴音がふたつ聞こえてくる。

「やばっ……来た!?」

　音と気配からして、今扉から出れば鉢合わせになる。そうなってしまえばさらに面倒だ。隠れられそうな場所を探し、拷問器具だらけの部屋に不釣り合いなごく普通のロッカーに目を向けた。

　開けてみると、中には掃除用のバケツやブラシ、洗剤などが入っている。

（──くそっ、他に選択肢がない！）

　止やむを得えず、狭いロッカーに体を押し込む。立てかけられていたモップの柄に体が食いこんで痛かったが、無理に押し込んでやれば細身の彼が隠れる空間は十分ある。

　暗くて狭い、薄い鉄板に囲まれた中で──わずかな隙すき間まから室内を覗のぞくと、ちょうど誰かがこの拷問部屋に入ってきたところだった。

　人数は、ふたり。

（時とき任とう……それに、楠くすの木き……何だ、あの格好は？）

　クオリアネストでほのめかされたとはいえ、実際に見た光景は衝しよう撃げきだった。

「手間をかけさせるんじゃないわよ、ダメ牛。──とっとと入りなさい！」

「っ……!!」

　ブラウスもスカートもなく、上着で肌を隠す痴女のような姿。こうして見ると、彼女の見事な金髪や日本人離れした白さが遺伝の賜たま物ものだとよくわかる。

　豊かな胸。キュッとくびれた腰に、ツンと上を向いたお尻しりに、手足のバランス──

　カラダの基本設計が違うことがよくわかる。モデルのような鑑賞用の美ではなく、こうムチムチとして逆に触ってみたくなるような、つきたての餅もちのような柔やわらかさだ。

　ジャラリ、鎖が鳴る。

　楓かえでの首輪につないだそれを持ち、さも主人のごとく『指導室』に入ってきた時任ミミは、公園にお気に入りのペットを連れてきたばかりの子どものようで──

（……そういうことか）

　雰囲気のギャップを紅ぐ蓮れんは感じる。

　卑ひ猥わいで淫いん靡びな空気をまとう楓と違い、時任ミミは乾いている。彼女にとって楠木楓は性の対象ではなく、彼女に与えている羞しゆう恥ちは首輪と同じ、躾しつけの道具でしかない。

「あら、もじもじしちゃって。──校内一周、そんなにうれしかった？　飼い主としてはお散歩に連れていってあげるのは義務だと思ってたのよね。あははっ！」

「……かえし、て……くださいませ!!」

「何を？　あんたから奪ったものは多すぎて、どれのことかわかんないわ。あんたの実家のしょぼい株券？　ガキの頃からお小遣いを貯めた預金通帳？　それとも──」

　時任ミミは残ざん忍にんに笑い、「ど・れ・に・し・よ・う・か・な♪」と、わざとらしく声を弾ませて、壁にかけた何本もの鞭むちを指さしてゆく。

「ち、違いますわ。お金ではなく……あれを。返し、て……ください。お願い……!!」

　泣きそうな声で訴うつたえる楓を無視し、時任ミミは鞭を選ぶ。蛇のような黒革の一本鞭や、細い棒のような乗馬鞭、先端が無数に分かれた棘とげつきの鞭などの残虐な器具を指すたびに、楓の顔が一いつ喜き一いち憂ゆうする。ピクリ、その身が震えるたび時任ミミはほくそ笑えむのだ。

（……趣味の悪い奴やつだ）

　恐怖を、愉たのしんでいる。

「ああ、これのこと？」

「っ……!!　ひ、広げないでくださいませ!!」

　ピラッ、と時任ミミが広げたもの──。

　純白のレースで飾られた下着は、明らかに楓が身につけていたものだった。

「返してほしいって？　ふうん。──あんたが売った『権利』は『ブラウスを着る権利』『スカートを穿はく権利』『体を隠す権利』『絶対命令権』。普通の隷徒なら最後のヤツだけで済ませるところなのに、あんたって変態よね。よくこんなの売ったもんだわ」

「ね、値段をつけたのはあなたでしょう……今さら、何を！」

「そうねえ。たった１００万ＧＰで、あんたは尊厳を売ったのよ。ヒトとして生きるのをやめて、家畜になることを選んだの。何いまさら人間面してんの？」

「ひっ……!?」

　身長差は、かなりある。女性としてはかなりスラッとして背の高い楓かえでと違い、時とき任とうミミは小学生と間違えそうなほど華きや奢しやで小柄だ。だが、その小さな娘のひと睨にらみで楓は怯おびえ、彼女が「うんしょ」と背伸びをしてつかんだ鞭むちを見て震えはじめる。

「ねえ。あたしが何か強制した？　尊厳を売り払ったのはあんたでしょ。ホント、あんたって変態よね。あたしだったら死んでもイヤだわ」

「ち、違います……違いますわ！　わたくしは……本当に、嫌で。けど……けど!!」

「あ～、もう、グズグズと……返事まで気分が悪いわね、このダメ牛!!」

　──ビシイッ!!

「ひいいいっ!?」

　ミミが手にした乗馬鞭がうなり、白い床を叩たたいた。

　空気が破裂するような音だけで楓は怯え、床にへたり込む。その拍子に、それまでギリギリ上着によって隠れていたものが、あちこちこぼれるように見えてしまった。

　大きく豊かな乳房。長い金髪が辛うじて頂点を隠しているが──美しい形をそのままに晒さらしていて。

「ホント、あんたって変態よね。『下着をつける権利』１００万ＧＰ、あっさり売ってさ。あちこち丸出しのその格好で校内一周して、男を引っ張りよせて楽しんでるの？」

「違います……わたくしは、違います……！」

「知ってるわよ、さっきから同じことばっかり言って。つまんないわねー。牛は牛らしくモーモー鳴いたらどうなのよ、このダメ牛!!」

「ひいっ!?」

　ふたたび、鞭が鳴る。決して女の体には直接当てず、音だけのこけ脅おどしだ。しかし、床にへたり込んでしまった楓にとっては耐えがたい恐怖なのだろう。

「これはね、躾しつけよ？　わかる？　し・つ・け。金持ちパパや金持ちママがし損ねた教育をあたしが代わりにしてあげてるんじゃない。感謝することね」

　唾つばを吐きかけそうな顔で、ミミの鞭が楓の足をなぞる。男の理想のようなふくらはぎ、ふとももをつっと舐なめるように鞭がのぼっていき、きわどい根元の上着をめくり。

「ここをはじめて使う権利を、オークションにかけようと思ってるの。いくらの値がつくかしらね、楠くすの木き建設のご令嬢の初しよ夜や権は。高く売れるといいわね？」

「……つ、突かないでくださいまし……。売りませんわ、そこまでは。絶対に……」

「ふぅん。まだわかってないんだ。あんたもう男どもの頭の中では、さんざん犯されまくってるわよ」

　むしろ哀れむように、時任ミミは囁ささやく。

「──まだ、きれいだと思ってるんだ？　この、クソビッチ」

「っ………!!」

「いい？　何度も言うけど、別にあたしはあんたを苛いじめて楽しんでるわけじゃないのよ。あんたの体なんかどうだっていいわ」

「なら、どうして……どうして、こんなことをするのです……!?」

「あんたが生意気だからよ。わかる？　あんたはあたしに負けた。負け犬の無駄乳ダメ牛、それがあんた。さんざん使われて汚れきったオナペット、それがあんた。体を売るのを拒んだかわりにヒトとしての尊厳を売ったクズ。それがあんたよ!!」

「ひいっ!?」

　ビシッ!!　顔スレスレを鞭むちが切り裂き、楓かえでは衝しよう撃げきに震える。振り抜いた鞭を手元に寄せ、ちろりと桃色の舌先で舐なめてから、時とき任とうミミは残ざん忍にんに微笑ほほえんだ。

「今のあんたの姿、あんたのパパやママに動画で送ってあげようと思ってるの。もちろん初しよ夜やもバッチリ録画してあげるわ。大金を使って育てた娘がクズになって、投資が無駄になった顔が超見たいの。どんな顔をするのかしらね、あははははっ♪」

「そ……それは、やめて。やめてくださいませ、お願いしますから……!!」

「嫌よ。あんたにお願いする権利なんかないわ。それはとっくに売っちゃったでしょ？」

「あっ……！」

　その顔が絶望に染まり、青ざめていくのを楽しみながら。

「言っとくけど、あたしはやめないからね。あんたが完かん璧ぺきなクソビッチになるまで、毎日毎晩しつけてあげる。誰にでも体を開いて、小銭をもらって喜ぶペットにね」

　時任ミミはクスクス笑い、最悪の未来を伝えていく。

「そうなったらあんたの権利を、ノシつけて誰かに売ってあげるわ。できるだけ汚くて、性欲にまみれた豚オヤジの妾めかけになって、最後まであたしを楽しませるのよ？」

「嫌……そんなの、嫌ですわ……。どうか……どうか、お許しくださいませ……！」

　怯おびえるばかりの楓が、土下座した。

　上着からこぼれた尻しりを隠しもせず、頭を床について哀願するその姿は──

「ハッ。無様ね」

「……!!」

「ま、いいわ。それに免じて許してあげてもいいわよ。ただし、条件はあるけど」

「条件……？　わたくしに売るものなど、もう何も残っておりませんわ……！」

「知ってるわよ、バーゲン女。あんたにはもう何もないけど、あんたの実家にはあるワケ。楠くすの木き建設、日本有数の総合建築業──いわゆるゼネコンよね？」

　日本の国土再開発、そして間近に迫る首都でのオリンピックに備えた特とく需じゆによって、今楠木建設の勢いは日の出のごとしだ。しかし、その一強体制を快く思わない者は多い。

「そのあたりの開発権利、まるっとあたしに売ってもらうわ。もちろんそのまま、権利を欲しがってるよそに転売してあげるけど。……いくらになるかしらね？」

「無む茶ちやです……!!　そんなこと、わたくしの身み柄がらひとつで、できるはずが……!!」

「そのままだとね。あんたの初しよ夜や、あんたの身柄、あんたを売り飛ばす権利と資格すべてを賭かけて、『黒の採決ブラツクバウト』を申し込めば──どうなるかしら？」

　黒の採決。

　それは、現代における宣戦布告と同義だ。

　闇やみの『遊戯ゲーム』にてすべてを決着する。勝者はすべてを手に入れ、敗者は泥にまみれ散る。争いすべてを決着する現代の『戦争』を、時とき任とうミミは挑もうとしているのだ。

「逃げてもいいのよ？　そうなれば楠くすの木き建設は、特とく需じゆで肥こえ太ったブタになるわ。娘を助けることもできず、賭ける度胸もない哀れなブタ。寄ってたかって食い散らかされる」

　それは、決して大げさな話ではないことを紅ぐ蓮れんは知っている。

　今の上流社会とは、優ゆう雅がな皮肉と礼節の皮をかぶった暴力の巷ちまただ。弱肉強食の世界で、少しでも弱よわ味みを見せ、尊敬を失ってしまえば──それまで虐しいたげてきたものが牙きばを剝むく。

　負ければ、破は滅めつ。

　拒んでも、破滅。

　なら、勝てば──？

「……お、お父様や、お兄様なら……必ず、あなたを倒して、わたくしの仇かたきを……！」

「あんた程度の脳みそでデカいツラができる家族でしょ？　ハッ、相手にもならないわ。獅し子し王おう学園生徒会メンバーをナメないでよね」

「あうっ……!!」

　土下座した楓かえでの頭を、上履きが踏みつける。頭に靴を乗せたまま、時任ミミは笑った。

「もうオファーはたくさん来てるのよ。あんたの実家をツブせば、その仕事や利益は他社に分配されるもの。それを仕切る権利は当然あたしに──あははっ！」

　こらえきれぬというように、時任ミミはおかしげに噴き出した。

「お金よ！　お金お金お金お金お金、お金ってだぁい好きっ!!　いったいいくらになるのかしらね、想像もつかないわ!!　バカな富豪のお金は、ぜーんぶあたしのモノよ!!」

「あ……悪魔……。あなたは、悪魔ですわ……！」

「ありがとう。最高の褒ほめ言葉よ、ダメ牛。あははははははっ」




　──拷問めいたやりとりは、それから二時間以上続いた。




「……やっと終わったか」

　蒸し暑いロッカーから周囲をうかがうように顔を出し、紅蓮はほっと息をつく。

　時任ミミの脅おどしは、大おお袈げ裟さではない。黒の採決は公に認められたものではないが、上流階級や裏社会において確かな強制力を誇るものだ。

　他ならぬ、そこで勝ち続けてきた紅蓮だからこそ、その怖おそろしさを知っている。

「このままだと、あいつ……終わりだな」

　紅ぐ蓮れんには、時とき任とうミミの策略と──楠くすの木き家の破は滅めつが手に取るようにわかる。

　楠木家が有する大手ゼネコンの利権、政治的影響力、それらはすべて喰くい尽つくされるだろう。

　調子に乗った金持ちが破滅した、いい気味だ──というわけには、いかない。

　それだけでは、すまない。社員、その家族、関連企業。どれだけの人数に、どれだけの不幸が撒まき散ちらされるのか、想像するだけで鬱うつになってくる。

「……ああ、畜生。最低の気分だ」

　せっかく楽しい夢を見ていたのに、おぞましい場に引き戻された感がある。

　何もかも失いながら、諦あきらめきれずにわずかな希望にすがる哀れな敗者。

　それを見下し嘲あざ笑わらい徹底的になぶる勝者。常に勝者の側にあり、間近でそれを見てきた紅蓮にとって、時任ミミの残ざん忍にんさはごくごくあたりまえの風景だ。

　だが、だからといって。

「……気分のいいもんじゃ、ねえんだよなあ……」

　そうとしか言えない。あの場で助けに入ろうかとも思った。だが、それは無意味だ。

　わずかに残された楠木楓かえでのプライド。自分を地獄に突き落としたきっかけとなった紅蓮にあの無様で惨めな調教を目撃され、あまつさえ助けの手まで差し伸べられたら。

　──死なれかねん。

　彼には正直理解しがたい。だが、世の中には尊厳を捨てるくらいなら死ぬという人間が、けっこう大勢いるのだ。特に社会的地位の高い、金持ちにはいくらだっている。

　カラッポの部屋。楓がへたりこんでいた床に、わずかな染みが残っている。

　汗か他の何かかわからないが、その場に彼女がいた痕跡はそれだけだ。まるでサバンナで食べ散らかされた獲物のように、あとには虚きよ無むしか残らない。

「……ちっ」

　苦いものを吐き出すように舌打ちして、紅蓮はデバイスをいじる。

　卑ひ猥わいなにおいがたちこめた生徒指導室をあとにしつつ、慣れない手つきで電話をかける。廊ろう下かに出ると窓の外はすっかり暗くなっており、大都会の夜景が輝いて見えた。

『はい。ずいぶんと遅くなりましたね、お兄様』

「可か憐れんか。晩飯はもう作ったのか？」

『ええ、もちろんです。腕によりをかけてご用意いたしました♪』

「そうか。……悪いが、晩飯は外で食わないか？　そいつは朝食に回して。どうだ？」

『お兄様と外食ですか!?』

「ああ。ちなみに、ふたりでだ」

『ふたりきり!?』

「桃もも貝がいには悪いが……」

『いえっ、桃もも花かさんにはエサを与えておきますのでご安心を!!　……少々お待ちください、すぐに支し度たくをいたします!!』

「お、おう」

　可か憐れんの弾んだ返事を最後まで聞かず、紅ぐ蓮れんは電話を切る。

　誰ひとりいない夜の学校。真っ暗な廊ろう下かをそぞろ歩きつつ、彼はつぶやく。

「どうしたもんかなぁ……っ、たく」

　とぼとぼと、どこか悄しよう然ぜんとした足音だけが、闇やみの中に消えていった。





　＊






「お兄様とディナー。お兄様とディナー。……うふふっ♪」

「喜んでもらってうれしいが、そんな大層な店には行かないぞ？」

「ふふ。女性は『何を食べるか』ではなく、『誰と食べるか』が一番大切なんですよ？」

「……そういうもんかね」

　学校を出て可憐と合流すると、夕食にはやや遅いくらいの時間になっていた。

　私服に着替え、ほんのりと薄化粧までして現れた妹の姿は新鮮で、ネオンに映はえて光る唇のみずみずしい赤さが目に入り、ほんのわずかだが鼓動が速くなっていく。

（こうして見ると本当に『女』、だなぁ……）

　紅蓮の苦手な『女』だ。血をわけた妹でなかったら、目を合わせての会話さえままならなかっただろう。

　やれやれだ、と頭の中だけで考えて、紅蓮は歩き出した。

　獅し子し王おう学園最寄り駅近くの繁華街。飲み屋や風俗店が林立する夜の街で、学生の身としてはあまり長居はしたくない場所だが、食事ができる店を探すにはちょうどいい。

「さて、行くか。可憐、何が食べたい？」

「──お兄様とせっかくのデートですもの。何だってかまいません♪」

「ば……っ。ばか言うな。デートじゃねえよ、ただのスキンシップだ」

「ニュアンスとしてはほぼ同じだと思うのですけれど、デートではだめなのですか？」

「だめだ。初デートなんてイベントは、妹以外にときめく相手を見つけたときにとっておきたい」

「あら、なら丁度いいではありませんか。今発生してますよ、初デートイベント」

「妹を数に入れられるかよ。バレンタインにもらったチョコの数に母親の分を含めるようなもんだぞ。寂さびしすぎる」

「むう。べつにいいじゃないですか、妹でも……えいっ」

　ネオンあふれる中、私服の可憐が腕をとってきた。わずかに肘ひじを緩めて受け入れると、彼女はぱっと表情を明るくして、体ごと抱きつくように並んで歩きはじめた。




「……ここでいいか？」

「もう少しムードのあるお店を期待していましたけれど……お兄様がお望みなら♪」

「なら決まりだな。家族で外食といえばハンバーグ、ステーキ、もしくは焼肉だろう」

「お兄様、それは古すぎる発想では……」

「うるせー。お前も一度五年ほど世の中から隔離されてみろ。とっくに陳腐化した情報だとわかってても、それしかなきゃそれが最高と思うしかなくなる」

　結局紅ぐ蓮れんが選んだ店は出発地からほど近い、大衆焼肉店だった。

　店員に席まで案内され、無煙ロースターに熱がこもる。適当に肉とソフトドリンクを注文し、品物が運ばれてくるまでの間に、嫌な話題を済ませておこうと紅蓮は思った。

　この話題に触れるから、桃もも花かを呼ばなかったのだ。

「さて。晩飯の前に、用件を片付けておこうぜ。──この学園、裏は真っ黒だな？」

「ええ。仰おつしやる通りです、お兄様」

　話が早い。というよりは、予想通りといったところだろう。

　ファストフードの店員めいたみごとなスマイルで本心を隠しつつ、可か憐れんは笑えむ。木の実を手に入れたリスのようにお冷ひやのコップを両りよう掌てで挟み、迷うように回しながら。

（……かわいいな、まったく）

　騙だまされていた──というより、大事な情報を隠されていたのに、腹も立たない。そのくらい妹のことがかわいい。無条件で愛情を注ぐことができる相手がいるのが、うれしい。

「いくらロクでもない学園とはいえ、まさか『黒の採決ブラツクバウト』にまで関わってるとはな。もう、学生の領分を超えてると思うんだが。国家か企業のやることだぞ」












「今は学生のうちに起業する方も珍しくない時代ですもの」

「そういう問題か？　……俺には火事場で火遊びしてるバカにしか思えねーよ」

　はぁ、と胸にわだかまる想おもいを吐き出すように紅ぐ蓮れんは言った。

「『黒の採決ブラツクバウト』はＧＰを使ったおままごととは違う。その結果は絶対で、子どもだから、まだ若いから……なんて理由じゃ許されない。ひとつ間違えば、死ぬぞ」

「生徒会の方々といえど、実際にその領域まで至った方はまだいませんよ。お兄様が何をお知りになったかは存じませんが、脅おどし文句に使っただけでしょう」

「それが脅しになっちまうのが怖いんだよ」

　銃をつきつけられたとしても、銃を見たことも聞いたこともない者は怯おびえない。

　その怖さを想像することさえできないからだ。しかし──楠くすの木き楓かえでは怯えていた。そして、時とき任とうミミはそんな彼女を笑っていた。『黒の採決』が脅迫として、成立したのだ。

「ガキがかかわることじゃない。つまらん賭かけ事だけならともかくな」

「あら、そうでしょうか。『黒の採決』は獅し子し王おう学園における遊戯ゲームの延長線上にある……舞台が異なるだけで、本質は同じでは？　身み柄がらや尊厳を賭けて遊戯をするという点では変わりませんもの」

「なら、そこからして間違ってるんだよ。感覚がマヒしてる。……させられてるのか」

　ほのかにレモンの香りがするお冷ひやを口に含み、クールダウンする。

　テーブルを挟んで向かい合い、くつろいだ猫のような仕草を見せる可か憐れんに、拙つたない言葉で、何とか自分の感じている違和感を伝えようと、紅蓮は口を開いた。

「時任ミミは生徒指導室を妙な拷問部屋にしていた。何か知ってるか？」

「ええ。時任先輩が主導している『格付け審査会』は、元強者による敗者復活戦です。つまりは、校内の『遊戯』で大敗し、進退窮きわまった者が群がる──蜘く蛛もの糸」

　獅子王学園での生活は勝者に優しく、敗者に厳しい。

　勝ち続けているうちはいいが、負けが積み重なって生活が維持できなくなると、多くはそれを解決せんとして大きな勝利を求めるようになる。──そんな望みを突くようにして、生徒会の看板を使い、時任ミミが運営しているのが『格付け審査会』だ。

「生徒会が支払いを保証する超高レートの遊戯会。勝てばそれまでの負けを取り戻せる。そう考えた者は数多くいます。事実、勝った者もいる。大半は負けますが」

「……どんな遊戯も、ほんとうに勝つのは胴元だからな」

　賢かしこいやり方だ、と紅蓮も思う。『遊戯』を使って稼ぐには最高のやり方だ。場を経営し、超高レートの場代を巻き上げるだけでも収入はプラス。客同士でＧＰのやりとりをさせているだけでそれなりの稼ぎになるだろう。

　加えて特定の目が出れば勝負なし、賭け金を胴元が没収するようなルールがある遊びはいくつもある。そうした種目を取り入れれば儲もうけはさらに大きくなるはずだ。

「だが、それだけじゃないな。時任ミミは、自分でも『遊戯』をやっている」

「──幼蛇イノセントバイパーと呼ばれる方ですもの。愛らしい見た目に惑わされて泥沼に踏み込み、敗れて隷徒に身を落とした生徒の数は、片手では足りません」

「……胴元がそんな真ま似ねをする場によく客がつくな。俺なら絶対に近寄らんぞ」

「それ以上に餌えさが魅力的なのでしょう。それに、時とき任とう先輩が狙ねらうのは資産家の子し弟ていなど、価値あるお金持ちだけですから。通常の参加者に対しては一応、フェアですよ」

「ふぅん。……やけに詳しいんだな、可か憐れん」

「ええ、もちろん」

　可憐は道端でふと美しい花を見かけたような表情で言う。

「いずれ戦う相手のことですもの。きちんと調べますよ？」

「……絶対、あの学校は教育に悪いな。最低だ」

　汚い世界と無縁でいてほしい。

　そう願っていた妹は、すでに深い沼にはまっているらしかった。

「時任先輩の手口はこうです。──むしれる時に、むしれるだけむしる。学園の富裕層、特に大企業の経営陣に連なる生徒を狙って隷徒にし、その身み柄がらと引き換えに家から私財を吸い上げる。結果、株式上場クラスの企業すらいくつか経営権を握っているとか」

「……ただの金目当てじゃないな。狙いが経営権ってことは……」

「ええ。本格的に『黒の採決ブラツクバウト』に手をかけるつもりなのでしょう。さすがに学生の身分で挑んだところで、それこそ笑われるだけですから──」

「だが、それなりに名の通った企業の看板があれば違うってことか」

「ええ。かなりの準備をし、相当額の資産を集めていることは確かでしょう。遊戯ゲームを挑み、勝ち続ければ栄光は増す。それは外の世界も、学園内でも、同じことですから」

　……違う、と言いたかった。

（勝ち続けた先にあるのは栄光じゃない──虚きよ無むと一いち縷るの不安だけだ）

　実際に勝ち続けてきた紅ぐ蓮れんだからこそ、実感を伴ともなってそう言える。

　無敗の勝者が歩むのは、だだ広い無人の地雷原だ。いつどこで地雷を踏むかもわからないのに、誰もいない地平を果てまで歩き続けねばならない。いや、果てがあるかどうかもわからないのだ。

　後ろをついてくる者だけが増えていく。ニヤニヤ笑い、リスクをすべて押し付けながら、自分達たちは安全圏でのうのうとする──そんな奴やつらを、ただ肥こえ太らせるだけの日々。

（何が、不敗だ。何が、無敵だ）

　苦い想おもいのすべてを、結露したグラスよりもなお冷たい言葉に乗せて。

「あれは、地獄だ」

　外の世界とは断じて違うと信じたい。勝ち続けることだけを求められる世界とは違うと。ただ人が人のままで愛される世界があると信じたかった。だからこそ──

「俺は、日常が欲しい。勝者も敗者もつくらずに、ただ穏おだやかに生きる人生が」

「では……生徒会の。時任先輩の在あり方かたは、お兄様のお考えとは真逆ですね？」

　ちらりと視線が飛んでくる。探るようなニュアンスを感じて、紅蓮は苦笑する。

　声に出さないつぶやきのあと、店員が注文の品を運んでくる。テーブル狭しと肉や野菜が並べられ、温まったロースターの熱気を間近に感じた。

「ご注文の品、以上でお揃そろいでしょうか？」

「はい。──お兄様、よろしければ私がお焼きしますね。少々お待ちください」

「あ、ああ。頼む。……なんかいいな、こういうの」

　安物の、量ばかりあるカルビやロースやホルモン。

　生臭い遊戯ゲームの話はすっぱりと止やめ、楽しげに肉を焼いて紅ぐ蓮れんの取り皿に渡してくる可か憐れんの姿に、くすぐったいような感覚とほのかな喜びを覚えながら、紅蓮はお冷ひやを傾ける。

　煙と熱気で曇ったようになっているガラス戸の向こう。ネオンのきらめく繁華街の雑ざつ踏とう、たくさんの人がつくるざわめきの中で、孤独ではないことがこんなにもうれしい。

（──外で、誰かと飯を食うって）

　楽しいな、と紅蓮は思った。可憐とふと目が合い、兄妹きようだいは笑えみを交わす。

「なんだ、ずいぶんうれしそうだな、可憐」

「ええ。──お兄様がついに本気を出されるのですもの。そしてそれを間近で見られる。これほどの喜びは他にありません。……すごく、わくわくします。ふふっ」

「勝手に決めるな。そんなんじゃねえよ」

　そう、本気じゃない。

　くだらなくてつまらなくて何の得もない──




　──本当の遊戯を、見せてやる。






●動き出した伝説






　翌日、ようやくなじみはじめた教室に入ったその瞬間、違和感があった。

「……楠くすの木きさん、ですよね？　あれ」

　紅ぐ蓮れんの背中に隠れ、おずおずとした疑問形で桃もも貝がい桃もも花かがつぶやく。

　それも無理はない。教室の後ろで力なく座っている少女の姿は、抜け殻そのものだった。輝くばかりだった金髪は汚れ、色いろ褪あせて見える。

　何よりも、目に光がない。出荷されていく仔こ牛うしのようにぽかんとした顔、半開きの唇、枝毛だらけの前髪。乾いてひび割れた唇がひどく痛々しい。

　制服は、ほとんど裸身にむりやりまとっているようなものだ。

　ブラウスもスカートもなく上着だけを身につけたきわどい姿は、本来ならさぞ扇せん情じよう的てきな光景だろう。しかし、力なく投げやりに座り込んだ今のありさまでは、そういった欲望を抱いだくよりも、ただ、ただ──痛々しかった。

「……ひどい、ですね……何があったんでしょうか」

　桃花は声を震わせた。

　紅蓮が首を振り、

「さあな。わからんから、訊きいてみるか」

「え!?」

　教室を進み、迷いなく楓かえでのもとへ歩み寄ると──潮のように群衆がざわめいた。

「……とどめを刺すつもりかね？　砕さい城じよう兄」

「初日に遊戯ゲームを挑んだ結果、あれだもんな。ありゃあ、だめだ。もう終わったよ」

「隷徒になった時点でわかっちゃいたけど、脆もろかったな。キリッとしてた頃は美人だったけど、ああも落ちぶれちまったら、もう触りたくもないね──」

「ま、いい気味なんじゃない？　……あいつ、ウザかったし」

「仕切屋だったからね。ボス面して態度でっかかったから、天罰だよ」

　聞こえよがしの嘲ちよう笑しようが響く。男も女も区別なく、紅蓮と可か憐れん、桃花をのぞくほぼ全員がそれに参加しているようだった。ふん、と雑音を鼻で笑い、紅蓮は言う。

「ひどい格好だな、楠木。少しは隠せよ」

「いいのです。……どうせ汚れる身ですもの。見たければ好きにご覧なさい。どれだけ、どれだけ汚されようと……もう、どうだって、いいのですから……」

　楽しい冗談を聞いたように、楓はあはは、と笑った。目も顔もちっとも笑っていない、幽霊のようなその顔は、紅蓮の方を向いていたが、決して彼を見ていない。

　ぼやけた視線。目の焦点はどこにも結ばれず、合っていない。話し相手が紅蓮だとすら認識していないだろう、乾いて壊れかけた貌かおを向けられた時、反射的に手が伸びる。

「──目を覚ませ、バカ」

「ひっ!?」

　鷲わしのように強く、親指とひとさし指で楓かえでの顎あごをつまみ上げる。強制的に目と目を合わせ、感情をこめた眼光を叩たたきこんでやると、息詰まる音と共にその目が動いた。

「……砕さい城じよう、紅ぐ蓮れん。わたくしに、何の用ですか!?　無様なわたくしを笑うおつもり!?」

「別に。朝っぱらから辛気臭いツラで座られてると迷惑なんだよ。……来い」

「ひっ!?」

　手首をつかみ、荒っぽく席を立たせる。そのまま紅蓮はあたりを見渡し、呆あつ気けにとられている桃もも花かと可か憐れんに向き直り、きっぱりと告げた。

「悪いが一時間目の授業はサボる。この学園だと、別に珍しいことでもないんだろう？」

「ええ。リアルタイムで受講する義務はありません。行ってらっしゃいませ、お兄様」

「おう。悪いが桃もも貝がいの面倒を適当に見ておいてくれ。──来い、楠くすの木き」

「ちょっ……やめなさい！　どこへ連れていくつもりですの!?　いやっ、やめ……！」

「あー、もう。無駄に暴れやがって……さっきまで死んでやがったくせに……おらっ！」

「きゃあああああっ!?」

　暴れる彼女を引っ張るのが面倒になったので、脇わきに手を入れ持ち上げた。そのままほぼ荷物のごとく抱きかかえ、堂々と教室からさらっていく。

　体力に自信のある方ではない紅蓮だが、楓はひどく軽かった。わずかに汗のにおいがする体はひどく瘦やせて、ここ数日の不ふ摂せつ生せいを感じさせた。

「いや……いやぁ……!!」












　暴れる気力もないのだろう。もはや抵抗することもできず、腫はれて厚ぼったいまぶたを閉じてうつむいてしまった彼女をお姫様だっこして、紅ぐ蓮れんは廊ろう下かをスタスタと歩いていく。

　朝の学校だ。登校の義務はないとはいえ、廊下にはそれなりに生徒の姿がある。ひどくきわどい格好の女生徒を運んでいく姿は何とも目立ち、たちまち注目が集まった。

「おい、保健室がどこだか教えてくれないか？」

「え？　……えっと、そこの廊下の突き当たり。すぐだけど」

「そうか。ありがとよ、助かる」

　適当な生徒に道を訊きき、しばらく黙もく々もくと歩く。ざわざわとその姿を見送る生徒達たちの目に耐え兼ねたように楓かえでは顔を伏せると、頰ほおを真っ赤に染めて紅蓮の首に腕を絡めた。

「……ほ、保健室で……何を、するつもりなのですか。砕さい城じよう紅蓮……!!」

「いちいちフルネームで呼ぶな、面倒くさい。お前、ろくに寝てないだろう。だいたい、空調の利いたこの学校でその格好は風邪ひくぞ。せめて寝ろよ」

「あ、あなたと一緒のベッドで……です、か？」

　おずおずと訊いてきたことで誤解を察し、紅蓮は深くため息をついた。

「自信過剰にもほどがあるだろお前。その格好で男がなびくと思ってるのか？　引くわ」

「……は？」

「ただでさえ露出過剰で萎なえてる上に、倒れる寸前の女なんぞ、正直触りたくもねえよ。俺がお前を運んでるのは、純粋に見苦しいのと心配なだけだ」

「し、心配……ですか？　わたくし、が？」

「30％くらいはな。残り70％は別のことを心配してる。……学生の身で『黒の採決ブラツクバウト』なんぞに手を出そうとしてる、バカの話を聞かせてもらおう」

「そ、それは……！」

　死人めいた楓の顔に、わずかな生気がよみがえる。

「あなた……。なぜ、そんなことを……。関係ないでしょう？」

「あるんだよ。ったく、ふざけやがって。俺の楽しい日常に人身売買もどきの隷徒だの、学校内の点取りゲームがうまいからって実戦に首を突っ込もうとするバカだの。つぎからつぎへと……迷惑なんだよ、間近でバカをやられたら。気分が悪いだろうが」

　あまりにも勝手な理屈を述べながら、紅蓮は楓を床に降ろした。楓はぺたりと廊下に座り込む形になる。

「立てるな？　重いから、歩けるなら自分の足で歩いてくれ。保健室へ行くぞ」

「お、おもっ……!?　レディに対して、何てひどいことを言うのです、あなた……！」

「レディにふさわしい格好をしてから待遇改善を要求しろ。どう見ても痴女だぞ」

「こ、これは……！　あの女の、あの女のせいで……！　わたくしの、意志では……」

「そこだ。とっとと話せ。時とき任とうミミに何をされて、時任ミミは何をするつもりなのか」

「強引すぎます。なぜ、わたくしがあなたに話さなければならないのですか……!?」

「何も言わずに教室でくたばってるよりはマシだろう。ほら立てよ」

「……っ」

　紅ぐ蓮れんのさしのべた手を、楓かえでは上目遣いにちらちらと眺めた。視線を何度かさまよわせ、葛かつ藤とうしてから手を伸ばす。かさかさに乾いた肌が重なり、力をこめて立たせる。

　間近で豊かな胸が揺れた。

　下着に包まれていない、生まれたままの乳房が上着の襟えりからこぼれるように見え、脚も腿ももの付け根まで素肌が続いているのを、楓は慌てて隠そうとする。

「……思った以上に、強引ですわね。いつもの無気力な印象は、演技ですか？」

「どうだかね」

　素っ気なく言いながら、紅蓮は楓の手を引いて保健室へ連れていった。

　保健室は、セルフサービスだった。

　保険医が留守にしているのか、それともそもそもいないのか──消毒薬のにおいがするかなり広い部屋に、用途不明の医療機器や薬品がかなりの量備蓄してある。

　掃除が行き届いた眩まぶしいほど真っ白い部屋の中、カーテンで仕切られたベッドに楠くすの木き楓を座らせると、紅蓮は彼女と向かい合わせに隣のベッドに腰かけて、

「──下げ剋こく上じようチャレンジ？」

　まるでクイズ番組のような安っぽい言葉を聞かされて、紅蓮は顔をしかめた。

「ええ。……昨日、生徒指導室に連れ込まれて。……暴力で。言葉で。口に出せないほど、辱はずかしめられたあと……最後の権利を、使ったのですわ」

　下剋上チャレンジとは、完全にＧＰを失い隷徒契約を結んだ者が一度だけ主人に挑める敗者復活戦──ラスト・チャンスだ。主人とクオリアシステムを使った『遊戯ゲーム』によって対決し、勝つことができれば１０００ＧＰを与えられ、復活することができる。

「ちょっと待て。それじゃ、受ける側には何のメリットもないんじゃないか？」

　隷徒側が勝てば復活できる。主人側が勝ったとしても隷徒からこれ以上ＧＰを得られるはずもないのだから、メリットらしいメリットがない。拒否されれば終わりではないか。

　そんな紅蓮の疑問に、きわどい胸と脚を隠すようにうつむいて楓は答える。

「ええ。……下剋上チャレンジは学園側の慈じ悲ひ、ただ一度だけ許された反抗のチャンス。挑まれたなら主人は拒めず、その権利は学園が保証しています」

「まるで徳とく政せい令れいだな。……そのあたり妙に現実的じゃないが、学校側の安全策か」

「……だと、思いますわ。だからこそ、時とき任とう先輩はそれを使わせようとしていた」

　拒否できないチャンス、一発逆転の可能性を残しておけばそれはそのまま弱点となる。

　だからこそ、時任ミミは拷問まがいの手を尽くしている。新たに隷徒となった者を、傷つけることなく怯おびえさせ、ハラスメントを加えて精神的に追い詰め、誘導するのだ。

「わたくしにチャレンジ権を使わせること──その狙ねらいは読めていました。けれど、もう。もう、我慢できませんでした。わたくしはもう……疲れて、しまったのです……」

　ほろほろと、大粒の涙が頰ほおをつたう。

「もう、おしまいですわ。下剋上チャレンジの本番は今日の放課後……わたくしは、時任先輩に勝てない。勝利のビジョンがまったく見えない。情報は不十分、武器となる資産はすべて奪われ……」

　何もない。勝てるはずがない。だからこそ、糸口が見つかるまで耐えるつもりだった。攻略のきっかけ、下げ剋こく上じようのヒントを得るまでその下につくつもりだった。なのに。

「……もう、わたくしはすべてを失いました。貯めに貯めたＧＰ、わたくし自身の資産はおろか、このままでは帰るべき家も、両親の資産まで奪われてしまうのですから……！」

「だから、挑んだのか。下剋上チャレンジ──最後の権利を使って」

「ええ。……笑ってください、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。わたくしは負けたのですわ。抵抗の心を折られ、完全に敗れて楽になりたい。そう思って……希望を、捨ててしまったのですから……」

「そうか？　……勝てばいいんだろ。そうすりゃ、すべてが逆転する」

「無む茶ちやを言わないでくださいませ!!　あの方は……時とき任とう先輩は、強すぎますわ。わたくしが、一億円の資産と頭脳のすべてを賭かけても、一度さえ勝てなかったのですよ!?」

「へえ」

　……一億、ね。高いのか、それ？

「へえ……って！　時任先輩の怖おそろしさを知らないからそんな態度を取っていられるのですわ！　あの方はこちらの心を正確に読んでくる……超能力なんて馬鹿げたものが存在するとは思いたくありませんが、あんな芸当を見せられてしまえば、それを信じざるを得ません」

「楠くすの木きがわかりやすすぎただけじゃないのか？」

「クオリアネストを使ったゲームはＶＲ空間で行いますのよ!?　現実で顔を突き合わせるゲームとは違う。アバターの表情変化なんてほとんどありませんし、表情を読まれるなんてありえません！」

「ふぅん。なるほどね。ま、それならそれで何か方法があるんだろうよ」

　紅蓮と目が合った瞬間、楓かえではぞくっと身を震わせる。そのとぼけたような顔に、得体の知れない迫力を感じたせいだ。殺気、そう呼べる感覚があるとしたらそれだろう。

　あの勝負の場、自分の凋ちよう落らくのきっかけとなったＮＧワードゲームの場ですらほんの一部しか見せなかった、砕城紅蓮という少年のもつ『本性』とでも言うべきもの。

　それが鎌かま首くびをもたげたのを感じる。

　まさしく蛇に睨にらまれたカエルのように、楓の背骨が凍りつく。

「こわい顔を、するんですのね……」

　恐怖から逃れるように、楓はその目から顔を背けた。

「それが、あなたの本当の顔なのかしら。わたくしのような雑ざ魚こに向けることのなかった、あなたという人間の真の姿……まるで、娘を喰くらうおとぎ話の狼おおかみのような……」

「そんなたいそうなもんじゃない。せいぜい死肉を漁あさるハイエナだよ」

　だからこそ。

「だからこそ、遊戯ゲームを辞めたかった。ハイエナを卒業して人間様になりたかったんだ」

「砕さい城じよう……紅ぐ蓮れん……」

「でも、無理だ。見て見ぬフリをするには、俺は『眼め』が良すぎる。俺が何もしなければ確実に大勢の人間が不幸になる未来が視みえてるのに、のんべんだらりと『日常』を楽しめるほどお花畑な脳のう味み噌そをしちゃいないんだ」

「な、何を言っていますの？　まるであなたに何かができるとでも言いたげに！」

「できるよ」

「えっ」

「時とき任とうミミって言ったっけ。あいつ程度になら、負けるほうがむずかしい」

　凄すさまじく傲ごう慢まんなひとことだった。

　負けて負けて、何もかも奪われた少女の前で、仇かたきに勝てると断言した。それはただの煽あおり文句や自慢のたぐいなのか、それとも別の意図があるのか。

　楠くすの木き楓かえでには、わからない。砕城紅蓮の意図が、まったく理解できなかった。当惑する彼女の前で、紅蓮は「よっ」と短く声をあげ、ベッドを降りて床に立つ。

「話は聞いた。下げ剋こく上じようチャレンジってのは、いつ始まるんだ？」

「ほ、放課後……クオリアネストで、執り行う予定になっていますわ。詳しい予定は、クオリアの使用予定表を見れば載っていますけれど……」

「生徒手帳アプリで見れるのか。人生を賭かけるにしちゃ、杓しや子くし定じよ規うぎすぎて間抜けだな」

　他ひ人と事ごとのように言い放ち、紅蓮は楓にぐっと顔を近づけた。

　吐息がまじり合い、唇がふれ合いそうなほどの距離で、またもや『眼』に魅み入いられる。その強い瞳に蹂じゆう躙りんされて、楓は金縛りに遭あったかのように舌をもつれさせた。

「な……なに、を……するおつもり、なのですか……？」

「お前には関係ない。俺は俺の意志で、お前の主人に挑むだけだ。お前の意志はどうでもいいし、お前の身み柄がらも、運命だってどうだっていい。だが。だけど、な」

　気に入らねェよ、と紅蓮は言った。

「『黒の採決ブラツクバウト』をぬるくしたみたいなえげつないシステム。中途半端な救済や希望、ほぼいじめと変わらんようなバカげたしくみ。──この学園の何もかもが、気に入らない」

　それは善意ではないし、思い上がった救済でもない。

　ただ気に入らないから、叩たたき潰つぶそうと思っただけの──暴力だ。

「知った顔が身近で死人みてえな面つらでセクハラ受けてるのは気分が悪いし、心を犯されて壊れたみたいに座られてたんじゃ飯もまずいし、俺の日常が台無しだ。迷惑なんだよ」

「ご……ごめん、なさい……？」

　なぜ謝るのか自分でもわからないが、迫力に押されるように楓が詫わびると。

「謝るくらいなら自暴自棄にならないでくれ。お前みたいな面をした奴やつは腐るほど見てきた。五年間、毎日毎晩見まくったんだ。ちらつくんだよ、ぶっ壊した奴の顔が」

　そう告げる紅蓮の『眼』は、あの時と同じだ。

　楓が叩き潰されたあの時の顔。一瞬だけ垣かい間ま見みえた、敗北を叩きこまれた男の貌かお──。

　凍りついたように固まる楓かえでの前で、紅ぐ蓮れんはさっと背を向けた。そのままさっさと保健室を出て行こうとする彼の背中に、彼女は気づけば手を伸ばしていた。

「ま……待ってください。わたくしは、どうしたら……!?」

「とりあえず、放課後まで寝てろ。体を休めて、キャンキャン吠ほえる元気を取り戻せ」

「は……？」

「黙だまって、やれ。いいな。必ずだ。──俺に従え、負け犬」

「……っ!!」

　わからない。なぜ、この傲岸不ふ遜そんな物言いを信じたくなるのか。

　上から叩たたきこまれる言葉に、頭を下げたくなるのか。不安に満ちて絶望しかなかった胸の中に広がる高揚感は、安あん堵ど感かんは、不思議な安らぎは何なのか──

　楠くすの木き楓には、わからなかったけれど。

「……わ、わかりましたわ。……あの、貴方あなたは……どうなさるつもりですの？」

　おずおずと尋ねる彼女に、紅蓮はふん、と鼻を鳴らして。

「理事長室だ。──最悪の学園に転入させてくれたあの野郎を、とっちめてくる」

　ぽかんとした楓を保健室に置き去りにして、紅蓮は廊ろう下かへ歩き出した。
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「もう朝のホームルームが終わる頃だよ。何をやってるんだい、紅蓮クン？」

　ドアを蹴け破やぶるようにして乗り込んだ紅蓮に、獅し子し王おう創はじ芽めはとぼけた声でそう言った。

　朝の気配が残る理事長室。

　わずかに混ざる煙っぽさは、煙草たばこでも吸っていたのだろう。

　仕事をする様子もなく、ふかふかのソファに寝転んでリラックスしていた理事長、獅子王創芽は、さして慌てた様子もなくのんびりと紅蓮に目を向けた。

「この学園のシステム、あんたはどう考えてるんだ？」

　挨あい拶さつひとつなく、紅蓮は寝転んだ男を見下ろした。

　創芽はふにゃりとゆるい笑えみを浮かべ、ハットのつばを指で軽く上げて紅蓮を見上げる。

「どう、とはどういう意味かな？」

「人の権利や尊厳まであっさりと売買されてる現状について、だよ」

「何か不満かな？　君には慣れたものだろう」

「ああ、そうだ。慣れてるよ。慣れてるから、胸むな糞くそ悪いんだ。怖さをろくに認識してないバカな子どもを地獄に突き落とすようなマネをして、平気でいられるかよ」

「ふむ。しかし、現金のＧＰ化は生徒の要望ではじめたものだ。それに加えて、今の時代『遊戯ゲーム』の実力はそのまま、社会的地位に比例するものだよ」

　どこまでもそっけなく、理事長は言う。

「その怖さ、素晴らしさを教育するのが我が獅子王学園だ。そう言ったろう？」

　大おお股またで紅ぐ蓮れんはソファに歩み寄った。理事長が枕まくら代わりにしている肘ひじかけ、その頭部スレスレに上履きを叩たたきつけ、片足をかけて踏みにじりながら。

「……気に入らないな」

　大切なものを奪われた人間。人生を賭かけて敗れた人間。

　そのどれもを紅蓮は見ている。

　常に自分は奪う側だった。奪われた人間の絶望と苦く悶もんを誰よりもよく知っている。

「勝ってりゃ気分がいいだろうってみんな言うさ。──バカ言うな」

　にやにやと理事長は笑っている。紅蓮の靴を間近に眺めながら、顔色も変えず。

「勝ち続ける方だって、いい気なんざしねえ。べつに恨うらみもない奴やつの人生を破は滅めつさせて楽しめるようなサディストじゃねえんだ」

「罪悪感、というやつかね？　かといって、わざと負けることもできない」

「あたりまえだ。そのときは、俺のついてる側が破滅するだけ。誰かがくたばる結果は同じで、何も変わらない」

　──だから。

「だから、俺はやめた。負けるのは御ご免めんだ。だが、勝つのもいやになった。負けて破滅した奴の腐った面を見たくない。勝ち誇った豚野郎どもの面も見たくない」

「五年間無敗。最強の遊戯者。絶対勝利のチケット。そう言われた君の結論がそれかね。ただの道具として、依頼者のために勝ち続けるのが嫌になったと？」

「悪いかよ。道具にだって感情はある。たとえそのためだけに造られた存在だろうと──嫌なもんは嫌なんだよ」

「君の感情は理解した。遊戯ゲームを捨てた動機もね。で、君は私に何を求めているのかな？」

「お前んところの生徒会が『黒の採決ブラツクバウト』に手を出そうとしてやがる。ＧＰなんてローカル通貨で点取りゲームをやってるだけなら、正直どうだっていいんだが」

　ＧＰのやりとりだけなら、外の世界には何の影響力もない。しかし、企業を買収したり黒の採決に手を出すとなると事情は変わってくる。

　まだ高校生という身分の人間が将来を閉ざされる可能性があるとなれば看過できるはずもない。

「それを止めろ、と言いたいのかね？」

「ああ。できるだろ、あんたなら」

「できるが、するつもりはないな。我が校は生徒の自主性を重んじているからネ」

　創はじ芽めはとりつくしまもない。

「敗者は血となり肉となり、勝者を肥こやす。強く大きくなった獅し子しは野に放たれ、さらに戦い続けることだろう。造り上げられた勝者は国家の財産となり、国を強くする」

「そのためなら、ウサギがどれだけ食われようが知ったこっちゃない……ってことか？」

「たいへん心が痛むがネ」

　──ふざけるな、と言いたくなった。

　怒りをあらわにする紅ぐ蓮れんに、理事長は寝転んだまま背中を反らす。前髪が垂れ、柔やわらかな肘ひじかけに頭を深く沈めながら、見上げる目と見下ろす目が火花を散らした。

「私は欲望が好きなんだ。貪どん欲よく強欲、けっこうけっこう。若くして社会に出て活躍したい、それもまたすばらしいことじゃないかな？　黒の採決ブラツクバウトとて、その延長に過ぎないよ」

「やめさせるつもりは、ないんだな」

「もちろんさ。気に入らないなら、キミ自身の手でどうにかしてみたまえ」

　紅蓮自身の手で。つまり、遊戯ゲームの結果を以って。

　それ以外に、紅蓮が目の前の汚らしくて目障りなものを排除する方法はない、ということだ。

「とんでもない学校に入学させやがって。恨うらむぞ」

「恨んでくれたまえ。私としては君に入学してもらえて心底うれしいよ」

「……くそったれ」

　そうつぶやいて、紅蓮は理事長に背を向けた。

　理事長室を出て、強く扉を閉める。バタン、とあてつけのように大きな音をたてながら、紅蓮は制服のポケットに忍ばせた電子生徒手帳のホームボタンを長押しする。

　まずは学内ＳＮＳのダイレクトメッセージを確認。新着はたった数分前、真後ろの席にいるお喋しやべりで気さくなイケメン野郎──白しろ王おう子じ朝あさ人とからだった。

『やあ紅蓮。楠くすの木きさんをお持ち帰りして保健室へ連れ込んだって、本当かい？』

　にこやかなプロフィール画像を睨にらみながら、たどたどしい手つきで返信する。

『時とき任とうミミって奴やつがどのクラスか知ってるか？』

　一切答えず、質問に質問で返す。答えがあれば奇跡だな、と紅蓮が思ったとき。

『時任先輩なら２年だね。２年２組、一時限目に出てるから教室にいるよ』

「……マジかよ」

　ほとんどアテにしていなかった返事が、それもすぐさま返ってきた。よほど朝人がヒマなのか、それとも何か裏があるのか、今はわからないが──

『ありがとよ』

『どういたしまして。──何かするつもりなのかい？　ふふっ、楽しみだな♪』

　素っ気ない礼にハイテンションな答えがつづく。

　朝人に耳元で囁ささやかれたかのような錯覚を感じてげんなりとしながら、デバイスをポケットにしまう。

　２年２組の教室がどこにあるのかは知らないが、探せばすぐに見つかるはずだ。
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『１年７組、序列２７０２位、砕さい城じよう紅蓮。入室エントリー』

　──ざわっ。

　もうすぐ二限目が始まろうという時間。

　紅ぐ蓮れんが訪れた２年の教室の入り口は、電子生徒手帳をかざすだけでやすやすと開いた。

　無雑作に踏み込んできた部外者──紅蓮に突き刺すような視線が集まる。

　その異様な空気に紅蓮は眉まゆをひそめた。

「やけに出席率のいいクラスだな。おまけに……何だ、この席順？」

　ここ数日観察した限り、リアルタイムで授業に参加する生徒は多くない。紅蓮のクラスを例に出すなら、一時限目に限っても出席率は50％かそこらだ。

　それが、ここ──２年２組には、誰ひとり欠けることなくびっしりと生徒が座り、休み時間にもかかわらず、背筋を伸ばしたまま微動だにしない。

　それだけでも異様な風景だ。だが、それだけではない。

　席の配列がいじってあり、まるでコンサートホールか舞台のステージのように、ひとつの席を扇状に囲んで生徒が座っているのだ。

　横に隙すき間まなくぎっちりと詰め込まれたその姿は、満員電車か養よう鶏けい場じようか。彼らはみな首に楠くすの木き楓かえでがしていたものと同じ、校こう章しよう入りの首輪をつけていて──。

「……あんたたち、もしかして全員……隷徒なのか？」

「質問するだけムダよ。そいつらは全員、あたしの家畜なんだから。何か用かしら？」

　教室の中心から涼しい顔でそう声をかけてきたのは、時とき任とうミミだ。

　古めかしい算盤そろばんを片手にパチリと珠を弾はじいて鳴らし、椅い子すにもたれて上靴を履いた足をぶらぶらとばたつかせながら、紅蓮がいる方を振り向き、ニヤリと笑った時。

　バシャッ、と水音がした。

　彼女の前にガラスの大きなテーブルらしきものがある。それが唐突に傾いて、上に載っていたお茶のペットボトルが倒れたのだ。

「ちょっと、何してるのよ！　二時間で崩れるなんて、出来の悪いテーブルね。ほんっと使えないんだから。この、グズッ!!」

「ふぐううううぅっ!?」

　パシィン!!　と、したたかに尻しりを叩たたく音がする。

「ひぃ!!　ぐっ!!　……ふぐうううぅっ!?」

「何声出してんの？　一年生が引いちゃってるじゃない。ダメね、このテーブル！」

　彼女の前にあるテーブルは──人間、それも女だ。制服すらない下着姿で、目隠しとボールギャグをはめられ、手足は四よつん這ばいの状態として固定されていた。

　その背中には、大きなガラスの天板が固定されている。その意味するところは、ひとつ。彼女は、『家具』なのだ。人間のかたちをした、『テーブル』だ。

（……ひでえ趣味だ）

『客席』を迂う回かいしてそこへ近づく紅蓮の口に、苦いものがまじる。

　背負った分厚いガラスごしに、女の子らしい華きや奢しやな背中からお尻のラインが透けている。人形のように上品な顔立ちをした、育ちのよさそうな女の子だ。

　厚いガラスの板を四よつん這ばいで、半日も支え続けるには向いていないだろう。

　事実、床には肌からしたたり落ちた汗で水たまりができ、倒れたペットボトルからこぼれたお茶とまじって教室の床を濡ぬらしていた。

「時とき任とう、ミミ……先輩。何してんすか、あんた？」

「これ？　まあ、お子様にはちょっと刺激が強い光景だったかしら」

「刺激が強いって言うか、ドン引きだよ。学校でＳＭなんかやるか？　普通」

「まっさかぁ！　そういうのって、人間同士がやることよ。家畜相手にやるわけないじゃない。──ねえ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんクン、あんた、昨夜も見てたでしょ？」

　名指しで呼ばれ、紅蓮はほうと息をついた。

「やっぱりわかってたか。……なんで、って訊きいていいか？」

「教室にも特別教室にも入退室時にはログが残るのよ。こっそり何かをしたいなら、ＧＰ課金で足跡を消すことね。なかなかおもしろかったでしょ？　なにせ──」

　にいっ、と時任ミミ、生徒会の幼蛇イノセントバイパーは邪悪に笑う。

「あなたが破は滅めつさせた同級生が、豚みたいに裸でご奉仕してるんだもの！　ロッカーの中、よく見えたかしら？　たまにあるのよ、ああいうことってね♪」

「ああ、おかげさまでよく見えたよ。正直、胸むな糞くそ悪いだけだったけどな」

「お子様ねえ。それとも童貞？　つまらない幻想は捨てちゃったほうが身のためよ？」

　くだらない挑発だ、と紅蓮は思う。

　恐らく自分を見逃した理由もそこにある。たまにあること──つまりは。

（『生徒指導室』は罠わなか。あそこに新入りを連れ来んで、いたぶって。確かめに来た奴やつに見せつけて、挑発して──まあ、普通は見てられないだろうな）

　あれだけ無む茶ちやをやる部屋のセキュリティがだだ甘なのも、それならわかる。

　友人や知人が助けに入ればしめたもの。解放するために遊戯ゲームを挑み、そうなればまた、時任ミミは新たな隷徒という名の奴隷を手に入れることになる。

「知るか。見られたくないなら鍵くらいかけておけ」

「普段はちゃんとかかってるわよ？　使用許可を申請したら外れるけど。あんたもバカね、そっちの方はちゃんと利用者名を隠いん蔽ぺいしてるのに、入退室ログだけそのままとか」

「……何？」

「驚いたフリなんかしなくたっていいわよ。ま、見られて恥ずかしいのはあたしじゃなく、あのダメ牛だもの。まったく、落ちぶれたくはないわよね──」

　ぴくり、と紅蓮が眉まゆを動かす。ほのかな違和感を感じ、それを追及しようとしたのだ。が、時任ミミはそんな彼の様子にかまわず、くくくと笑いながら言葉を重ねてくる。

「ＧＰを失って服従を誓った連中──隷徒に、人権はないわ。それも含めてみんなみ～んな売っちゃった、人間のクズばっかりなんだから！」

　時任ミミはそう言いきると、手にした算盤そろばんをシャカシャカと鳴らして肩を叩たたいた。

「砕城、あんたも一匹飼ってたわね。もう、寝た？　あたしに売る気ある？　家の資産は大したことないけど、あの顔と体だもん。それなりに高く買ってあげるわよ」

「あんた、女だろ。……買ってどうする」

「決まってるでしょ、転売するの。ＧＰを払っても家柄のいい女、コネのある女、資産家の女を隷徒にしたい男なんていくらでもいるわ。もちろん、逆もアリだけど！」

　くすくす、と彼女は小さく笑うと、自分を無言で囲む同級生たちを指して。

「ちなみに、そこに並んでる連中は全員売り物。買い手がつかないから、せめて家具として使ってるワケ。欲しかったら言いなさい、適正価格で売ってあげる」

　──その顔は、まさしく大航海時代の奴隷商人そのものだった。

　人間を『商品』としか認識していない顔だ。一片の良心の呵か責しやくもなく人間を売買できる、情け容赦のかけらもない、爬は虫ちゆう類るいじみたそのしぐさ。『幼蛇』にふさわしい冷血。

　それを前にしながら、紅ぐ蓮れんは怯おびえたような先輩達たちを見渡して答える。

「生あい憎にく、そんな趣味はねえよ」

「ふぅん。……ま、いいわ。取引じゃないなら、何の用？　あたし、忙しいんだけど」

「あんたに訊ききたいことがあって来ただけだ。ランキングが重要なのはわかったが、何でここまでする必要がある？　……こいつらも、楠くすの木きもそうだが」

　会話の間も支え続ける『テーブル』の少女をちらりと見て紅蓮は問いかけた。

「……同じ生徒だろ？　人生を賭かけるようなバカな真ま似ねをする方もする方だが、買う方も買う方でタチが悪い。この学園は治外法権かもしれないが、外に出れば立派な犯罪だ」

　どこかつまらなそうな、どうでもよさげな声音で紅蓮は尋ねた。

「なぜ、そこまでやる？　なぜ、そこまでできる？」

　わずかに声に力がこもる。それは、彼のほんのわずかな──

「時とき任とうミミ、あんたは──良心ってやつが痛まないのか？」

　期待をこめた質問に、時任ミミはほんの一瞬だけ沈黙して。

「ぷっ……あははははははははははははははははっ！」

「ひっ!?」

　突然笑い出した主人に、テーブル役の少女が怯えた声をあげる。

　じたばたと暴れるミミの足に脇わき腹ばらを叩たたかれ、少女が苦しげに震える中、時任ミミは笑いころげた。

「あはははは……！　面白いわ、ここ最近聞いた中でも最高にバカな台詞せりふね！　良心ですって？　そうね。子猫とか晴れた日のカタツムリとか、弱った生き物なら助けるかも。あたしも鬼ってわけじゃないもの。あるわよ、良心。けど、けどね──！」

　言うなり、足を強く振り上げる。振り子のように揺れたそれが『テーブル』の胸を蹴けり、豊かなそれがボールのように弾むと、声なき悲鳴が漏もれた。

　そんな『家具』の痛みなど、時任ミミには関係ない。彼女は傲ごう慢まんに、不ふ遜そんに笑いながら、処刑を宣告するかのごとく、立てた親指を真下に向けた。

「こいつらは別よ！　金持ちの家に生まれて、何不自由なく育って、あたりまえのようにこの学園でも搾さく取しゆする側に回れると思い込んでた豚よ、豚。良心が痛むかって？　家畜にそんなの必要ないわよ。バッカじゃないの？　あはははははははっ♪」

「……そいつらに、何かされたのか？」

　昔の因縁や恨うらみでもあるのなら、わからなくもない。

　そう思って紅ぐ蓮れんが質問すると、時とき任とうミミはきょとん、と小首をかしげた。

「いえ？　あたしは常に勝ち組だもの。こんな豚どもに飼われるくらいなら死ぬわ。この豚どもは死ぬことすらできないから豚なのよ。ほんっと、クズよね♪」

　むしろ愛あい嬌きようすら感じる笑えみで、本気で言っているのがよくわかった。

「あたしの家は金持ちじゃないわ。どこにでもあるありきたりの貧乏家庭。このまま育てば負け組、カスみたいな人生しか送れない。だからこそ、この学園に来たのよ」

「だから、金持ちの生徒を叩たたき潰つぶしてるってことか。……ただのひがみだろ、それ」

「ええ。ひがみよ？　だけどこれが最高に気持ちいいのよ♪　自分がウサギを狩る狼おおかみだと勘違いしちゃった危機感のない豚をぶち殺して、血も肉も骨も売り飛ばし、飼いならす。学校だけの主従関係に留とどめておいてやるもんですか。調教された豚は、卒業後もずーっとあたしのブ・タ・さ・ん♪　あぁん、ぞくぞくするわぁ～」

「……思った以上にイカれてるよ、あんた」

「だから何？　……非人道的だとか、くっだらない理想論は言わないわよね？」

　彼女の思想は明快で、無駄がない。

　なるほど良心など痛むはずもないだろう。自分自身の醜みにくい性格──金持ち、上流階級への憎悪やひがみすら、時任ミミは利用している。その復ふく讐しゆう心しんに近い意志を持つ限り、彼女は己の隷徒をどう扱おうが、良心の呵か責しやくなどまったく感じないはずだ。

「この世は実力がすべて。盤上の勝負に勝てない人間はどうせ社会の勝負にも勝てない。豚には豚らしい人生が与えられて当然でしょ？　あたしはそうしてるだけよ」

　それが、時任ミミの戦術タクテイクス。

　資産家や上流階級などの家庭の子らが多く通うこの学園において、大勢の生徒を隷徒化し、徹底して『モノ』として扱うことで──今のみならず将来の手て駒ごまとする。

　悪あく辣らつで邪悪で卑劣で、人を人とも思わない。

　紅蓮もよく知っている──それはまさに『裏』の理論だった。

「……そうか」

　打ちひしがれたように見える沈んだ顔、痛みを感じているような細い声で、彼は言う。

「意外とものわかりがいいわね。わかってくれたかしら？」

「ああ。……わからないってことが、よくわかったよ」

　謎なぞかけのような紅蓮の返事は、理解することを諦あきらめたからだった。

　時任ミミは染まっている。人を踏みつけ、食いものにする理論に。彼女が罵ののしった大富豪達たちと同じ、搾取することしか考えていない、邪悪な意思に。

（けど、そう言ったところで──無駄だ）

　時とき任とうミミには届かない。紅ぐ蓮れんがどれほど言葉を尽くそうと、まずその心には届くまい。この歪ゆがんで狂った『遊戯ゲーム』に吞のみこまれた、その心には。

　ならば。

　通じる言葉で、話しかけるほかないと思った。

「時任ミミ。──俺と、ひと勝負する気はないか？」

「あら、いい顔になったじゃない。とってもセクシーよ、子豚ちゃん？」

　もし可か憐れんが耳にしたら跳びあがるような提案を、時任ミミは嘲あざけるように突っ返す。

「……でも、お生あい憎にくね？　Ｆランクの貧乏人なんか潰つぶしたって大した儲もうけにならないもの。あたしを勝負に引き出したいなら、そうね──あんたの隷徒を賭かける気はある？」

「生憎だな。あいつは俺のものじゃない。賭ける気もない」

「ふぅん。つまんない男ね、やっぱ童貞だわ。──じゃ、妹ね。あんたが負けたら、あんたの妹に負け分払ってもらうわ。同意して統括ＡＩに申請してから、また来なさい」

　時任ミミはつまらなさげに鼻を鳴らしてそう言った。

「可憐を巻き込むつもりもない。俺は、あんたが個人的に気に入らない」

　包み隠さぬ、それは本音だった。

「人を豚扱いするあんたが、人をモノ扱いするあんたが最低最悪に気に入らない。だから、お前を叩たたき潰つぶす。目障りな虫が這はってたら、誰だってそうするだろ？」

「……へえ、言うじゃない」

　水場をついばむ小鳥のようにちゅっ、と唇を鳴らして、時任ミミは紅蓮を見上げる。袖そでではしたなく乱暴に口元を拭ふき、不敵な笑えみを浮かべながら。

「なら、何を賭けると言うの？　言っておくけど、安い勝負はしないわよ」

「ああ。要は、賭けるものがありゃいいんだろ？　──ＧＰ以外で」

「ガキの貯金になんか興味はないわよ。現金なら、最低１億は持ってきなさい！」

　言い放つと、時任ミミは『テーブル』の上に置かれたコップにペットボトルのお茶を注ぎ、口にふくんだ。

　その、次の瞬間──。

「ああ、いいぜ。──これでどうだ」

「ぶはっ!?」

　思いがけない言葉と共に提示されたデバイスの画面に、時任ミミはお茶を噴く。

　その拍子に脇わき腹ばらを蹴けられた少女が倒れ、落ちたガラス板が音をたてて割れるが、そんなものはもはやミミの眼中にない。

　それほど、紅蓮が見せたものは衝しよう撃げき的だった。




「──千二百億ある。足りないか？」




「はぁっ!?　……ちょっ、ま、待ちなさいよ!!　ええと、ひい、ふう、みい……!!」

　それはあたりまえの口座情報だ。大手都市銀行のインターネットバンキング画面。偽装されたものではないか、ただの見間違いではないか。何度も時とき任とうミミは確認する。

　だが、その12桁けたの数字は偽物ではない。それが信用できないのなら、信用できる金融機関など存在しない。紅ぐ蓮れんが画面をひっこめると、骨を見せられた犬のように時任ミミは立ち上がり、『テーブル』の少女が「ひゃっ!?」と悲鳴をあげた。

「ま、待ちなさい！　もっとよく見せるのよ！」

「ずいぶんとチョロいんだな、あんたも。コイツは手持ちの中で一番残高の低い口座なんだが──あとその子から降りてやれよ」

　デバイスを取ろうと前に出たときにテーブル役の少女の腹の上に乗ったミミの体を軽く押す。ミミはすばやく紅蓮の手からデバイスを奪い取りながら降りると、食い入るように画面を見つめた。

　ごくり、と生なま唾つばを吞のみこむ音がして、その目にギラギラとした熱が輝きはじめる。

「……な……何よ、これ。あんた……何者？　産油国の王子様!?　大物の隠し子とか!?」

「ンなわけねえだろ。つまらないバイト代だよ」

「こんなトップクラスの経営者の個人資産みたいなバイト代があるわけないでしょ!?　12桁あるのよ、これ!?」

「出どころはどうだっていいだろ。俺に勝てば、こいつはあんたのものになる」

　千二百億──。

　あまりにも大きすぎて、時任ミミすら理解しがたい。彼女の資産はかなりのものだが、それでもなお届かない金額だ。これをすべて奪えると言うなら、あまりにもおいしい。

（これだけの資金があるって言うの？　こいつの情報、こいつの正体、こいつの──ああ、何でもっとよく調べておかなかったのよ、あたし!?）

　時任ミミの頭が目まぐるしく回転するが、表情はまったく動かない。フリーズしたように固まったポーカーフェイスを保ちながら、時任ミミは風変わりな転入生を見上げた。

「お……面白いわね。じゃ、じゃあ……あたしが負けたら、どうなるって言うの？」

「すべて、よこせ」

「はあ!?」

　予想を上回る答えを淡々と告げ、紅蓮は彼女を見下ろす。

「お前の財産。お前の隷徒。お前のＧＰ。お前がこの学園で蓄たくわえてきたすべてを賭かけろ。ただ一度の遊戯ゲームに、何もかも、すべて賭けてもらう。それ以外は、認めない」

「……一回!?　この額を、たった一回の勝負に賭けるって言うの!?　あんた……バカ？　頭おかしいんじゃないの!?　何考えてんのよ……!!」

　おののきながら、時任ミミは紅蓮を見上げる。ただの転入生だと思っていた。金を積み、コネを駆使して獅し子し王おう学園に潜り込む生徒など珍しくもない。そうした奴やつらはほとんどが彼女のような『捕食側』の人間に食いちぎられ、餌え食じきになるばかりだった。

（……桁違いに金は持ってるみたいだけど、こいつもそのたぐいよね？）

　そう、時とき任とうミミは考えたかった。

（千二百億はデカいわ……！　資産が倍以上になる……！　それだけあれば、『黒の採決ブラツクバウト』への進出を前倒しできるし、あとあとの金策もラクになる!!）

　彼女の願いは単純明快──『金』だ。預金残高というステータスを極限まで上げて、金の魔力で上流階級と呼ばれる人間、金に不自由したことのない無む垢くなお嬢様やお坊ちゃまを叩たたき潰つぶして『家具』に貶おとしめることに、彼女はどうしようもない悦よろこびを感じる。

　そのための資金を、本来ならあと一年かけて貯める予定だった。そしてあの化け物──白しろ王おう子じ透とう夜やすらも押しのけて生徒会の頂点に立ち、表と裏の舞台に華麗にデビューする。

（もう、あたしは）

　脳裏によぎるイメージ。

　頭を下げ、靴を舐なめる男と女。肥こえ太った富豪に媚こびへつらう父。卑屈に従うだけの母。

　あまりにも醜みにくい、負け犬の姿──

（──あたしは、あんなふうにはならない!!）

　思い出せばいつでも、闘志が燃え上がる。

　それは、時任ミミの原風景だ。金に魂を売り、道具になりはてた両親のもとで育って、なお彼女は牙きばを抜かれていない。そんな自分の強さ、その源たる野心が彼女の誇り。




　紅ぐ蓮れんは、そんな彼女の想おもいを知らない。

　知るわけがない。

　それなのに──。




「逃げたいなら、逃げてもいいぞ？　時任ミミ」




　誰よりも的確に、誰よりも傲ごう慢まんに。




「莫ばく大だいな金を持ってる相手には、手も足も出ない──自分自身をそう格付けして、残りの人生を平平凡凡に生きていけばいい」

「……っ!!」

　時任ミミの心の傷を、深く深くえぐってみせた。

　そして、ミミは紅蓮の変化に気づく。

（何よその眼め。その真っ赤な眼で、あたしを見下そうっていうの!?）

　さっ、と彼女の頰ほおに朱が散る。怒りと興奮に目を見開き、彼女は手を伸ばす。わずかに背伸びして襟えり元もとをつかみ、無理やりに紅蓮の顔を自分のそれに引き寄せて。

「──遊戯ゲームよ!!　統括ＡＩ申請。クオリアネスト占有許可、生徒会権限で最優先!!」

『承りました』

　打てば響く勢いで機械音声が返答する。彼女の電子生徒手帳が複雑な処理を始め、見えない情報が学内ＳＮＳと統括ＡＩを通じて拡散していく中、時とき任とうミミは低い声で紅ぐ蓮れんに告げる。

「叩たたき潰つぶしてやるわ、転入生。あんたがどこのお坊ちゃんか知らないけど。あんたのお金、あんたの命、あんたのすべてを──奪ってやる」

「そうかい」

「ええ。あんたは家具じゃ済ませてやらない──身ぐるみはいで欲求不満のゴリラの檻おりにぶち込んでやるわ」

　ミミは相そう貌ぼうを凶悪に歪ゆがめて凄すごんでみせた。

「勝負は、放課後。──逃げるんじゃないわよ？」

「ああ」

　紅蓮は素っ気なく、ただうなずいて襟えりを正した。





　＊






「起きなさい、楠くすの木きさん。──もうじき、始まりますよ？」

「うぅ……んっ……？」

　ほのかに消毒液の香りがするベッドで、楠木楓かえでは目を覚ました。すぐ隣、肩のあたりに誰かの手があって、自分を強く揺り起こしている。

　何やら騒々しい物音、雨だれのようにぱたぱたと廊ろう下かを走る靴音、小刻みに揺れる気配。そんなものを寝ぼけた頭に感じながら、「ん……」と声を漏もらして身を起こす。

「どうぞ」

「……え？」

「口元、お拭ふきなさい。……その、よだれが」

「っ!?」

　差し出されたハンカチの持ち主を認識する前に、手が動いた。あわてて唇を拭き、熟睡の証拠をぬぐい去ると、ほっと息をつく間もなく、間近の人物が手を引いてくる。

「よく眠れたようですね、楠木さん。では、行きましょうか」

「は？　さ……砕さい城じよう、可か憐れん!?　なぜ、わたくしのベッドに……!?」

「ここはあなたの寝室ではありません、保健室です。出入りは自由でしょう」

　手をつかまれたまま、素っ気なく言われて、楓はようやく状況を思い出した。

「わたくしは、確か……あの男に。砕城紅蓮に、眠るように言われて……」

　最初は、そんなつもりなどなかったのだ。

　砕城紅蓮、あの優しいのか無礼なのか傲ごう慢まんなのか卑屈なのか、よくわからない男。あの俺様じみた態度に押し切られ、ベッドに寝かされた。

（……最近、まったく眠れませんでしたのに……）

　隷徒に転落し、寮の私室を追い出され、主人となった時任ミミにあてがわれた大部屋で、他の女隷徒達たちとの強制的な雑ざ魚こ寝ねと共同生活。

　お互いに疲れ切って会話もなく、薄い毛布にくるまって床同然のマットで眠るだけの日々。意識が途切れることはあっても──疲れがとれるほど眠れは、しなかった。

（でも、今日は……あの男が……）

　眠れ、と命じたからだろうか。驚くほどすんなりと休むことができた。さっきまで頭にこびりついていた疲労が軽くなり、思考にかかっていた靄もやが取り払われた気がする。

　ふと、時計を見る。時間は進んで、昼どころか放課後になっていた。ベッドから起き、さぐるようにつま先で靴を探すと、可か憐れんがすっとその先へ靴を揃そろえてくれた。

「楠くすの木きさんの上履きはここです。早く用意してください。遅れてしまいますよ」

「あ、ありがとう……ございます。ですが、遅れるとは、何に……？」

　状況がつかめず、ひとまず素足──靴下を履く権利も売ってしまった──を上履きへと直接差し込むと、そのしぐさを冷たく見下ろしていた可憐が電子生徒手帳をつきつけた。

「説明するよりは、校内ＳＮＳの方が早いでしょう。タイムラインを見てください」

「これは、わたくしの……なっ!?」

　つきつけられた画面には、すさまじい数の通知が届いていた。たいへんな数の新着レスが画面を埋め、ひっきりなしに更新されていく。津波のような発言をひとつひとつ読むなどとてもできなかったが、その多くに自分と、そして──

「……砕さい城じよう、紅ぐ蓮れん!?」

　思いがけない名前を頻繁に見つけ、楓かえでは思わず声をあげた。

「ええ。お兄様は、時とき任とう先輩に『遊戯ゲーム』を挑まれました。本日これからクオリアネストを占有して勝負が始まります。支し度たくしてください、あなたも賭かけの対象ですから」

「わ、わたくしが!?　どういうことですの、砕城紅蓮は、何を賭けたと言うのです!?」

「──すべてを」

　混乱した楓に、何でもないことのようにあっさりと可憐が答える。

「時任先輩はご自身が所有されているＧＰ全額、獅し子し王おう学園生徒として持つ諸権利と隷徒全員分の契約。そして、お兄様はそれに釣り合う現金、千二百億円を賭けました」

「は……!?」

　あまりのことに、楓は言葉を失った。

　千二百億、千二百億、千二百億。言葉にするのは簡単だ。

　しかし、それがリアルに想像できるかといえば、不可能だろう。彼女が大手ゼネコンの血縁者として得た権利一切合財すべてを担保に用意した資産がその千二百分の一なのだ。

「おい、見たかよあれ!?　──ガチじゃん!!　ガチだよ、あれ!!」

「学園の現金輸送車がすげえ列つくって銀行から金運んできて……ぱねえ!!　ぱねえ!!」

「あれ全部賭けて遊戯をやらかすってマジ!?　急げ、クオリアだ!!　観戦すんぞ!!」

　興奮しきった男子生徒の声を聞き、あわてて楓は電子生徒手帳を見た。タイムラインをしばしさかのぼると、それはすぐに見つかる。生徒の何人かが撮影し学園関係者しか閲えつ覧らん不能なアップローダーに公開されているのは、物々しい現金輸送車と武装したガードマンだ。

　彼らは列をなし、バケツリレーのように巨大なジェラルミンのケースをクオリアネスト──『遊戯ゲーム』の場となる会場へ運び込んでいく。

　賭かけの対象がほぼ電子化されているこの獅し子し王おう学園においては極めて異例の事態と言えるだろう。

「『黒の採決ブラツクバウト』において、電子化された情報は信用されません」

　可か憐れんのつぶやきに、ビクリと楓かえでが震えた。

「どういうこと……ですの？」

「そのままの意味ですよ。『黒の採決』において、契約の履行は絶対のもの。決済は迅速にするべきものですから。お兄様もすぐに動かせる資産は抱えています」

「せ、千二百億ですわよ!?　そんなものを、あの男が、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが……!?」

「お兄様が動かす金額としては、少ない方ですよ。搬入には理事長の協力を頂いたようですけれど、半日足らずで動かせるんですから。簡単なほうです」

「な……」

　わけがわからない。眠っている間に、夢の国にでも放ほうり込こまれたような気分だ。

　恐らくは楓の命の価値よりも遥はるかに高い金額を賭けて、砕城紅蓮はあの時とき任とうミミに勝負を挑もうとしている。楓を完膚なきまでに叩たたきのめし、すべてを奪った幼蛇に。

　わからない、そこに何のメリットがあるというのだろう。

『黒の採決』──彼女すら、名前だけは知っている国家や企業の頂点が争う現代の戦争。可憐の言葉通りなら、その一端にかかわっていた可能性すらある、あの紅蓮が。

　まさか、と思ったとき、胸がときめいた。

　まるで札束でぶん殴られたような気分だ。

　力ずくで何もかも奪われ、賭けの一部にされようとしているのに、なぜか。

「まさか……わたくしのために、こんな勝負を……？」

「ヒロイン気取りの勘違いはやめてください。ありえません」

「は……!?　で、ですが、他にどんな理由があると言うのですか……？」

　浮き上がりかけた心に特大の釘くぎを刺した可憐は、「しょうがないですね」とでも言いたげに微笑ほほえんでいた。あまりに危機感のない、身内のいたずらを見るような顔で。

「お兄様は、目障りなゴミを片付けようとしているにすぎません。たかだか千二百億、その程度の小銭で害虫駆除ができるのなら、安いものですから」

「……そ、その程度。その程度……？　せ、せんにひゃくおく、ですわよ？」

「それがどうしました？　お兄様はそういう世界で生きてきたのです。あなたが時任先輩に受けた屈辱など比較にならない、遥かに過酷な世界で。だからこそ──」

　だからこそ、足を洗った。

　だからこそ、二度と醜みにくい世界に戻るまいとした。

　それなのに。

「時とき任とう先輩は、やりすぎました。あなたが時任先輩にされていることを知り、どうしても許せなくなったのでしょうね。──優しい方ですから、お兄様は」

「そう……ですわ、ね」

　うなずくことしかできずに、楓かえでは答えた。優しい、のだろうか？　ほのかに頰ほおを赤らめて、うっとりと酔いしれたようにつぶやく可か憐れんを前に、呆ぼう然ぜんとする頭脳を回転させる。

（わたくしが、目当てではない……の、なら）

　誰かを助けるためではなく、ただ目障りだから勝負を挑む。時任ミミの資産が目当てで自分は単なる対決の口実、というのならそれは彼女もスッキリと理解できる。

　しかし、そうではない。可憐の言葉が正しいのなら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという男は、冴さえない、物憂げな空気をまとったあの男は、金のためでも、誰かのためでもなく。

　──ただ己のためだけに、これだけの資金や人間を動かしている。

「ですから、勘違いなさらないでください。お兄様は決してあなたに特別な感情など抱いだいているわけではありませんし、お礼と称して一線を越えようとするなど言語道断です」

「そ、そんなこといたしませんわ！　まさかあなた、それを言うためだけにわたくしのところへ来たんですの!?　ブラコンをこじらせているにも程がありませんこと!?」

「失礼な。私はお兄様を心から愛しています。コンプレックスと称されるなど心外です」

　きっぱりと自信あふれる態度で言いきられ、楓はその迫力に圧おし負けた。

　楓の沈黙を肯定と受け取ったのか、可憐は「うんうん」と二度ほど満足げにうなずいてから、彼女の手をとり歩きはじめる。あわててついていきながら、楓は声をあげた。

「可憐さん、わたくしをどこへ連れていくつもりですの？」

「クオリアネストです。勝負の場に品物がなくては困るでしょう？　さ、早く歩きなさい。あなたの足が遅いせいでお兄様の勇姿を見逃したらどうするんですか」

「は、はあ……」

　わけのわからぬ気持ちのまま、楓は廊ろう下かをゆく可憐について歩いた。

　その先にあるのは、クオリアネスト。──あらゆる国家、企業の争いを公平に調停し、裁く、現代の『戦場』とも言えるその場所には、すでに無数の生徒が押し寄せていた。






●マインフィールド・チェス






　クオリアネストのゲームスペースは体育館ほどの広さで、周囲を観客席が囲む闘技場のような構造になっている。

　闘技場を挟んで両端に設置されたカプセル型の筐きよう体たいは戦闘機のコクピット程度の大きさだ。

　紅ぐ蓮れんがつるりとしたカプセルの表面を撫で小さな窓から中を覗のぞくと、コードにつながれた長手袋のようなものと、両脚と腰、胸部をがっちりとロックする拷問器具めいた椅い子す、そして顔全体を覆うヘッドマウントディスプレイが置かれている。

　これらの機械は人間を完全なる電子の世界に誘う、ＶＲ機器だ。

　視覚のみならず、触覚や嗅きゆう覚かく、味覚までも再現できる最新鋭のＶＲ機器。

　さらに電脳空間の光景をＡＲ技術でそのまま投とう影えいする闘技場──

　遊戯者本人の没入感と見世物としての完成度を同時に実現した、現代のコロッセオ。

「質問してもいいか？」

　久方ぶりの本物の戦場に郷きよう愁しゆう感を覚えつつ、紅蓮は軽く手をあげてミミに尋ねた。

「ええ、どうぞ」

「持ち込みは自由か？」

「もっちろん。あ、でも外部と連絡を取れる通信機器はダメよ。遊戯ゲームに他人の頭を頼るのはご法度はつとだからね」

「クク。それもそうだ。それに持ち込みが自由じゃないと、あんたもイカサマ用の道具を持ち込めないもんな」

　悪魔じみた笑えみを浮かべてそう言った紅蓮の目は、すでに血のように赤い。人格も通常時に比べて好戦的かつ冷酷になっている──共感覚シナスタジアモードに入っているのは明らかだった。

「はん、カマをかけたつもり？　バッカねー、イカサマなんか必要ないのよ」

　ミミは肩をすくめて嘲ちよう笑しようした。

「何せあたしには──特別な能力があるんだから」

「ああ、そういえば、あんたには胡う散さん臭くさい能力があるんだったな。そいつはまいった」

　その言葉とは裏腹に紅蓮の口元には笑みがたたえられている。

「じゃ、その能力に抗あらがうために、ちょっとしたアイテムを持ち込もうかね」

　紅蓮はパチンと指を鳴らした。

　すると、黒服の男性が会場の入口からやたらと大きな段ボール箱を載せた台車を押してくる。

「……何それ？」

「食しよく糧りようだよ。箱に書いてあるだろ？　『みかん』ってさ。頭を回転させるにはビタミンが必要だと思ってね」

「一応、確認させてもらうわよ」

「どうぞ」

　紅ぐ蓮れんが言うと、ミミはつま先で段ボール箱を乱雑に開けてみせる。中には橙だいだい色いろの果実がぎっしりと詰まっていて、酸っぱい香りがむわりと広がった。

「……ふん。これでカモフラージュできてるつもり？」

　ミミは鼻で笑うとみかんが密集する中に手を突っ込み、引き抜いた。その彼女の手にはトランシーバーが握られている。

「通信機器を持ち込もうとかセコすぎ。砕さい城じよう可か憐れんの頭脳でも借りようと思ったわけ？」

「あー……バレたか」

　紅蓮はばつが悪そうな顔をした。

「あのダメ牛程度ならごまかせたでしょうけど、あたしには通用しないわ。でも、そうねえ……」

　ミミはニヤリと笑って、トランシーバーを紅蓮へと投げてよこした。

　それを受け取り、紅蓮は眉まゆをひそめる。

「返してくれるのか？」

「ええ。砕城可憐の知恵を借りてもいいわよ、負け犬。あんなＢランクの雑ざ魚こと協力したところで、あたしに通用するとは思えないしね♪」

　鈴の鳴るような声で笑いながら、ミミは軽やかな足取りで反対側にある筐きよう体たいカプセルへ歩いていく。

　その背中を見送って、紅蓮はぼそりと声を漏もらした。

「……ああ。俺もそう思うよ」

　紅蓮はトランシーバーをみかん箱の中に放ほうり投なげると、台車を転がして自分の筐体カプセルへ向かった。




　現金千二百億と学園における権利をすべて賭かけた勝負が、始まる。





　＊






　紅蓮の視界には一面の草原が広がっていた。

　風が髪を揺らすたしかな感触があり、こすれる葉の音が聞こえ、草いきれが鼻をつく。一瞬で遠い場所にワープさせられたかのような錯覚に襲われる。

　だがここは現実の空間ではない。ヘッドマウントディスプレイが視覚と聴覚と嗅きゆう覚かくに働きかけリアルを忠実に再現しているが、偽物のバーチャル空間に過ぎないのだ。

　紅蓮の正面でポリゴンの乱れが生じ、時とき任とうミミの姿が現れる。

　ミミは紅蓮の顔を見るなり、ぷっと噴き出した。

「ぷー！　何その寝ぐせ！　あんた外見情報を登録するときぐらい髪型セットしなかったわけ？　ダッサ！」

　笑い声が、ヘッドマウントディスプレイの音声受信機を通してダイレクトに紅ぐ蓮れんの耳に聞こえてくる。かなりうるさい。

「ああ……そういえば、このアバターは電子生徒手帳に登録されてる外見情報を参照してるんだっけ」

　寝ね癖ぐせに触れることもせず、紅蓮は気のない調子で言った。

　そんな紅蓮を見下すようにミミが笑う。

「正直、ガッカリね」

「ん？」

「さんざん偉そうに喧けん嘩かを吹っかけてきたくせに、あんた今──超ビビってるでしょ？」

「……へえ。根拠はあるのか？」

「あたし、人の恐怖には敏感なの。見ればすぐにわかるわ。たぶん、あんたの『眼め』よりも高性能よ、あたしのカ・ン・カ・ク♪」

「……！　知ってるのか」

「トーゼン。戦う相手のことぐらい調べ尽くすに決まってるじゃん。どっかのメス牛じゃないんだから！　あんたが遊戯ゲームをしたのはメス牛との一回だけだけど、あの遊戯で見せたやり口は、まるで相手の思考が色や形として認識できているかのようだった……たぶん、超高性能の共感覚──それがあんたの自信の源でしょ？」

「……なるほどね。ただピーピーうるさいだけのガキじゃないってことだ」

「千二百億なんて大金を用意できるのはただ者じゃないと思ってたけど、内心ビビりまくりの小者っぷり。あたしの敵じゃないわ。しゃぶり尽くしてあげる♪」

　ぬらりと光る長い舌でちろりと唇を舐なめてミミは嘲あざ笑わらった。

　紅蓮は目を逸そらして小さな声で先を促す。

「グダグダとどうでもいい前口上なんざ並べてないで、さっさと遊戯の内容を説明しろよ。チュートリアルが長いゲームは嫌われるぜ？」

「はあ？　この程度で我慢できないとか、あんた早漏？　……まあいいわ、説明を始めてあげる。遊戯の名称は──『マインフィールド・チェス』」

「マインフィールド……チェス……？」

　まったく聞いたことのない遊戯名だ。クオリアシステムを利用したオリジナルゲームなので当然といえば当然だが。

「マインスイーパーって知ってる？

　地雷を踏まないようにマスを空けてくゲーム。

　あれとチェスを組み合わせたのが、この──『マインフィールド・チェス』よ」

　ミミは説明を続ける。

「基本的なルールはチェスと同じ。

　８マス×８マスの盤面の上で、兵士ポーン８体、城ルーク２体、騎士ナイト２体、僧侶ビシヨツプ２体、女王クイーン１体、王キング１体──合計16体のコマを操り、相手のキングを取ったら勝ち。

　兵士ポーンの昇格、アンパッサン、キャスリングとかの基本ルールも全部チェスと同じ。

　というかベースは完全にチェスね」

「だが──それだけじゃない。それだけなら、クオリアシステムを使う意味がない」

「もっちろん。このゲームのオリジナル要素はここからよ。

　各プレイヤーは相手のターン開始時、盤面の好きな場所に地雷を１個だけ設置できる。

　視界の端に自分にしか見えないウインドウが出てくるから、好きなマスをタップして頂ちよう戴だい。それで地雷の設置は完了ってワケ♪

　もしも地雷が設置されたマスにコマが止まったら──」

　ミミがパチンと指を鳴らすと、フィールドにひとりの兵士のＮＰＣが現れた。

　彼はトコトコとミミのほうへ歩いてくると──

　ドン！

　あるマスに足を踏み入れた瞬間に大爆発が巻き起こり、ＮＰＣの３Ｄモデルは「ぎゃああああ」という断末魔とともにポリゴンが砕けるように消え去った。死亡したのだ。

「──こうなるわ♪」

「本当……何から何まで悪趣味だな」

　爆発の衝しよう撃げきと火薬の香りは、確かなリアリティを伴ともなって紅ぐ蓮れんに伝わる。あまりにも現実感が強すぎて、死んだのが創り物のＮＰＣだとは思えなかった。

　共感覚モードで人格に歪ゆがみが生じていなければ、紅蓮も不快感を覚えていたかもしれない。

「踏まれずに残った地雷は次のターン以降にも残り続けるけど、設置しておける地雷の数は３個まで。

　上限を設けておかないと盤面が地雷だらけになってどっちも動けなくなるからね。

　すでに３個設置されてる状態で相手のターンがきたら、好きな地雷を１個回収して、また別のところに設置し直せばＯＫよ」

　なるほど、と紅蓮はうなずく。

　いろいろと面倒なルールがたくさんあるが、要点はただひとつだ。

　地雷ルールが加わったことにより──定石が無意味と化した。

　チェスは本来、双方最善手を尽くした場合に先手が必勝となるゲームである。

　二人零れい和わ有限確定完全情報ゲームの中でも将棋と異なり選択肢の少ないチェスは、人間の脳でも最善手を計算し、実行できるため、最上級者同士の対局においてはほぼ確実に先手が勝つ。後手は引き分けに持ち込めれば恩の字といわれている。

　しかし──地雷ルールが加わったことにより、事情は変わった。

　チェス本来の定石はまったく意味を為なさなくなる。

　相手が次に打ちたい場所に地雷を仕掛け、相手の地雷の位置を読みながら、手て駒ごまを動かさなければならない。

　取り得る選択肢は多く、必勝法を人間の頭で演算することは不可能……！

「ちなみに王キングのコマはあたしとあんた──つまりプレイヤー本人よ。

　王が取られたり、地雷を踏みつけたときにはそれ相応の痛覚カイカンに襲われるから、楽しみにしておくことね♪」

　パチン、と見た目だけは愛らしいウインクを見せる時とき任とうミミ。

「フフ。楽しい遊戯ゲームになりそうね……ああいえ、違ったわ」

　わざとらしく首を振り、ミミは自信たっぷりに笑う。

「楽しい狩りになりそう♪　あたしのあたしによるあたしのための一方的な狩りにね！」





　＊






　紅ぐ蓮れんとミミは互いに配置についた。

　すると草原の地面に光の線が浮かびあがり、８マス×８マスの盤面を再現する。

　横にＡからＨのアルファベット、縦に１から８の数字が表示される。

　さらにポリゴンがすぐさま十五人の人間の姿を持つＮＰＣを生みだした。

　前衛にずらりと並んだ兵士ポーン。

　紅蓮とミミの傍かたわらには女王クイーンが立ち、騎士ナイトや僧侶ビシヨツプが左右を固めている。

　まさしくチェスの盤面が、まるで実際の戦場のような現実味を伴ともなってこの場に再現されているのだ。

　紅蓮の側がわのコマ達たちは皆、白い甲かつ冑ちゆうを着ていた。

「白先番手はあんたのようね」

　クオリアシステムを用いたゲームにおいて、先攻後攻はＡＩが自動的に決める。そこに両プレイヤーの思惑が介在する隙すきはない。

「さっそくだけど、あたしは地雷を設置させてもらったわ。あはは！　心してコマを動かすことね」

「それじゃまずはオーソドックスにいこうかね。俺の前にいるあんた、Ｅ４に移動」

　紅蓮の指示に従い、兵士のひとりが前へ進む。




「はい、どーん♪」




　愉快げなミミの声とともに大爆発が起こった。

　紅蓮の兵士が悲鳴をあげて砕け散る。

「Ｅ４スタートなんて素人向けのありがちな一手目じゃん。女王と僧侶の道を空けるのに最適な一手だもんね。でも、こんな素直な場所に動かしてくるようじゃ、お話にならないわ」

「そうかい。生あい憎にくと俺は噓うそが苦手でね」

　手て駒ごまがひとつ減ったにもかかわらず、紅蓮の表情は変わらない。

　平然とした紅ぐ蓮れんの顔を見てミミが不快げに鼻を鳴らす。

「はん、正義漢ぶってんじゃないわよ。あんたのはただ間抜けなだけ。噓うそをついても、裏をかいても実力で及ばない──ただそれだけだってのに、カッコつけてんじゃないわよ」

「噓じゃないぜ。俺がどれだけ素直な性格をしてるか、このターンで証明してやろうか」

「……何ですって？」

　紅蓮は盤上の中央に指を向けた。

「Ｅ５。俺がこのターンに地雷を設置したのは、そこだ」

「……ッ!?」

　時とき任とうミミは目を見開いた。

（こいつ……自分から地雷の設置場所を教えた……!?）

　王キングの前を空け、女王クイーンと僧侶ビシヨツプの通り道を作る──紅蓮と同じその戦略を選べば、兵士ポーンが死ぬ。

（なるほど、考えたわね）

　ミミは感心した。目の前の紅蓮という遊戯者をすこしばかり見直す気にさえなった。

　実際にその場所に地雷が仕掛けられているかどうかは問題じゃない。

　女王と僧侶の道を空けるという強力な一手に、言葉で釘くぎを刺してきた。

　地雷は相手の最善手を先読みして、その場所に仕掛けることで威力を発揮する。その場所に仕掛けられている可能性が高ければ、なかなか思い通りの手順でコマを動かせない。

　ただでさえ素直に手を進められないのが、このマインフィールド・チェスなのだ。

　だというのに、この紅蓮という男──

　言葉を用いることで、警戒すべきマスを増やしてきた。

　普通の人間は、素直に地雷の設置箇所を教えられたら、まず『噓』を疑う。

　言われた通りにＥ５を避けたら、そこに地雷が埋まっている……そんな未来が頭をよぎる。

　もともと仕掛けられやすいＥ５だけでなく、他の場所も警戒しなければならない。

　これは対戦相手にとって、かなりやりにくい環境だ。

（ふーん。あながちただのボンボンってわけでもないのね。でも──）

　ミミの口元に悪あく辣らつさを隠す気もないような笑えみが浮かぶ。

（──相手が悪かったわね♪）




「兵士を前へ二歩──Ｅ５へ移動！」




　ミミの指示に観客たちがどよめいた。

「何を考えてるんだ!?」

「砕さい城じようの奴やつが宣言したマスだよな、あそこ？」

「それに定石潰つぶしの可能性もある。Ｅ５は最も仕掛けられやすいマスのひとつだぜ!?」

　遊戯ゲームを観覧している誰もが、兵士ポーンが爆発四散し、吹き飛ぶ未来を予想した。

　しかし──

　兵士は何事もなくＥ５のマスを踏み、待機する。

「あ、あれ？　何も起こらないぞ……」

「どういうことだ……？」

　困惑する観衆をよそに、ミミは指をおりまげて猫のようにした手で口元を覆い、うぷぷと笑う。

「ざーんねんでしたー。これであんたがヘタクソな噓うそつきだって証明されちゃったわねえ。あはは、カッコわるーい♪」

　紅ぐ蓮れんの顔を指さし、小馬鹿にしたように挑発する。

「言ったでしょ、あたしには超能力があるって。あたしはね、相手の人間が噓をついてるかどうか、ぜーんぶわかっちゃうのよ♪」

「人間噓発見器、ね。まさか本当に心が読めるんだとか言いださないよな？」

「あはっ！　そういうこと。だからあんたがいくら揺さぶりをかけてきても、その発言が噓かホントか、全部読めちゃうんだから」

「楠くすの木きの奴やつが言ってたのは、本当だったわけだ……そいつはまいったな」

　これは純粋にチェスの腕前を競い合う遊戯じゃない。

　互いにチェスを極めた最上級者同士で、相手の罠わなを読み合い、騙だまし合い、勝利をもぎ取る遊戯だ。

　ゆえに、もしも時とき任とうミミが超能力で相手の心を読めるのだとしたら、この遊戯において絶対的なアドバンテージがあるといえる。

「まあ、その超能力とやらが本当かホラかはさておき、俺のターンだな。地雷は仕掛けたか？」

「ええ、どうぞ。またまた爆発しちゃわないように、今度こそ慎重に動きなさいよ？」

「ああ、そうだな──」

　と言いつつ、紅蓮がしたその行動に──




　ざわっっっ!!




　──観衆が、ふたたび騒然となった。

「なっ……なっ……は？　はあっ!?　あんた何考えてんの!?」

　それは時任ミミも例外ではない。

　平然としているのは、場内すべてを沸かせた元げん凶きよう、砕さい城じよう紅蓮本人だけだ。

「何って、俺キングが一歩前に進んだんだけど。ダメだったか？」

「意味わかんない意味わかんない意味わかんない！」

　ミミは激しく首を振り声を荒らげる。

「このゲームにおいて王キング自身が動くリスクが理解できてないわけ!?　地雷を踏んだら一発アウトなのよ!?　しかも兵士ポーンを前に出すことでせっかく空けた女王クイーンと僧侶ビシヨツプの道まで、あんた自身がふさいじゃってるし！」

「ああ、そういえば、そうだな」

　指摘されて初めて気づいた、とでも言いたげな紅ぐ蓮れんの顔にミミは頭を抱えた。

「何の意味もない一手よ。馬鹿すぎる。あたし、虐しいたげるのも勝利するのも好きだけど、ただの馬鹿を相手にするのは大嫌い。こんなの時間の無駄じゃない！」

「そう興奮するなよ」

　顔を真っ赤にして怒鳴り散らすミミを、紅蓮はなだめすかした。そして、ふっと笑う。

「それに確かに馬鹿な一手かもしれないが、意味はあった」

「は？　こんなクソ手に何の意味が──」

「少なくとも、あんたが心を読めるわけじゃないことはわかった」

「……ッ」

　ぐっ……と詰まるような顔。

　時とき任とうミミのその表情は、紅蓮の言葉の正しさを物語っている。

「おそらく、俺の噓うそを見抜けるというのは本当だろう。だけどそれは心が読めるからじゃない。何か他の方法で俺の噓を察知してるだけ──そうだろう？」

「…………」

　時任ミミは答えない。無言で、強く歯を嚙かんでいる。

（……悔しいけど、正解よ。でも……）

　──だからどうした。と、ミミは心の中で開き直る。

　本当の精神感応テレパシーではないことを見抜かれたからといって、ミミが紅蓮の噓を看破できる事実に変化はない。

　時任ミミの優位性は、いまもって変わらない！

「悪いけど、俺はさっきみたいにヒントを与えてやらないぜ？　何もしゃべらなければ、噓を見抜くもクソもないだろうしな」

「うるさいわね。ンなもん、こっちから引き出せばいいだけなのよ」

　ミミは苛いら立だたしげにマスのひとつを指さした。

「質問。あんた、そこに地雷仕掛けた？」

「……ちっ。小こ賢ざかしいことを考えるんだな、生徒会役員サマって奴やつは」

　露ろ骨こつに嫌そうに舌うちする紅蓮。

　それもいたしかたない。自分がいくら黙だまっていても、質問されれば強制的に「本当のことを答える」か「噓を答える」かの二択を迫られる。

　もしも黙っていたとしても、その沈黙が答えとなる可能性が高い。

「……仕掛けてない」

「噓ね。ふーん、二回目は結構無難な場所に仕掛けたじゃない。だったらあたしはこっちに動かそうっと」

　紅ぐ蓮れんの感情を押し殺した返答を即座に噓うそと見抜き、ミミはコマを動かした。

　爆発は、しない。

　次のターンも、

「ここに仕掛けたでしょ？」

「仕掛けたよ」

「それは本当ね。じゃあこっちに動かすわ♪」

　その次のターンも、

「今回はこっちに仕掛けたわね？」

「…………」

「黙だまってても無駄無駄。図星を突かれた時の反応だったわよ。はい、騎士ナイトを移動っと♪」

　時とき任とうミミは的確に質問を投げ、紅蓮の反応から何らかの方法で真実を導き出し、巧たくみに地雷を避けて攻め込んでいた。

　紅蓮も持ち前のゲームセンスで相手の地雷をかわしつつ手を進めるが、やはり確実に読み切ることはできず、徐々に地雷を踏んで兵士ポーンを失っていく。

　紅蓮の劣勢は明らかであった。





　＊






「ど、どういうことですの砕さい城じよう可か憐れん！　あの男には何か勝算があったのではなくて!?　な、なんというかその……一方的にボロクソにされてますわよ!?」

　観客席で楠くすの木き楓かえでが悲鳴じみた声をあげた。

　隣に座っている可憐の肩をつかみ、ブンブンと激しく左右に揺さぶる。

「これは……嫌な予感がします」

　ガクンガクンと揺すられながら、可憐は青ざめた顔で周囲を見渡す。きょろきょろと何かを探すように視線を動かし、そして自分の親指を口に含む。

「お兄様……そんな……そんなこと、許されません。お兄様……！」

　可憐の口から哀切な声が漏もれた。

　楓はハッとして手を止める。

　──兄のピンチに誰よりも心を痛めているのは、この妹。

　そう考えると、大きな声を出す気も起きなくなり、楓は黙って遊戯場へと視線を戻す。

（紅蓮さんの実力は確か……それは、わかりますわ）

　普通のチェスで勝負すれば、楓では手も足も出ないだろう。おそらく生徒会の中でも、二人零れい和わ有限確定完全情報ゲームに極めて特化した人間でなければ、紅蓮を倒せない。

　そう思わせるほど、紅蓮の動きは完かん璧ぺきだった。

　序盤こそトリッキーな手順でミミの動揺を誘ったが、それ以降は相手の二手先、三手先まで読んで、的確にコマを動かしている。

　だが地雷の設置という特殊ルールが、彼を苦しめている。

（それにあの、時とき任とうミミの超能力……！）

　自分が設置した地雷はすべて読み切られ、相手の地雷は読み切れない。

　それによって、打てる布石は減り、ブラフも通用せず、だんだんと三手先が読めなくなり、いまや二手先さえも怪しくなっている。

（わたくしもアレにやられたのですわ。遊戯ゲームの内容こそ違いましたが、わたくしのブラフをすべて看破してきた──）

　まるで心が読めているかのように。紅ぐ蓮れんは序盤の奇策でそれが精神感応テレパシーのたぐいではないと断定したが、楓かえでにはやはり時任ミミに何かしらの超能力があるとしか思えなかった。

　それを破れなければ、砕さい城じよう紅蓮に勝ちはない。

　もしも紅蓮が負けたら、そのときは──

（今度はわたくしが時任ミミと戦う番……。格付け審査会とは違う、本当に、最後の最後。崖がけっぷちの一回……）

　拳こぶしを強く握りしめる。

　自分を倒した砕城紅蓮でさえ苦戦しているその事実は、楓の心に不安を囁ささやきかけてくる。

　勝てるわけがない。殺されるだけだ。逃げてしまえ……と。

「大丈夫……お兄様なら、大丈夫……」

　可か憐れんのぼそぼそとしたつぶやきに楓はハッと現実に引き戻される。

「そ、そうですわよねっ。きっと大丈夫。わたくしを倒した紅蓮さんですもの。きっと、どうにかできますわよね！」

　楓は必死に声を弾ませる。つとめて明るい声を出してはいるものの、それはもはやただの祈りでしかなかった。





　＊






　時任ミミによる三度のチェックをかわし、紅蓮は女王クイーンを前に進め、強引に道を切り開く。

　チェックメイトはされていない。だがそれはもう誰の目にも時間の問題だった。

　このまま防戦一方では確実に負けると考え、紅蓮が攻撃に舵かじを切ったのは英断だろう。

　しかし──

（焦ったわね、砕城紅蓮……♪）

　時任ミミは内心で上機嫌に言いながら、邪悪な笑えみを浮かべた。

　焦った攻撃を見せたことで、紅蓮の場には隙すきが生じている。

　地雷をうまく設置して守ったとしても、その隙をつけば残り二手でチェックメイトだ。

（あは……♪　水の張った洗面器から顔を上げちゃったわね）

　──このまま防御に徹していれば、もうすこしだけ生きながらえたのに。

　心を読まれる恐怖に、重圧に、屈してしまったのだろう。

　どんな手を打っても必ず読まれる……その事実はじわじわと紅ぐ蓮れんの精神を蝕むしばみ、彼から冷静な判断力を奪ったのだ。

「あんた、ここに地雷を仕掛けた？」

「いいや？」

　──これは、噓うそじゃない。

　その場所に駒を進められるなら、予定通りに追い詰めることが可能だ。

　さあ、このままトドメへ向けた一打を──

（──いや、ダメだ……ッ!!）

　侮あなどりかけたその一瞬、ミミの目に紅蓮の口元が映り込んだ。

　──死神の鎌かまのように歪ゆがんだ口元が。

　紅蓮は、クク、と笑い、ミミの次の一手を待ちわびている。

（危なかったわ……あれは強引な一手に見せかけた、罠わな。あいつはあたしのミスを誘ってる）

　この期ごに及んで、まだ喰くらいついてくる気か。

　紅蓮の目は死にかけた鼠ねずみの目ではない。相手の魂を狩り取らんとぎらぎらと輝く狩人かりゆうどの目だ。

　油断すれば殺される。いまは遊戯ゲームを優位に進めているが、どこでひっくり返されるか、わかったものではない。

（このターンはいったん騎士ナイトを下げ、守りを固める。敵女王クイーンの進路を断ち、付け入る隙すきを与えない！）

　ミミは移動予定場所を指さした。

「ここに地雷は仕掛けた？」

「いいや。仕掛けてないね」

　紅蓮は答える。

　──これも、本当だ。

　時とき任とうミミは己の超能力に絶対の信頼を置いている。

　そう。彼女には超能力がある。

　紅蓮が指摘したように心の声を直接読む精神感応テレパシーではないが、ふたつとない特別な才能であることに変わりはない。

　異常聴覚。

　それも現代の科学技術がいまだ解明していない音をも聞き分ける、最高級の聴覚だ。

　遠くの物音を聴く地獄耳とはすこし違う。

　人が、いや、機械さえも検知できない自然界に存在する些さ細さいな音──それを彼女の耳は余あまさず拾う。

　実は無意識にこの音を聴ける人間はミミの他にも存在する。

　だが彼らは科学的に解明されていないその音の正体にたどり着けず、第六感やら霊感やら不確かで曖あい昧まいな定義づけをして納得してしまっていた。

　時とき任とうミミは違う。

　幼い頃から誰よりも『汚い現実』を目の当たりにしてきた彼女が、そんな曖昧な定義づけで納得するわけがなかった。

　金持ちを叩たたき落とし、己が成り上がると決めたとき、時任ミミは己が聴く異常な音の正体をつかめば、唯一無二の武器になるのではないかと考えた。

　獅し子し王おう学園に入学し、恵まれた環境を手に入れた彼女はまず研究した。研究し尽くした。

　仮説をいくつも立て、検証し、異常聴覚を遊戯ゲームに活いかす手段を考案した。




　時任ミミは、心臓の鼓動を聴くことで、『噓うその音』と『本当の音』を正確に聞き分ける。




　噓発見器と同じではないか？　という声もあるだろう。

　しかしそうではない。

　現代の科学では、心音だけで言葉の真偽をはかることは不可能だとされている。

　尋問されればストレスや不快感で心拍に異常が起こるだろうし、その日の体調が悪ければ、異常な心音を発することもある。

　だが時任ミミの異常聴覚は、そういった些さ細さいな心音の変化を読み取るものではない。

　噓をつくときに、心臓は特別な音波を発するのだ。機械でも検知できない──それこそ時任ミミにしか聞こえない音を。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの入ったカプセル筐きよう体たいの中にあるＶＲ機器。胸部を固定するその機器には心音を直接読み取るセンサーが取りつけられている。薄いシール状のセンサーが、ミミのもとにある受信器に音の情報を送信してくれるのだ。

　時任ミミの耳にはその音を受け取るための受信機がはめ込まれている。

　遊戯に最適化されたその才能は、もはやただの異常聴覚ではない。

　絶対聴覚とでも呼ぶべき卓越した超能力だった。

（あたしの絶対聴覚は誰にも破れない）

　ミミは、内心でほくそ笑えむ。

（たとえ訓練を受けたスパイだろうと──発汗、心音、脳波、それらをごまかせる人間だろうと、あたしが聴く『噓の音』は絶対にごまかせない。だから──）

　──砕城紅蓮は、ここで死ぬ。

　ミミは騎士ナイトを移動させた。このターンを凌しのいで、次のチェックメイトにつなげるために。




　大爆発とともにミミの騎士が吹き飛ばされた。




「え……？」

　爆風に前髪を揺らして、ミミはぽかんと口を開ける。

　──何が起こった？

　爆発？　どうして？

　だって、そこに地雷は埋まっていないはず。

「悪いな、それは噓うそだ」

「噓？　は、はあ!?　何言ってんのよ、あたしに噓なんかつけるわけない。だって──」

「ああ……聴いてるんだろ？　心臓の音」

（──気づかれてた!?）

　ミミは動揺する。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんはミミの絶対聴覚と、心音を察知するセンサーの存在に気づいていたのか。

　いや、だとしても。

　仮に気づいていたとしても、ミミの絶対聴覚を破れるはずがない。

　心臓の音は聞こえている。

　胸部の機器を取り外したわけじゃない。紅蓮はきちんと機器を身につけている。

　遊戯ゲーム開始時からやたらと速い鼓動が、まるで初めて遊戯に赴おもむくような初う心ぶな心音が、いまもまだ聞こえ続けている。

　そもそも機器を外したらミミはすぐに異常に気づける。

　だがそれ以外の理由で、ミミの絶対聴覚から逃れる手段はないはずだ。

　いったい、どうやって……？

「さて、チェックだ。女王クイーンの剣があんたの首を狙ねらってるぜ。──どうする？　時とき任とうミミ」

　紅蓮の声に、ミミはハッと我に返る。

　防御に回るはずだった騎士ナイトが爆死し、防御陣が完全に崩れていた。

　紅蓮の女王の軌道上にミミの体はあった。

「くっ……ふざけんじゃないわよ。まだチェックメイトじゃない。逃げる方法はいくらでも──」

　そこでミミの台詞せりふが止まる。

　もしも紅蓮が完全にミミの絶対聴覚をごまかせるとしたら。

　王ミミの逃げ道に仕掛けられた地雷を、回避できない……！

（ふっっっざけんなっっっ!!）

　ミミはガリッと下唇に歯を立てた。鋭するどい痛みが甘えた恐怖をかき消す。

（あたしはこの力で上を目指す!!　脂ぎった豚みてーな富豪を全員ぶっ殺して、このあたしが、頂点に立つ!!　たった一度、偶然、センサーに異常があったくらいでビビってたまるか!!）

　紅蓮のチェックから逃れる道はふたつ。おそらくこのどちらかのマスに地雷が仕掛けられている。

「質問よ！　あなたが地雷を仕掛けたのは、こっちのマスね!?」

　片方を指さして尋ねる。

「いや、違うよ」

　判定──真実。

　つまり残るもう片方のマスが地雷ということになる。

　しかし時とき任とうミミはまだ動かない。先ほど絶対聴覚に異常があったばかりだ。念には念を。

　多少慎重になっても罰は当たるまい。

「もうひとつ質問するわ。あなたが地雷を仕掛けたのは、こっちのマスね？」

　ミミは先ほど地雷設置場所と確定した、もう片方のマスを指さして尋ねた。

　すると紅ぐ蓮れんは、

「いいや、違うね」

　迷いもためらいもなく、そう言いきった。

　そして、その判定は──

「な……なんでそうなるワケ!?　意味わかんない！　意味わかんないんだけど!?」

　──真実、だった。

　絶対聴覚をそのまま信じるなら、王キングの逃げられるコマのどちらにも地雷が埋まっていないことになる。

　普通ならあり得ない。

　王を追い詰める上で、逃げ先に地雷を設置しない理由は何もない。












　ミミの逃げ道であるふたつのマス、そのどちらかに必ず地雷が埋まっているはずなのだ。

　だというのに、何な故ぜ！

「喜べよ、時とき任とうミミ。あんたいま、この遊戯ゲームの本当の面白さを経験してるんだぜ？」

　紅ぐ蓮れんの悪魔じみた声が響いた。

　ミミの敏感な耳をゾクゾクするような声音で撫でていく。

「どこに地雷が埋まっているかわからない緊張感──一歩でも踏みだせば即死するかもしれない恐怖。クク。これでこそ、遊戯だ」

「う、うるさい!!　死の恐怖に震えるのはあたしじゃない!!」

　激しく首を左右に振り、時任ミミは一歩を踏みだした。

　──絶対聴覚を信じるなら、逃げ道のどちらにも地雷は埋まっていない。

　正直、一度エラーを吐いた耳を信じるのは愚の骨頂だと思う。

　だがミミはこれまで己の絶対聴覚を頼りに勝利し続けてきたのだ。その耳が是これといっているなら、信じるしかない。

　その行方を見て、紅蓮は笑う。

「自分の『眼め』と心中できない奴やつに、チップを賭かける権利はない──そういう意味では、あんたは合格だよ。時任ミミ」

　紅蓮がその言葉を告げた瞬間。

　ミミの足元の地面が白い光を発した。

「ただひとつだけ間違いがあったとすれば……あんたは俺じゃなかった。あんたの『耳』は絶対でも何でもなかったってことだ」

　あまりにも傲ごう慢まんな紅蓮の台詞せりふとともに。

　時任ミミの肉体を象かたどったアバターは、派手な爆発に巻き込まれて四散した。




『勝者、Ｆランク、序列２７０２位、砕さい城じよう紅蓮さん』

『敗者、Ｓランク、序列７位、時任ミミさん』




　統括ＡＩの温かみのない電子音声が、勝者と敗者の名前を告げた。





　＊






「やりましたわ！　紅蓮さんが、紅蓮さんがあの時任ミミをぶっ倒しましたわ！　ねえ、可か憐れんさん！　やりましたわよ！」

　一部始終を観客席で見ていた楓かえでは、あまりの高揚感にぴょんぴょん飛び跳ねた。

　隣の可憐の肩を揺する。

「ああ……ああ……嫌な予感が当たりました……」

「か、可憐さん？　何を言っていますの？　紅蓮さんは勝ちましたのよ？」

「……は？」

　楓かえでの言葉に、可か憐れんはきょとんと瞬まばたきした。

　そして汚物を見るような目で楓を睨にらむ。

「あたりまえです。万が一にもお兄様が負けるわけないじゃないですか。たとえ生徒会が相手だとしても、それは変わりません。お兄様が最強なのですから。あなたは何を言ってるんですか」

「へ？　い、いえ、あなたこそ何を仰おつしやっていますの？　さっきから嫌な予感がするなどと、ネガティブなことばかり口走っていたじゃありませんか」

「ネガティブにもなりますよ！　あのインランモモイロガイ……よくも、よくも……ああ、羨うらやましい……！」

　ぎりぎりと歯ぎしりして熱気冷めやらぬ競技場を睨みつける可憐。

「　？　？　？　」

　意味がわからず、楓は頭上に疑問符を乱舞させた。

　可憐の言葉の意味を楓が知ったのは、それからすぐのことだった。





　＊






「納得できない……納得できない……納得できない!!」

　筐きよう体たいカプセルから転がり出てきた時とき任とうミミは、理不尽に対する怒りを瞳に宿しながら、ふらふらと紅ぐ蓮れんの筐体へと歩み寄っていく。

　いったい砕さい城じよう紅蓮はどんなイカサマを使った？

　センサーに異常をきたす妨害電波？　ミミだけが感知できる音波をも操作できるほどに、心音を自在にコントロールできる？

　いったい何な故ぜ、絶対聴覚が通用しなかったのか、その理由を目にしなければ気が済まなかった。

　ミミは紅蓮の筐体カプセルに手をかけ、扉を開ける。

　すると、中にいたのは──

「……よう。楽しい遊戯ゲームだったな」

　ミミに向けて気軽な調子で片手をあげる、砕城紅蓮と。

「うう……紅蓮さま、そろそろ出ましょうよ～。重いですぅ～」

　紅蓮の下に押し潰つぶされて、苦しげな声をあげる桃色の髪の少女──

　紅蓮とともにクオリアネストに見学しにきていた隷徒──桃もも貝がい桃もも花かである。

「な……な……」

　戦闘機のコクピット程度の広さしかない密閉された中、大量に散らばったみかんが橙だいだい色いろに染めるこの空間で、紅蓮と桃花は完全に体を密着させて、すし詰め状態になっていた。

　紅蓮はヘッドマウントディスプレイをつけ、桃花は椅い子すに座り、顔以外の全身をＶＲ機器につなげている。

「よいしょ……っと。まあ、これを見ればさすがにわかるよな。これが種明かしだ」

　窮屈そうにしながら紅ぐ蓮れんが筐きよう体たいの外に出る。

「あんたはずっと俺じゃなくて桃もも貝がいの心音を聴いてたんだよ。やたらと心音速くなかったか？　さすがに密閉空間に男女ふたりきりだし、大事な遊戯ゲームだしで、桃貝はかなり緊張してたはずだからな」

「確かに……ものすごい、心音だったわ……」

「最初に俺にビビってるだろって訊きいてきたのも、桃貝の心音を聴いたからそう感じたんだろうな」

　紅蓮はそう言って、続ける。

「ＶＲ空間での音声はヘッドマウントディスプレイを通じて伝わる。だから桃貝にはあんたの声は直接聞こえてなかったんだ。俺が適てき宜ぎ、紙とペンを使って会話の内容を桃貝に伝えていた」

「それじゃあ、後半、あたしの絶対聴覚が利かなかったのは──」

「ああ。あのあたりから、桃貝にあんたの質問は伝えてない。俺があんたに伝えたい心臓の音を引き出せる質問を、適当にでっちあげて桃貝に伝えていた」

　明かしてしまえば何ということのないトリックだ。

　生身の肉体でやる遊戯では成立しない、クオリアシステムを用いた遊戯だからこそ成立した入れ替わりトリック。

　頭は紅蓮、体は桃もも花か。電脳空間の中では、電子生徒手帳に登録された紅蓮の姿がアバターとして表示される。

　クオリアシステムそのものに介入したイカサマは不可能だが、やり方によっては、システムを逆手に取って相手を出し抜くこともできるのだ。

「い……いつ？　いつ、その女をカプセルの中に連れ込んだのよ!?」

「そりゃお前、最初に見せただろ？　あきらかに人間が入れそうな怪しい箱を」

「なっ……で、でもあれは、トランシーバーを隠すために──」

「──って、勝手に勘違いしてくれたんだよな。まあ、噓うそをつくときのコツってやつでな。大きな噓を隠すために、小さな噓を見破った気にさせておくと結構効くんだ。この程度の小細工が通用するのは、下の下のレベルの奴やつまでだろうが」

　嘲あざけるでもなく、見下すでもなく、紅蓮はただ淡々と事実を説明する。

　しかしその口調が彼女の自尊心を傷つけるのか、ミミの顔が徐々に怒りに紅潮していく。

「……ざけないで。ふざけんじゃないわ!!　こんなの反則よ!!　遊戯の場に他人を入れるなんて、認められるわけないでしょ!!　無効!!　こんな遊戯、無効だわ!!」

　そして、ミミは喚わめきはじめた。

　クオリアネストの天井に向けて、統括ＡＩに陳ちん情じようするように。

　だが──

『直訴は棄却されました。遊戯ゲームの結果に変化はありません』

　ＳＡＩサイからは冷たい返答が戻るだけだった。

「何でよ！　クオリアシステムを使った遊戯をやる場合、筐きよう体たいカプセルに入れるのはプレイヤー本人だけでしょ！　他人の協力なんて得られないはずよ！」

「いや、時とき任とうミミ。あんた間違ってるぜ」

「何が間違ってるってのよ!?」

「俺は最初に確認したはずだ。持ち込みは自由なのか、ってな」

「ええ、自由よ。でもそれは『物』に限っての話に決まってるでしょ。人なんて──」

　そこまで言ってミミはピタリと口を止めた。

　……気づいたか。

「そう。桃もも貝がいは俺の隷徒。つまり──人ではなく、俺の所有物として扱われる」

「な……な……そんなの、認められないわ。そんな、屁へ理り屈くつ……」

「屁理屈？　あんたも、さんざん隷徒をモノ扱いしてきただろ。自分が負けたときだけ人扱いするなんて、そいつは都合が良すぎるって話だ。甚はなはだ胸くそ悪い話だが、隷徒は主の所有物──それがこの学園の法である限り、あんたの訴うつたえは認められない」

「ぐ……うううう……！」

　悔しげに嗚咽おえつを漏もらして、時任ミミはその場に崩れ落ちた。

　そして、

「うああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　怒りとも、

　憎しみとも、

　悔しさともつかない絶叫をあげて、床を叩たたきつけた。

　しかし紅ぐ蓮れんの胸に同情の念は湧わかない。

　去り際。

　数多くの悪意を振りまいてきたミミの顔に、紅蓮は吐き捨てるようにこう言った。




「ようこそ、底ブ辺タの世界へ」






●勝利の後






「ふぅ……。まったく、面倒くさいことになっちまったな」

　いつもの学生寮。

　風通しのいいベランダで夜風にあたりながら、紅ぐ蓮れんは憂ゆう鬱うつそうに言った。街明かりに紛まぎれて夜空の星はほとんど見えないが、間近にきらめく街明かりが美しい。

　大して広くもない、設備だって不十分な部屋だが、夜景を見下ろせるこのベランダを、紅蓮は気に入っていた。しばらくは引っ越したくないと思う程度には。

　時とき任とうミミとの『遊戯ゲーム』を終えてずいぶん時間が経たつというのに、電子生徒手帳はひっきりなしに揺れて通知を伝え続けている。

　そのほとんどは学内ＳＮＳのおせっかいな通知で、紅蓮の名前がつぶやかれるたびに、それがどんな内容であれ本人に伝えてくるのだ。

「情報社会ってやつは、まったくめんどくさいな。着信拒否とかできないのか？」

「設定を変えるだけですよ、お兄様。僭せん越えつながらあとで私が教えますね」

「やってくれ。このまんまじゃアレが電話かマッサージ器か、わからなくなっちまう」

　背後からかけられた声に、紅蓮は驚きもせずそう答えた。ベランダのサッシに肘ひじをかけ、風に髪をそよがせながら目を細めている彼の隣に、そっと可か憐れんが寄り添う。

　シャンプーの香りがする。蜜みつのように甘く不思議な残り香が、ひどく女の子らしく思えた。

「まったく、面倒くさい。明日は静かになるといいんだが」

「お兄様の実力が正当に評価されただけです。むしろ、学園の頂点に立っていないだけ、まだまだ手加減されている方だと思うのですが……」

　ふさっ、とやわらかな音をたてて、可憐の頭がよりかかるように肩に乗った。そのまま、お気に入りのぬいぐるみにそうするように頰ほおをすりよせる妹に、紅蓮はため息をつく。

「頂点？　──何度も言うが、御ご免めんだ。そいつはお前に任せるよ」

「私に……？」

「言っておくが、ランキングの変動はなしだ。ＧＰは可憐、お前にやる。理事長に頼んで手続きはもう済ませてある。Ｓランク７位に上昇、おめでとう」

「え……!?」

　意地悪くそう言ってやると、可憐は慌てて自分の電子生徒手帳を確認した。その端たん正せいな顔にじわじわと驚きが広がっているのを見て、紅蓮はやや意地悪な喜びにひたる。

　時任ミミから奪い取ったＧＰ、資産、株式、隷徒などありとあらゆる諸権利について、可憐に委い譲じようする手続きはきわめて簡単だった。『借りを返せ』と理事長にメッセージを送り用件を伝えてやると、その数分後には受理されていたのだから。

「……本当ですね。こんな操作を学園側が受け入れるとは思いませんでした」

「今回はお前が悪いぞ、可憐。俺からの罰だと思って引き受けてもらおうか。──正直、ランクが上がると面倒なことの方が多そうだからな。俺は御ご免めんだ」

　時とき任とうミミもそうだが、危なっかしくてしかたがない。実力と才能に恵まれながら、それを過信しているようなＳランクの連中と顔を合わせるような真ま似ねはこれっきりだ。

「異議を申し立てます！　拒否権はないのですか、お兄様？」

「ない。だいたい、カネでもモノでも必要以上に持ちたくないんだよ、俺は」

　それは紅ぐ蓮れんの本音であり、本心だ。

「何百億、何千億あろうと金は金だ。ただの数字でしかない。円でもＧＰでも一緒でな、はかなく一瞬で弾はじける泡でしかないのに、たんまりそいつを持ってると──」

　過信する。

　間違える。

　自分はこれで安全なのだと。自分は無事なのだと。

「気が緩む。負けてもいい、それくらいなら大丈夫だ、ってな。この世に、何かを賭かけた勝負で、負けていいものなんぞひとつもないってのに」

　一度でも負け癖ぐせがつけばあとは終わりだ。どれだけのアドバンテージがあろうと、どれだけの金を積み上げようと、勝負ごとに絶対はない。急所を晒さらせば当然突かれる。

　負ける。それだけはできなかった。恐ろしかった。だからこそ、守り続け、逃げ続け、神経をすり減らすような戦いを続けて、限界までしのぎ続けた──。

「そして、五年間、お兄様は負けなかった。ただの一度も」

　可か憐れんが言った。そこで、初めて紅蓮は隣の妹に顔を向けて。

「二度とやらないがな。まったく──とんでもない女に成長しちまったな、可憐」

「あら。お兄様、何のことでしょうか？」

　やわらかく微笑ほほえむ妹の笑顔に、紅蓮は眉まゆをひそめた。

「それだ。女は笑顔で噓うそをつく。というより……噓を噓と思わず、心から信じてしまえるからな」

　俺の苦手な──嫌いな──女の顔だ、と、紅蓮はそう思った。

　心からそれを真実だと思いこんだ人間の噓には、噓を噓たらしめるサインがない。何せ本人にとってはそれが絶対の真実なのだから。そうなれば、見破るのは至難の業わざだ。

　紅蓮の共感覚をもってしても、すべてを見抜けるわけではない。だが、直感がそれを告げていた。間近で腕をとる可憐のぬくもり、肌の感触、鼓動の変化。それはまったく変わらないのに、何かひっかかりを感じるのだ。そして、それこそが彼を不敗たらしめる命綱でもある。

「時任ミミとの『遊戯ゲーム』。おぜん立てしたのはお前だろ、可憐」

「そんな。すべてはお兄様のご意志です。私は何もしていませんよ」

「ああ。お前は直接誘導も示し唆さもしていない。が、おぜん立てはしただろう」

　疑問を抱いだいたきっかけは、あの『生徒指導室』──時任ミミの拷問部屋だった。

　ロッカーに詰め込まれて同級生のＳＭショーもどきを見せられた、あの時。施せ錠じようされているはずの扉は、そこらの教室のドアと同じように、あっさりと開いた。

「時とき任とうミミが言ってた。この学校の施設は生徒なら自由に使えるが、ログが残る。ドアの入退室なんかもそうだが──鍵を開ける場合、使用申請を出すことになる」

　それを閲えつ覧らんするには、多少の調査が必要だった。とはいえ紅ぐ蓮れんにそれを調べるスキルはなかったので、『借り』のついでに理事長に調べさせたおまけ程度の情報だが。

「生徒会が管理してる『指導室』。実質拷問部屋に行った時、鍵はかかっていなかった。調べてみたら、時任ミミの前に使用者名が空白になった申請の記録があったぞ」

「あら。それが私だと言う証拠は何もありませんよ、お兄様」

「どうしてもと言うなら用意するが、理事長──あのインチキオヤジをこれ以上働かせると、借りができてあとあと面倒くさい。だから素直に認めろ、可か憐れん。お前だな？」

　証拠はない。しかし、それはたしかな確信となって紅蓮の中にあった。

　幼い頃の記憶がよみがえる。ただ、兄を無む邪じや気きに慕したっていた幼い笑顔。乳歯が抜けた顔を見られまいと手で口元を隠すように笑っていた、ちいさな頃の記憶。

　──五年も経たったんだよな。

　そんな当時の面影を残しながら、端たん正せいに育った可憐を見下ろしていると、年月の重みを思い知らされた気分になる。妹をいじめているようで気分は悪いが、言わねばならない。

「お前は、時任ミミがあそこで何をやっているのかを知ってた。というより、学内ＳＮＳじゃそれなりに有名な話らしいから、あたりまえなんだろうな」












　ちょっとした追及に、可か憐れんはあっさりとうなずいた。

「……ええ。それは確かに。『生徒指導室』の悪名は、聞いていました」

「そう。そして、お前はそこに俺を入れた。俺があの場に居合わせて、楠くすの木き楓かえでのあのざまを見れば、最悪に気分が悪くなるからな。放ほうっておくはずがない」

「そうですね。お兄様はお優しい方ですから、それは簡単に予想できることです」

「よせ。そんなんじゃない──俺が放っておいたとしても、それはそれでよかったんだ。時とき任とうミミがログをチェックすれば、俺があの場にいたのはすぐわかるからな」

　そうなれば向こうからアクションを起こしてくる可能性がある。

　そう、楠木楓がそうしたように。この学園の生徒は血に飢えたサメだ。ほんのわずかでも獲物を食いちぎれるチャンスがあるなら、すぐに嗅かぎつけて食いついてくる。

「ふぅ……」

　気が重い。深く、深くため息をつく。

　妹を、この世でただひとり信用し、信頼し、我が身より大切に思える肉親を責めるのは、あまりにも不快な仕事だった。だが、そうしなくてはいけないと理解していた。

「そこまでして、俺を引き戻したいのか？　──可憐。それが、『砕さい城じよう』の差し金なら」

　お前と、いえど──。

　言外に含ませた威圧を、感じ取れない可憐ではなかった。本気のにおいを感じ取ると、すぐに表情を引き締めて、詫わびるように頭を深く下げ、スカートをつまんで一礼する。

「『砕城』の家は関係ありません。すべては可憐の独断です。ご不快でしたら──この身をいかようにもしてくださってもかまいません。甘んじてお受けします」

「そうか。なら、当分口をきかないでおくとするか。教室も廊ろう下かも家でも無視だ」

「そ、それだけはお許しください！　お兄様のお声を聴けないと死んでしまいます！」

「どれだけ依存性が高いんだ俺の声は！　……くっつくな、ええい。冗談だ、冗談！」

「ですが、罰は甘んじて受けなければ……お尻しり、ぶたれますか？」

「ぶたん。黙だまれ。ちょっと落ち着け……！　はあ、まったく、お前って奴やつは……」

　涙目ですがりついてくる妹をひきはがし、深々ともう一度ため息をつく。

　まったく、この妹はわからない。びっくりするほど子どもっぽい面と、冷徹に人間を操る不気味な面が同居したまま、本人は何の矛盾も感じていないのだから。

「策と言うには偶然に頼りすぎだ」

　忠告めいた言葉に、可憐は素直にうなずいた。

「そうですね、お兄様。計略とも言えない計略──穴だらけの罠わなでした。外れてもまったくかまわない、ほんのささやかないたずらに過ぎませんでしたから」

「だろうな。まるで確実性のない話だ。俺が指導室で時任ミミや楠木楓とハチ合わせたり、俺が日和ひより見みを決めこんだり、時任ミミが関心を持たない可能性もあった」

「ええ。ですが、そうはなりませんでした」

　結果として、すべては可憐の思惑通りに進んだことになる。それは幸運を味方につけて、かつ周囲をよく観察して布石を打った彼女の手腕によるものだろう。

　兄妹きようだいだからといって、そんなところまで似なくてもいいのに──。自分のそれにも近い手口を見せつけられると、何ともいえず紅ぐ蓮れんは複雑な感情を覚えた。

　これは、怒りなのか。それとも、違う何かなのか。

　言葉にできない苦いものをこめて、紅蓮は可か憐れんの瞳を見つめて言う。

「ああ。結果として、俺の日常はぶっ壊れた。あんな恥ずかしい真ま似ねは二度と御ご免めんだ。Ｓランク？　知るか。あんなつまらん遊びはお前らだけでやってりゃいい」

「……本当にそれでよろしいのですか？　力を持ちながら、それを捨てると……！」

「ああ。何度も言うが、そういうのには飽き飽きしてるんだ。残りの人生は明るく楽しく、信用できる友達と遊んでリア充じゆうになる。裏も表も策も駆け引きも、知ったことか」

　無ぶ遠えん慮りよに本音をぶつけ、紅蓮は続けた。

「時とき任とうミミに使用許可ログの話を聞いた時、ピンと来てはいたんだよ。だが──あの場はあえてお前に乗った。あれはあれでムカついたからな、放ほうっておけない程度には」

　人間を金や利益で縛り、モノのように売り買いするなど外げ道どうの所業だ。

　見えないところで、同意のもと勝手にやる分には関知しない。だが、自分の目の届く範囲でやられると目障りだ。わがままかもしれないが、これも本音だ。

「だから、時任先輩を潰つぶした。やはりお兄様は、私が思った通りの──」

「そこまでだ。それとこれとは別の話だ、可憐」

　妹の口をふさぎ、紅蓮は言う。そう、これは違う話だ。

　カネで買う、契約で縛って人を操るやりくちと、偶然に頼り、わからないように操って、ひそかに糸をひくようなやりくちの差。だが、どちらも──目障りだ。

「人を操ろうとするな、可憐。そんな真似をするようになっちまったら、お前は近いうちに人でなくなる。人間をコマとしか思えなくなったら、光の道には戻れない」

「…………」

「人の心や、命をないがしろにするのはやめてくれ。いいな、可憐」

　言葉にすると、ひどく青くて説教くさいな、と紅蓮は思う。

　自分なら反発するかもしれない。五年前、自分の能力と最強の肩書きを無む邪じや気きに信じていられたあの頃なら。しかし、今誰かが叱しからねばならないことだと思った。可憐にそれができるのは自分だけだとも思った。だからこそ、今こうして柄にもないことを言っている。

「……はい。お兄様」

　驚くほど素直に、可憐は頭を下げた。

「まことに、申し訳ありませんでした。この罰は、いかようにでもお受けします」

「……やけに罰にこだわるな、さっきから。お前、ちょっと期待してないか？」

「お兄様となら、『生徒指導室』に入るのもやぶさかではないとだけ言っておきます♪」

「よせ。怖いよ。俺にそんな趣味はない。頼むから目をキラキラさせないでくれ……！」

　最後の最後で気が抜けた。サマにならないことこの上ない。が──

「二度と、やるな。──いいな？」

「はい♪」

　機嫌を直した猫のようにごろごろとすり寄ってくる、かわいい妹がそばにいると。

　つい、許してしまいたくなる。

「……おい。可か憐れん。お前は今叱しかられてるんだぞ。わかってるのか？」

「ええ、もちろんです。……可憐は、お兄様のそうした厳しさが見たかったのです。その鋭するどい目で睨にらんで頂けるだけで、今日はご飯がとてもおいしく頂けそうです……♪」

　うっとりと、とろけるようなため息まじりに言われ、ぞぞっと背中に悪寒が走った。

「おい、やめろ。うっとりするな、意味がわからん!!」

「これが、俗に『メシウマ』という状態なのでしょうか？　お兄様の今のお顔を思い浮かべるだけで、いとおしさがこみあげてきて、胸がいっぱいになるようです……♪」

「それは病気だ。病院に行け！　何なら俺が連れてってやる！」

「お医者様でも草くさ津つの湯でも、と申しますよ、お兄様」

「何が言いたいのかわからん。……もういい。お前は叱ると喜ぶみたいだからな、やめだ。飯を作ってくれ」

「はい、お兄様♪　腕によりをかけますね。ふふっ♪」

　いそいそとベランダから部屋に戻っていく妹を眺め、紅ぐ蓮れんは深く手すりに体重を預ける。




　──さっきは、あんなふうに言ったが……考えをあらためる必要があるかもしれない。

　紅蓮は、可憐に裏世界の暗部になど触れてほしくないと考えていた。あんな汚らしくて、その先に幸福も栄光もない地獄のような世界に足を踏み入れず、清いままで大人になってほしいと、傲ごう慢まんな願いを抱いだいていた。

　だが、もしも可憐が──心の底から他人の痛みをどうでもいいと捉とらえ、人でなくなる道を選ぶことに、いささかの不満もないというのなら──

　自分に反対する権利はない。

　莫ばく大だいなＧＰを譲渡し、可憐を獅し子し王おう学園最高峰のＳランクに押し上げたのは試金石になるかもしれないと考えたからだ。

　財産を手に入れ、強者どもに目をつけられたとき、砕さい城じよう可憐がどちらの道に転ぶのか。

　人間らしさを保てるのか。

　それとも、肉食獣ビーストに成り果てるのか。

　まだしも失敗が許される学生のうちに可憐の資質を見極めたい──

「ふんふんふーん♪」

「──んだが、あいつ、自分の状況、わかってるんだろうな……？」

　部屋の中から聞こえてくる可憐のリズミカルな鼻歌を聞いて、紅蓮はため息をついた。

　……さて、これからの学校生活が大変だ。

　Ｓランクの地位は捨てた。ＧＰは押しつけた。諸権利のたぐいも手放したとはいえ、学校内で有名な時とき任とうミミを公衆の面前で倒してしまったことに変わりはない。

　これからしばらくは騒がしくなるだろう。電子生徒手帳はいまだぶるぶると揺れ続けているし、その内容がどんなものなのか、想像するだけで憂ゆう鬱うつだ。と、そこまで考えて、ふと思う。

「……もしかして、俺の『日常』って、もうとっくに終わってんのかな……」

　おぞましい未来予想図に、紅ぐ蓮れんはわずかに震えるのだった。






●騒がしすぎる『日常』






　──嫌な予感ってやつは当たる。

　特に悪いものほどよく当たると、砕さい城じよう紅蓮は思っている。

　だから常に最悪の事態を想像して、それに備えておくのが肝かん心じんだ。角を曲がればパンをくわえて走ってくる女の子がいないか確認し、授業中には突然窓をブチ破ってテロリストが乱入して人質にされた場合の傾向と対策を想像し、家に帰れば押しかけ居い候そうろうや美少女のたぐいがやってこないかどうか、キッチリと対策を練っておくものだ。

　何せ紅蓮が目指すのは『日常』だ。

　ラブコメでも、アクションでも、ましてやギャルゲーでもない。

　その手の予測不能な事態に巻き込まれて不確定要素をつくるわけにはいかない。だから、角を曲がる前にはミラーできっちりとそちら側を確認し──

「……いるな。ちいっ、三人いる。くそっ、おい、迂う回かいするぞ」

「それはかまいませんがお兄様、恐らくすべての道をしらみつぶしにされていますよ？」

「くっ……。だが、俺が設定した非常用ルートが使えるはずだ。おい桃もも貝がい、先頭に立て」

「あいあいさー、ですっ!!」

　逃げ場のない授業中、乱入してくる奴に対しては──

「紅蓮さまあああああああああああああああっ♪　……いたっ、いたたたた、痛い!?」

「やかましい!!　散れ、寄るな、来るんじゃない!!　桃もも貝がい、弾幕!!」

「はーい！　あすた、ら、びすたーっ!!」

「……なぜ学校にエアソフトガンなど持ち来んでいるのですか、お兄様は」

「こういう事態に備えてだ!!」

　桃もも花かに渡したエアガンでＢＢ弾の雨を降らせ、お引き取り願い。

　そして放課後。押しかけ居い候そうろうや美少女のたぐいの襲来については──

「……これまでの無礼、どうぞお許しくださいませ」

「うわぁ……」

　深々と教室の床に土下座する楠くすの木き楓かえでを見下ろして、紅ぐ蓮れんは思わずつぶやいた。ちなみに、そのあとに続く言葉は「死ぬほど面倒なことになってきたぞ」である。

「お兄様。自業自得だと思われます」

「お前が元げん凶きようだろうが、可か憐れん。まさか隷徒連中を放棄するとは思わなかった……」

「売り先もコネもないのにあんなに大量の隷徒など抱えてもしかたありませんもの。時とき任とう先輩でもあるまいし、私に奴隷商人の真ま似ね事ごとなどできるはずがないじゃありませんか」

「そりゃ、そうだが……」

　はあ、と紅蓮は頭を抱える。時任ミミが貯め込んだ莫ばく大だいなＧＰや財産、その他権利の山。それを継承した可憐が真っ先にしたことは、すべての『隷徒』の契約破は棄きだった。

　学内ＳＮＳで全員に通達した可憐のメッセージを引用すると、

『私とお兄様の世界にあなたがたは必要ありませんので解雇します。　かしこ』

　一行だった。あまりにもサッパリとしすぎていた。しかし、クビを切られた隷徒達たちは、サッパリではすまない。彼らは一週間以内に主人を見つけないと退学処分になる。

「わたくしも、このままでは退学の身……」

　くすん、と楠木楓は涙を隠し、紅蓮に向かって切々と訴うつたえた。

「他の隷徒達ともども、寄よる辺べなき哀れな雛ひな鳥どりですわ。こうなってはせめて、紅蓮さまのお慈じ悲ひにすがるしかなく、こうして皆で集まってお願いに上がろうと……」

「……慈悲にすがるわりには朝から待ち伏せやら、授業中の突撃やら手がこんでたな」

「わたくしは存じません、その者の独断ですわ」

　しれっと楓が言いきると、「えー」「ひどいー！」「やれって言ったくせに！」と後方からブーイングがあがる。見てみると教室の外、廊ろう下かに十人以上の生徒達がたむろしてこちらの様子をうかがっていた。中には見たことのある顔──そう、あの時任ミミの『机』にされていた少女も含まれている。

　全員が全員、タイプは違えど美女、美少女、美少年、そういったたぐいの者ばかりだ。時任ミミの嗜し好こうを紅蓮は詳しく知らないが、面食いなのは間違いなさそうだった。

「お前らが売れ残ってたのって、その押しの強い性格のせいじゃないだろうな……」

「違いますわ。わたくし達は、時任先輩が抱えていた隷徒の中でも、最も価値ある者。その美び貌ぼう、財産、家柄などを選よりすぐられた者ばかりなのですから」

「……つまり時とき任とうハーレムか。いらん。ますます萎なえた。何で俺が」

　奴隷ハーレムのお下がりとか、親しん戚せきのおばさんの使い古しの衣類よりいらない。

「な、萎え……！　大変ですわ、大丈夫ですか!?　お……おっぱい、触られますか？」

「いらん!!　寄ってくるな、ボタンを外すな、調教されて痴女になり果てたのか!?」

「仕方がありませんわ！　あんな醜しゆう態たいを全校生徒に晒さらされ、学内ＳＮＳに卑ひ猥わい写真を大量にアップされた以上、わたくしは他に生きていく術すべなどございませんの！」

「早まるんじゃない、それじゃ助かった意味がないだろうが！　つーかお前ら全員、このクソ学校をさっさとやめて普通の学校に入り直せ！　向いてないから！」

　机を叩たたき、強くそう言う。一瞬、その場は静まり返るが──

「──いえ。それはできない相談ですわ」

　強い目で紅ぐ蓮れんを見つめ、楓かえでは言った。

「わたくしたち全員、みじめに敗走したと知れれば実家を追われ、一文無しになってしまう……もはやこの学園で成り上がる他、生きて行く術がありませんの。どうせ売るなら、最も高く買ってくださる方に、お売りしたいと思います。そう──時任ミミを打倒した、砕さい城じよう紅蓮さまに」

「俺はＦランク。ＧＰも雑ざ魚こ。お前ら奴隷ニートを飼う甲か斐い性しようなんかないんだよ！」

「もちろん食くい扶ぶ持ちは自分たちで稼ぎますわ。現金で。紅蓮さまからの施ほどこしがなくともかまいません。ただ、どうか、紅蓮さまのおそばにおいてくださるだけでいいのです！」

「ふざけんな。俺はブラック企業とかそういう日本の悪習は大嫌いなんだ！　見返りもなしに奴隷になりますとか、ありえないだろうが！　奴隷根性を捨ててやり直してこい！」

「そんな！　桃もも花かさんが認められているのですから、わたくしたちもどうか、お願いします！」

「あれだって俺にとってはイレギュラーで……ああもう説明がめんどくさい。先着一名様ってことだよ！　段ボール箱くらいくれてやるから、お前らはとっとと『ひろってください』とでも書いて座ってろ！」

「紅蓮さまが拾ってくださるのなら喜んでいたしますわ！　何なら全裸で座ります！」

「お前ホント高貴さとかそういうの全部消し飛んだな！」

　紅蓮は大声でつっこみ、

「……おい可か憐れん、見てないで何とかしろ！」

　すぐそばにいる可憐に助けを求める。すると、

「わかりました、お兄様。万事、この可憐にお任せくださいませ」

「お、おお。……助かる、じゃあ俺は帰るぞ」

「はい。ただでさえインランモモイロガイの駆除に手を焼いていますのに、野良ホルスタインにまで絡まれては、私を可愛かわいがって頂く時間が減ってしまいますから。……さて、まずは銃の選定から──」

「おい待て、やっぱりいい。お前に任せると死人が出そうだ」

「なぜですか！」

　ぷんすか、と書き文字が出そうなしぐさで怒る可か憐れんをなだめていると、

「いいですか、皆さん。紅ぐ蓮れんさまに対しては、いちばんおそばにお仕えするのは筆頭隷徒であるこの桃もも花か、桃もも貝がい桃花です。先輩として立ててください、いいですね？」

「は、はい！　桃貝さま、どうぞよろしくお願いします！」

「いいでしょう！　では桃花は小腹がすきました、食堂からパンでもとってきてくだ──いたっ!?　いたいたいたっ!?　紅蓮さま、なぜ桃花をエアガンで撃つんですか!?」

「やかましいこのバカ!!　何即座に調子に乗ってやがる!!」

　子どものおもちゃ程度の威力しかなく、ケガどころか痕あともつかないようなエアガンだが、それなりに痛かったのだろう。涙面になった桃花を横目に、紅蓮は席を立つ。

　ざらざらとエアガンに弾を入れる。ほとんど気分はゾンビパニックだ。教室の入り口はもう完全に奴隷志望者に占領され、逃げ道はない。

「可憐。今日の晩飯は」

「すき焼きですよ、お兄様」

「よし。──締めはうどんにしてくれ。三人前な」

　言うなり、紅蓮は教室の窓を開けた。

　外気がふわりと吹き込み、カーテンが帆のように翻ひるがえる中、こんなこともあろうかと通販で買っておいたフックつきのロープを窓枠にかけ、バッとその場から飛び降り──

「飛び降りたあっ!?　ぐ、紅蓮さま!?」

「ここ三階だぞ!?　──あ、ロープを伝って降りるつもりだ！」

「落ち着きなさい、逃がしてはなりません!!　すぐ階下へ。先回りするのです！」

　楓かえでが叫び、奴隷達たちが走り去る。すると、ひょっこりと窓枠から手が伸び、紅蓮はそのまま登ってくる。何ということもない──降りるフリをしていただけなのだ。

「よし、連中はいなくなったか。あっさりひっかかる奴やつらだな、あれじゃあ勝てねえわけだ」

「普通ブラフで三階から飛び降りる人はいませんもの。かかりますよ」

「あの、可憐さん。そんなふうに流していい光景だったんでしょうか、今の……」

「こんな非常識な学校に通ってて、三階から飛び降りたくらいで今更驚くなよ。じゃ、俺は何とか連中をまいて帰るから、お前らは先に帰ってろ」

　やれやれ、とつぶやきつつも、紅蓮はそのまま教室を出た。

　玄関につながる階段からは、

「いないぞ、どこだ!?」

「落ち着きなさい、探すのです！」

　と、連中のやたら元気な声が聞こえてきて、紅蓮は思わず苦笑する。

（──いいことなんか、しちゃいない）

　結局のところ、わがままだ。

　あいつらを助けようとしてやったんじゃない。その後面倒を見るつもりはないのだから、人助けにはならないだろう。すべてただの自己満足で、これまで犯してきた罪に比べれば、善行としてカウントすることすら許されないだろう、偽善行為。

　……でも。

（死んだような面で生きるよりは）

　今のほうがずっといい、と思うから。

　自分の流儀を捨ててまで挑んだあの遊戯ゲームは──

　たぶん、きっと。

（誰かのためになったって、信じても──いいのかな？）

　そう思った、ときだった。

「あっ!!　……楠くすの木きさん、紅ぐ蓮れんさまがいました!!　あそこ、あそこです！」

「よくやりましたわ、テーブルさんっ!!　突撃しなさい！」

「了解ですっ！　でもあの、名前で呼んでください……」

「ちいっ!?　……見つかったか、くそっ！」

　追いかけてくる彼らから全力で逃げ回りながら──

　いつの間にか、ほんのすこしだけ。

　紅蓮は、年とし相そう応おうの少年らしい顔で笑っていた。





　＊






　同日、同時刻、獅し子し王おう学園、生徒会管理棟、シャワールーム──




「ふぅ……」

　もうもうと湯気がたつ。

　熱湯のようなシャワーを頭から浴びて、長い銀髪を湯にそよがせる男。遊戯者のわりに異様に鍛え抜かれた肉体は、まるで一流のアスリートのようだ。

　肥ふとってもいない、瘦やせすぎてもいない絶妙なバランス。現代に蘇よみがえった神話の英雄のごときスタイルは、望むなら今すぐにでも芸能、芸術の分野で栄光をつかみとれるだろう。

　だが、帝王はそれを望まない。

　彼が望むのはただひとつ。買うことも盗むこともできないもの──

「新しい『風』が吹きはじめたか。フッ……いいな。いい気分だ。歌のひとつでも歌いたくなってくる」

　それこそ鼻歌でも奏でそうな上機嫌で、男はキュッと音をたててシャワーを止めた。

　無言で湯気の中に手を差し出す。すると、外に控えていた人物が白いタオルをすかさず渡し、当然のごとくそれを受け取りながら、男はシャワーブースから歩み出た。

「この数ヶ月、一切変動することのなかった学園最上位──Ｓランクの序列。そこにようやく風穴が空いた」

　学園の頂点に君臨する『最強』──白しろ王おう子じ透とう夜やは昂たかぶる感情をむき出しにして、笑えみを浮かべた。

「一瞬だけランキング７位に入り、すぐさま妹にＧＰを委い譲じようして自らは最下位、か。何を企たくらんでいるんだろうな、あの男は」

　想像するだけで、たまらない。獅し子しの心臓が燃えたぎる。

　濡ぬれた銀髪をタオルで乱暴に拭ふきながら、透夜は吼ほえるように笑う。

「砕さい城じよう、紅ぐ蓮れん……。俺の目に狂いはなかった。やはり時とき任とう程度では、相手にもならなかったか。小こ賢ざかしい、商売人風情ふぜいでは」

「……ッ!!」

「ん？」

　間近でギリッ、と歯の軋きしむ音がして、初めて透夜は振り返った。

　そこには、自分にタオルを差し出した人間がいた。白王子の家で近侍に与えている制服、いわゆるメイド服だが安いコスプレ商品などとは違い、すべてオーダーメイドで作らせた極上の特注品だ。一流ホテルのウェイトレスでも務まりそうな衣装だが、透夜にとっては何の価値もない。それは、いわば自分の持ち物につける、ただのカバーだ。

「そういえばいたな、時任。ピイピイと小うるさいから口をふさいだのを忘れていた」

「……ッ！　……!!」

　声は出ない。小柄な、小学生じみた肢体に豪ごう奢しやなメイド服を身につけた時任ミミ。その口だけを覆う銀製のマスクに覆われ、顎あごごと動かせないよう固定されている。

　それでも、怒りと執念に燃える熱いまなざしだけはギラギラと、一切の輝きを失わずに煮えたぎっていた。

　ほう、と透夜は声をあげる。

「そんな目ができたか。──いいぞ、お前も悪くない。お前は富める時よりも、貧しい時に魅力を醸かもす。いまのままのほうが、ずっとずっといい顔をしている。そのままでいろ、そうしたら」

　ニヤリ、と牙きばのごとき歯を貴族的な唇からのぞかせて。

「家具のひとつとして、置いてやってもよかろう。お前の髪はちょうどいい高さにあるし、触り心地がいいからな。手拭き程度には使ってやるさ。──隷徒契約、結んでやろう」

「…………！」

　無言のまま立ち尽くし、礼をする時任ミミ。小柄な少女の頭は、ちょうど長身の彼の手にぴったりと収まる位置にあり、手すりかステッキ程度には使える。

　白王子透夜にとっては、時任ミミはその程度の存在に過ぎなかった。ランキング入りし、会計の職を与えたのも、今すべてを失い隷徒となった彼女を迎えたのも、理由は同じだ。

　──触り心地がよくて、ちょうどいい大きさだったから。

　その程度の理由で『飼っていた』だけの生徒会の末席に過ぎない。

「さて、とはいえ──生徒会役員が倒れ、席がひとつ空いたことに変わりはないな」

　びくり、と時とき任とうミミが無言で震える。その反応に気づきもせず──

「ランキングの変動。ひとつだけ空いた生徒会の椅い子す。最下位の紅ぐ蓮れん。浮上した砕さい城じよう妹。なかなかに面白くなってきそうだ。どれ、ひとつかき回してやるとするか……」

　全身からオーラのように湯気をまといながら、上機嫌に電子生徒手帳を操作する。

　学内ＳＮＳ、統括ＡＩに生徒会長権限でログイン。無数に存在するメニューの中から、いくつか適するものを選び、躊ちゆう躇ちよすることなく開始を選ぶ。




「──生徒会選せん賭きよの、開幕だ」




　獅し子し王おうの哄こう笑しようを、沈黙する『家具』だけが、ただひとり聞いていた──






あとがき






『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』を読んでいただき、ありがとうございました。読者の皆さまには感謝しかありません。

　作家の三み河かわごーすとです。

　タイトルだけであとがきが一行埋まるのはとても助かりました。次巻以降もあとがきの書き出しには困らなそうでホッとしています。




　最強の主人公と彼を心から愛する妹が繰り広げる学園遊戯録、いかがだったでしょうか。




　今作は「裏世界で伝説を築きあげた最強の男が日常に恋焦がれて入学した学園が、ゲームですべてが決まる修羅の世界だった。活躍したくないけど、彼を心から愛する妹や最強偏愛者の生徒会長のはからいによって嫌々ながらも頭角をあらわしてしまう話」です。

　金も名誉も手に入れた男が、その栄光の先にある「永遠に終わらない地獄」に嫌気がさして、日常に帰りたいと願う物語でもあります。欲にまみれた人間ばかりの学園で、彼は本懐を遂げることができるのでしょうか。今後の展開にご期待ください。

　そしてもうひとつ。

　この作品の他にはあまりない特徴のひとつが「毎巻、異なる複数のゲームを題材とする」ことにあります。

　今回はロシアンルーレット、ＮＧワードゲーム、マインフィールド・チェスの三つ。

　ロシアンルーレットとＮＧワードゲームは実在するゲームなので、読者の皆さまにもお楽しみいただけるかと思います。是非、自己責任でやってみてください。ロシアンルーレットの際にはセミオートの銃を使うことをオススメいたします。何度でも言いますが自己責任でお願いいたします。

　マインフィールド・チェスというのは、実在しないオリジナルゲームとなっています。

　これは現実でやろうとすると、チェスよりはボードゲームに近い遊び方になるのかなと。

　チェス、将棋、麻雀マージヤン……既存の有名ゲームにひと味加えるだけで、異なるゲーム体験ができたりするので、遊び尽くして飽きた！　という方は是非、いろいろ試してみてください。

　あ、ゲームにひと味加えるといえば。

　最近、『ゲームマーケット』で購入した『麻雀拡張カード』を使って遊ぶことが増えました。河から牌はいを拾えるカードや全員手牌をオープンにして打たなきゃいけないカード等がありまして、麻雀という運ゲーを狂気のゲームに演出してくれます。

　ちなみに私は拡張カードの麻雀は滅茶苦茶弱いです。自称ではなくガチでＦランク級の勝率。何、このクソゲー。普通の麻雀させてーな。




　すみません。完全にただの愚痴でした。ええと、作品の話、作品の話をしないとね。




　さて。今作の特徴は数多あまたのゲームが登場するというだけではありません。

　欲望にまみれた人物が大勢登場！　──これがもうひとつの特徴かと思います。

　妹の可か憐れんをはじめ、基本的にこの作品に登場する奴やつらはほとんどが欲望に忠実に動いています。もしかしたら読む人によってはドン引きしてしまうかもしれませんが、それがこいつらの生き様だから仕方ない、引かれてしまったら諦あきらめよう……私の中で大切なものは絶対にぶらさないぞという思いで書き切りました。

　結果的に血の通った面白い人物が揃そろったなと手応えを感じていますが、読者の皆さまにも気に入っていただけるかどうか。気に入っていただけたなら幸いなのですが。

　読んでもらえるまで結果がわからないので、これもある意味ギャンブルのようなものですね。勝負の神様、どうか勝利を！




　謝辞です。

　イラストレーターのねこめたる様。もうすべてのイラストが素晴らしかったです。ラフだけでも期待感で胸が一杯になるのに、完成イラストでは毎回私の期待をさらに上回る超絶クオリティーになっているので、驚かされてばかりでした。素敵なイラストをつけてくださり、本当にありがとうございました！　続刊がありましたら、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

　ＭＦ文庫Ｊ担当編集のＯ様。流行のド真ん中とは言い難い、挑戦的な企画だったにもかかわらず、真摯に取り組んでくださったこと感謝しています。いろいろとご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　そしてこの本の出版・販売にかかわってくれたすべての方々。本当にありがとうございました。

　最後に。読んでくれた読者の皆さまに最大限の感謝の気持ちを！

　作品の結末までお付き合いくださるとうれしいです。

『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』をこれからもどうぞよろしくお願いいたします！

　タイトルだけであとがきを二行も埋められました。やったぜ。

　それでは皆さま、またお会いしましょう。

　三み河かわごーすとでした。









　著者

　三河ごーすと（みかわ・ごーすと）

　　ＭＦ文庫Ｊでは初めまして。三河ごーすとです。

　　新しい挑戦ばかりで右往左往でしたが、無事に本にできてホッとしております。たくさんの人に楽しんでもらえればと。全然関係ないですが、最近麻雀で国士無双を和了りました。著者近影用に写真を撮っておけばよかった……。




　イラストレーター

　ねこめたる

　　ＣＭＹＫ…お前だけは許さんぞ

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ねこめたる

　　装丁／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）
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